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令和４年第２回松崎町議会定例会

議 事 日 程 （第１号）

令和４年６月７日（火曜日）午前９時開会

第 １ 会議録署名議員の指名について

第 ２ 会期の決定について

第 ３ 議長諸報告

第 ４ 町長行政報告

第 ５ 一般質問

出席議員（８名）

１番 田 中 道 源 君 ２番 鈴 木 茂 孝 君

３番 小 林 克 己 君 ５番 深 澤 守 君

６番 髙 栁 孝 博 君 ７番 藤 井 要 君

８番 土 屋 清 武 君 ９番 渡 辺 文 彦 君

欠席議員（なし）

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 深 澤 準 弥 君 副 町 長 木 村 仁 君

教 育 長 佐 藤 みつほ 君 総務課長兼防災監 齋 藤 聡 君

企画観光課長 八 木 保 久 君 教育委員会事務局長 松 本 利 之 君

窓口税務課長 糸 川 成 人 君 健康福祉課長 舩 津 直 樹 君

生活環境課長 髙 橋 和 彦 君 産業建設課長 鈴 木 清 文 君

会計管理者 鈴 木 悟 君

事務局職員出席者

議会事務局長 大 場 千 徳 書 記 渡 辺 慶 介
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───────────────────────────────────────

◎開会及び開議の宣告

○議長（渡辺文彦君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員は８名であります。

定足数に達しておりますので、これより、令和４年松崎町議会第２回定例会を開会いたし

ます。

直ちに本日の会議を開きます。

申し合せにより、議場内で上着及びネクタイをとることを許します。

撮影の許可について、申出がありましたので、許可いたします。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

日程に入ります前に、傍聴者の皆様にお願いいたします。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴に際しましては、消毒薬による手指の消

毒、マスクの着用をお願いしますとともに、発熱などで体調のすぐれない方は、傍聴をご遠

慮くださいますようお願いいたします。

また、会議中は、静粛にお願いいたします。

議場における言論に対し、拍手などにより可否を表明することは出来ません。

その他、議事進行に支障となる行為があった場合は、退席をお願いする場合がありますの

で、ご承知ください。

以上、傍聴者の皆様のご協力をお願い申し上げます。

（午前９時００分）

─────────────────────────────────────────

◎会議録署名議員の指名について

○議長（渡辺文彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、議長において、５番、深澤守君、

６番、武田勝彦君、補欠、７番、髙栁孝博君を指名いたします。

─────────────────────────────────────────

◎会期の決定について

○議長（渡辺文彦君） 日程第２、会期の決定についての件を議題といたします。

お諮りします。本定例会の会期は、本日より、13日、月曜日までの７日間といたしたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（藤井 要君） 異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は、本日より６月13日までの７日間と決しました。

─────────────────────────────────────────

◎議長諸報告

○議長（渡辺文彦君） 日程第３、議長の諸報告を行います。

この際、諸般の報告をいたします。

法令上、報告すべき事項。

１．令和３年度２月分例月出納検査の結果報告について

２．令和３年度３月分例月出納検査の結果報告について

３．令和３年度４月分例月出納検査の結果報告について

４．令和４年度４月分例月出納検査の結果報告について

５．令和３年度工事監査の結果報告について

議長において必要と認めた事項。

１．賀茂郡町議会議長会議について

おのおのその資料の写しをお手元に配付いたしましたので、ご覧いただきたいと思いま

す。

これをもって議長の諸報告を終わります。

─────────────────────────────────────────

◎町長行政報告

○議長（渡辺文彦君） 日程第４、町長の行政報告を行います。

町長から報告の申し出がありますので、これを許します。

（町長 深澤準弥君 登壇）

○町長（深澤準弥君） 皆さんおはようございます。

行政報告をさせていただきますが、その前に新聞報道等で議員の皆様はじめ、町民の皆様

に多大なる、ご心配ご迷惑をおかけしたことを改めましてここで、謝罪をさせていただきま

す。大変申し訳ありませんでした。

令和４年松崎町議会第２回定例会の開会に当たり、謹んで行政報告を申し上げます。

最近は随分、蒸し暑い日が続きまして、今年も、猛暑を予感させられる毎日でございま
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す。

今年は、蔓延防止措置や緊急事態宣言も解除され、３年ぶりに、行動制限のないゴールデ

ンウイークであったことから、町内にも多くの観光客の皆さんが訪れ、以前のにぎわいを取

り戻したかに感じられましたが、まだまだ、新型コロナの感染症につきましては、減少傾向

にあるようではございますが、未だ収束の目途は立ってございません。

町内や伊豆を取り巻く近隣市町においても、まだまだ時折感染者が出現するなど、住民の

生活や地域経済に、まだ不安を残してございます。

また、為替相場においても、20年ぶりの円安水準となりまして、ロシアのウクライナ侵攻

による、輸入品、原材料の価格高騰に伴う物価上昇もあり、冷え切った地域経済に大打撃を

心配させているところでございます。

政府は、５月末から、４回目のワクチン接種を開始すると発表しましたので、当町におい

ても、その準備を進めておりますが、ぜひ、感染拡大に収束の目途が立ち、住民の皆様が安

心して生活できる日常が一刻も早く戻ってくることを切に願っております。

本日は、町営観光施設の入館状況など３件について、議員の皆様にご報告申し上げます。

今後、新型コロナウイルスの感染拡大が終息したとしましても、この世の中で新たな生活

様式が定着しており、当町におきましては、これに合った新しい将来像の構築が必要と認識

しております。これまでの日常が取り戻せない。新しい変化に、取り残されることなく進ん

でまいりたいと思っております。

観光客や住民のニーズも以前とは変化してきております。

また、最近では、地震や台風、集中豪雨などの大規模自然災害への対応など、今後の町政

運営におきましては、皆様方のニーズをしっかりと聞き、判断をしっかりとさせていただ

き、よりよいまちづくりを推進してまいりますので、本定例会におきましても、皆様から忌

憚のないご意見を頂戴いたしまして、建設的な議論を展開してまいりたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

また、事業推進に当たりましては、議会の皆様とも、議論をしっかりと重ねながら、より

よい町政運営を推進してまいる所存でございますので、議員の皆様におかれましても、今後

とも、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

○企画観光課長（八木保久君） それでは、企画観光課から２件の行政報告をさせていただき

ます。

まず、町営観光施設の入館状況につきまして、資料ナンバー１によりご報告をさせていた
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だきます。

はじめに、１ページをお願いいたします。

伊豆まつざき荘の状況ですが、左側に令和３年度と２年度の年度比較、右側に本年度、前

年度の４月の月間比較となっております。

本町の金額は税込みの金額となりますが、令和３年度の営業利益につきましては、マイナ

スの420万6000円。案分利益がマイナスの5198万9000円となりました。

なお、令和３年度の詳細につきましては、本会議で決算審議をお願いしておりますので、

詳細につきましては省略をさせていただきます。

右側に４月の実績がございますが、本年度は県の観光促進事業、今こそ静岡元気度の効果

により好調に推移し、宿泊利用人員は前年同月比で603人増の1486人となり、入浴休憩利用事

業を加えた人数は729人増の1846人となりました。

収益につきましては、前年度より829万5000円増の2058万6000円となりました。

交際費、減価償却費を加えた費用は、前年度より357万円増の2161万2000円となり、案分利

益につきましては、マイナスの102万6000円となり、前年度より472万5000円の改善となりま

した。

続きまして２ページをお願いいたします。

長八美術館につきましては、885人増の1584人となり、収支差額マイナス77万9000円で、前

年度より３万7000円とプラスとなりました。

重文岩科学校は340人増の851人となり、収支差額マイナス53万5000円で、前年度より2万

9000円のマイナスとなりました。

３ページをご覧ください。

旧依田邸につきましては４月の入館者は262人増の819人、代田の荘の入浴者数は223人増の

1979人となり、収支差額マイナス99万円で前年度より65万2000円のマイナスとなりました。

道の駅花の三聖苑につきましては、190人増の1036人で、収支差額はマイナス65万7000円と

なり、前年度より10万4000円のプラスとなりました。

伊豆まつざき荘につきましては、今こそ静岡元気度が、６月30日まで延長されたことか

ら、施設利用者の増加を期待し、より多くのお客様に松崎荘を利用していただけるよう、ニ

ーズに合ったサービスの提供等を行い、顧客満足度の向上及び業績の回復に努めてまいりま

す。

なお、その他入館施設につきましては利用人員が増になっておりますが、新型コロナの影
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響は大きく、まだまだ厳しい状況であります。

今後は、これまで中止になっていたイベントを少しずつ再開するとともに、アフターコロ

ナを見据えて、新しい旅行形態に対応した松崎町ならではの魅力を情報発信して、誘客宣伝

を展開してまいりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げまして、町営観

光施設の入館状況についての報告とさせていただきます。

続きまして、ふるさと納税の寄附状況について、令和３年度を資料ナンバー２により、ご

報告させていただきます。

ふるさと納税につきましては、寄附金額により返礼品を用意するとともに、ウェブサイト

による紹介やクレジット決済のシステムを取り入れて、ふるさと納税の学校に努めていると

ころでございます。

令和３年度の状況につきましては、寄附件数3043件、寄附総額4501万4000円となりまし

た。

その内訳でございますが、5000円から１万円で78.7％を占めております。

令和２年度と比較いたしまして、件数では、837件の増、寄附金額では746万6000円の増と

なりました。

申込み方法別では、ウェブサイトによるものが約99％、寄附自治体別では、東京都、神奈

川県、静岡県の順になっているところでございます。

寄附の使途につきましては、自治体におまかせ、地域が一体どうなった産業が盛んなまち

づくり、未来を担う人材を育むまちづくりの順になっております。

下に返戻金品のランキングを記載してございますので、ご覧いただきたいと思います。

なお、令和３年度に寄附をいただきました4501万4000円から、臨時雇賃金やふるさと納税

特典品、ふるさと納税システム手数料、ふるさと納税事業業務委託料の支出を差し引いた

2249万円余りをふるさと応援基金として積立ていたしたところでございます。

以上、企画観光課から２件のご報告とさせていただきました。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 行政報告の３番目、公営企業会計、令和４年４月末経営状況

について、生活環境課からご報告をさせていただきます。

資料ナンバー３をご覧ください。

左側に水道事業、右側に温泉事業をお示ししてございますが、下段の備考欄をもって説明

をさせていただきます。

初めに、水道事業のほうからご報告いたします。
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４月末現在の有収水量は６万5352立米で、営業用の使用量は増加したものの、一般用の減

少により、前年対比2051立米、３％の減となり、営業収益は前年対比6万8000円、0.7％の減

となりました。

予定収益を加えた事業収益、丸、上の表でいう④でございますが、事業収益は前年対比２

万6000円、0.2％の増となりました。

一方、事業費用においては、支払い率、支払い利息の減少により、前年対比7万6000円、

1.1％の減となりました。

この結果、差引き純利益1番下の欄ですが、差引き純利益は394万7000円となり、前年対比

10万2000円、2.7％の増となりました。

右側の温泉事業についてでございます。

昨年同期と比べ、権利放棄により自家用が１件減少したことや、自家用休止の増加によ

り、営業収益は前年対比、１万4000円、0.3％の減となりました。

一方、事業費用においては、職員給与費や減価償却費の減少により、前年対比9万8000円、

2.9％の減となりました。

この結果、差引き純利益は149万7000円となり、前年対比８万4000円、5.9％の増となりま

した。

水道事業温泉事業ともに、供給の安定化、経営の安定化を図ってまいりたいと考えており

ます。

報告は以上でございます。

○議長（渡辺文彦君） 以上で町長の行政報告を終わります。

暫時休憩いたします。

（午前 ９時２０分）

──────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午前 ９時３０分）

─────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 一般質問の前に申し上げておきます。質疑、答弁は的確にわかりやす

く要領よく行ってください。通告以外の質疑はできません。また、関連質疑は議長の許可を

受け、質疑を続けてください。
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質疑は、一括質疑と一問一答方式、どちらかを述べてから質疑に入ってください。

それから、固有名詞等は発言に十分注意してください。

なお、本定例会において町長に反問権を付与します。反問権を行使する場合は、反問の趣

旨内容を示し、議長の許可を得てから行って下さい。

最後に、傍聴者に申し上げます。議場内ではお静かにお願いいたします。

─────────────────────────────────────────

◎一般質問

○議長（渡辺文彦君） 日程第５、一般質問を行います。

通告がありますので、順次発言を許します。

─────────────────────────────────────────

◇ 武 田 勝 彦 君

○議長（渡辺文彦君） 通告順位１番、武田勝彦君。

（６番 武田勝彦君 登壇）

○６番（武田勝彦君） 今日は、１番バッターで、１番一般質問をさせていただきます。

ごみ処理の広域化については、平成９年に、ごみ処理に伴うダイオキシン類の排出削減を

主な目的として、厚生省から各都道府県に、広域化計画を策定し、ごみ処理の広域化を推進

することを求めてきました。

全ての都道府県において、広域化計画が策定され、都道府県及び市町村によるごみ処理の

広域化及びごみ処理施設の集約化に向けた取組が進められてきました。

この結果、全国のごみ焼却施設数は、平成10年度の1769施設から平成28年度には、1120施

設と約４割減少し、ごみ処理の広域化は一定の成果を上げました。

一方、その間に人口減少や３Ｒ活動の推進等により、１人当たりのごみ排出量が年々減少

し、今後さらに減少していくことが見込まれています。

ごみを取り巻く状況が大きく変化したことにより、平成31年に、持続可能な適正処理の確

保、確保に向けたごみ処理の広域化及びごみ処理施設の集約化について、環境省からの通知

がありました。

静岡県はこれを受け、令和４年度から令和13年度までの、10年間の一般廃棄物処理施設の

整備及び処理体制の基本方針として、静岡県一般廃棄物処理広域化マスタープランを令和４

年３月に発行しました。

このマスタープランでは、計画期間である令和４年から、令和13年度まで、下田市、南伊
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豆町、松崎町、西伊豆町の１市３町で広域化を図るとしています。

ごみ処理場は、建設や施設運営に、莫大な税金がかかるため、広域化することにより、大

きな経済効果があることは間違いありません。

ですから、ごみ処理のごみ処理場の広域化に反対するものではありませんが、今進めてい

る南地域広域ごみ事業が、ごみ処理事業は、本当に経済効果があるのか、甚だ疑問でありま

す。

そこで本日は、この業務、ごみ処理事業について、１本質問させていただきます。

（町長 深澤準弥君 登壇）

○町長（深澤準弥君） 武田議員の、一般質問に回答させていただきます。

記１、ごみ処理場の広域化について。

①１市３町の各ごみ処理場は、まだ続け使い続けられると思うが、なぜ使わないのかとい

う質問に対してでございます。

ごみ処理施設の耐用年数は、一般的に20年から30年とされております。

当町のクリーンピア松崎は、平成11年の稼働開始から、23年が経過し、他市町の施設にお

いても、下田市が40年、南伊豆町が31年、西伊豆町が24年経過しており、長短はあります

が、いずれも更新時期を迎えております。

更新に当たりましては、多額の財政負担を生ずるものであり、また、１市３町において

も、人口減少等に伴うごみの減少により、施設稼働率が低下していることに加え、いずれの

施設も老朽化が進んでいることから、安定的で効率的な廃棄物処理体制を維持するため、広

域処理することで１市３町が合意したものでございます。

この地域は、平成25年度以降、広域化を検討、協議してきており、これまでの枠組みにお

いても、紆余曲折があったところではございますが、１市３町は、合意に至った、この機会

を逃してはならないと、考えているところでございます。

②、松崎町にとって、西伊豆、南伊豆、南伊豆地域広域ごみ処理事業に参加する、最大の

メリットは何か。

１点目でも申し上げたところでございますが、更新にかかる多額の財政負担はもちろん、

人口減少等によるごみの減量が見込まれる中、効率的で、安定的な廃棄物処理体制を構築

し、持続可能な適正処理を確保していくためには、広域化が必要であると考えているもので

ございます。

③松崎町にとって経済効果が見込めない場合は、南伊豆地域ごみ処理事業から離脱する考
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えはあるか。

広域化は、社会経済的な観点も含めて効果があると確信しており、繰り返しにはなります

が、１市３町が合意に至ったこの機会を逃してはならないと考えているところでございま

す。

④クリーンピア松崎の跡地利用は考えているのかという質問でございます。

クリーンピア松崎の敷地につきましては、借地でございます。

土地所有者である雲見区並びに地域の皆様のご理解、ご協力をいただき、令和12年３月を

期限とし、お借りしているものでございます。

契約上は、施設の地上部分の構造物を撤去し、所有者にお返しすることとなっており、跡

地利用については、現時点において、町としては考えてございません。以上でございます。

○６番（武田勝彦君） 一問一答でお願いします。

○議長（渡辺文彦君） 許可いたします。

○６番（武田勝彦君） 今進めてる１市３町の広域業務市ごみ処理事業ですけども、参加して

いるそれぞれの市や町で、見直しを求める新聞折り込みが出たり、それぞれの議会におい

て、一般質問で追及がなされています。

この広域ごみ事業は、平成25年頃から検討し始め、西伊豆町、下田市が出たり入ったりし

た、何かと問題があった事業だと思っていますが、その南伊豆地域ごみ処理事業の基本構想

が去年の９月に出ました。これが基本構想ですね。この基本構想の中にですね、これまでの

経緯という項目がありまして、そのところに、各市町が単独でごみ事業をするより、１市３

町広域として、ごみ処理事業を行うほうが、経済性、効率性及び環境負荷等の観点から優位

であると結論づけたというふうに書いてあります。

つまり、経済性、効率性、環境負荷、この３つが、広域化を決めたことになっています。

そこでこの決定の判断が、本当に正しかったのか。間違っていないのか、これから伺ってい

きたいと思います。

今進めている１市３町のごみ処理場ですが、建設費が約100億円、運営費が年間約５億円、

処理能力が１日58トン、令和９年度中に稼働を目指すというふうに聞いております。広域化

を進めている１市３町ですが、これから少子高齢化で年々人口が減り続けていきます。それ

に伴い可燃ごみも当然減っていきます。今後、また持続可能な社会に向けて、３Ｒ活動を推

進したり、循環型社会を目指すということになります。

また、今年からプラスチック資源循環法というのが始まりますので、ごみ処理の減量化
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が、ますます進むものと思われます。

このような状況下の中で、１市３町のごみ処理場が稼働する令和９年度には、燃やすごみ

が十分あったとしても、15年、20年後には、燃やすごみがなくなり、処理能力の３分の１、

４分の１しか使わなくなる可能性があります。

そこで、お伺いしたいんですが、１市３町の広域ごみ処理場は、将来施設稼働率が低下す

ることになり、今の１市３町の各ごみ処理場と同じように、非効率な運営をするごみ処理場

になってしまわないのかお伺いします。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい、議員ご説明のとおり、令和９年度の稼働を現在目指し

て１市３町において協議を進めておるところでございます。

ただいま構想上で謳われております、１日当たり58トンというのは、先立っての議会の全

員協議会でも申し上げましたが、まだ決まったものではございません。本年度の事業の基本

計画において、さらにごみの排出量等を精査し、その結果に基づいて規模を決定していこう

という流れでございまして、大きな違いは、なかなか現状からすると出ないのかもしれませ

んけども、まず決定してないということが１点ございます。

それから、58トンの施設規模についてですが、補助要綱上の観点からも、稼働年度から７

年間の中で最大値をもって計画するようにということがございます。減少が続く想定でござ

いますので、令和９年度が１番大きいということが容易に想像できるわけですけども、それ

をもって令和９年度のごみ量によって、58トンというのを今計画をしておるところでござい

ます。計画の中でも容器包装プラスチック類の分別を開始するですとか、そういうことも盛

り込んでおるとこではございますが、そういった事情から令和９年度のごみの排出量の想定

値を持って規模を決めなくちゃならないという事情は一つございます。

さらに将来の話で、稼働率の悪いものになっていくんじゃないかということでございます

が、ご説明のあった県のマスタープランにおいても、令和13年度以降、令和34年までの計画

がその次の段階として県も出しておりますけども、その次の段階においては、県のマスター

プラン上は、最初のステップは１市３町の広域化、次のステップとしては、東伊豆町、河津

町の東河の施設も含めた、賀茂全体での施設整備が望ましいということで、マスタープラン

でも、その先のことを謳っております。そういったことからもその先については、なかなか

予想が立たないところではございますが、そういったことも念頭にしていかなければならな

いんじゃないかなということで考えておるとこでございます。

○６番（武田勝彦君） 単独でやるよりは多くの市や町が集まって、広域化したほうが経済
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効果があるのは確かですけども、当然１市３町よりも賀茂郡１市５町でやったほうが、効果

は大きいとは思いますが、それが広域化の最大のメリットだと思いますけども、一方、やっ

ぱし地域が広くなると、参加する市町も増えて、どうしても大きなごみ処理場をつくらなけ

ればなくなります。そうなると大きいごみ処理場ほど、将来ごみが減ったときに、無駄が多

く、効率の悪いごみ処理になるということも確かであります。

将来無駄になるとわかっているようなごみ処理場をつくるということは、今のごみ処理場

と同じように、また同じことを繰り返すんじゃないかというふうに思いますが、将来無駄に

なるというわかっている、この事業計画はまずいとは思うんですけども。そこで伺いたいん

ですけどね、将来このごみが当然少なくなったときに、何か対策っていうのは考えているん

ですか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 施設規模における対策というのは、先ほどのとおり、稼働年

度から７年間をという、そういったことがございますので、そこにおいては、そのルールに

従って規模を策定し、決めなきゃならないということが一つございます。

ただ、ごみが減っていくことについてが、いけないということではそもそもないわけでご

ざいますので、減らす努力はしていくというのが、当然のことだと思いますので、そこにお

いて最終的に施設の稼働率的に少なくなってきてしまうのは、大きい総排出量をもとにつく

らなくちゃいけないということからすると、それは想像できるところではございますが、

個々にやっているよりは、無駄が少なくなるということは、また別に言えると思いますの

で、そういったところを念頭に考えてまいりたいと思います。

○６番（武田勝彦君） 今も集まってね、大きなごみ処理場を別につくらなくても、15年後、2

0年後に１市３町が広域化できればいいという、そういう事業効果、事業計画にすれば、将来

無駄になるような大きなごみ処理場を作らなくても済むと思うんです。

そこでですね、南伊豆地域広域ごみ処理事業の検討資料の中に、ケース１として、１市３

町の広域化計画、１市３町の広域化した場合と、ケース２として、各市町が単独で新しいご

み処理場を建設した場合、この２つのケースを、建設費と運営費で比較して、広域のほうが

経済性が良いよってしてますね。

そこで伺いたいんですけども、ケース３とかケース４という別のケースというのは、比較

を行ったのか。行っていないなら、なぜ行ってないのか教えてください。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議員おっしゃるとおりケース１、ケース２ということで１市

３町が広域で行った場合、それぞれの町が単独でこのまま引き続けた場合ということで、検
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討しております。

この検討というのは、令和元年度に行った広域を検討するための可能性調査ということを

委託しておりまして、その調査結果の中で出てきているものでございます。その調査結果と

いうのは、13社のメーカーにアンケートを依頼いたしまして、うち５社から回答を得たとい

う数字がもとになっておりまして、その５社の平均値を採用しているものでございます。数

字としてそういったアンケートの結果、13社中５社の回答の平均値であるというのはそもそ

もあるものですので、そこはご理解をいただきたいところでございます。

そこにおいて、単独の場合と、１市３町の場合ということで比較したところでございまし

て、それ以外の３、４があるかというお尋ねでございますが、３、４、それ以外については

検討はしておりません。

○６番（武田勝彦君） 確かにですね、単独で建設した場合と比較したほうが、コストの違い

がはっきりしますので、説得させる資料としてはいいわけですね。

ただ、ほかのケースと比較をやらないのは、意図的に誘導しているようにしか思えないん

です。この事業は、既に結論ありきで進められてるんではないかと疑いたくもなります。

そこでぜひ、ほかのケースとも比較していただきたい。松崎町の場合は、１市３町の広域

化を考える前にクリアしなければならないケースが２つあると思うんですよ。１つは、クリ

ーンピア松崎をなぜ使い続けないのか。もう１つが、西伊豆町との広域化をなぜ進めないの

か。この２つのケースと、１市３町の広域化を比較して、１市３町の広域化のほうが効果が

あるということを説明してもらわないと、納得はいきません。

ですから、今日はこの中からケース３として、提案をしていきたいと思っております。

今、松崎町と西伊豆町にそれぞれごみ処理場があります。最初は、西伊豆町と松崎町で、

広域ごみ処理場をつくる予定だったそうです。今、西伊豆町のごみ処理場のあるところにつ

くるはずが、そこに行くまでの道路をまずつくるのに、松崎町に20億円負担してほしいとい

う依頼があったそうです。20億円あれば単独でごみ処理場がつくれるということで、それを

断ったために、広域の話が潰れたというふうに聞いておりますが、町長この件はご存じです

か。

○町長（深澤準弥君） 金額の詳細までは存じ上げておりませんでしたけども、そういう話が

あったことは伺っております。

○６番（武田勝彦君） 20年以上の前の話ですので、当時、ごみ処理場は、大変な迷惑施設で

した。松崎町も広域化がなくなり、単独でごみ処理場をつくらなくてはならなくなりまし
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て、候補地が２か所ほどあったらしいですが、２か所とも地域の反対でつくれずに困ってい

たらしいであります。結局、今の雲見区にお願いしたということになったわけですけども、

ここにおられる土屋議員が、町の職員の頃に大変苦労されて、雲見にごみ処理場をつくった

というふうに聞いております。松崎町のクリーンピアが23年、西伊豆町のクリーンセンター

が25年経ってます。老朽化で設備の修繕などで運営費が多くなって、そのために両町とも、

現在、ごみを莫大な経費をかけて処理をしています。環境省が令和元年に調査したデータが

あるんですけども、松崎町のごみの１人当たりの経費は3万1602円。西伊豆町が3万2512円、

全国平均が1万6400円ですから、約倍の経費がかかってるということ。つまり、２町とも経済

性の悪いごみ処理事業をやっているということになります。だから１市３町のごみ処理場を

やるんだよという、そういう話だと思いますが、１市３町の広域化っていうのは、令和９年

度です。まだ先の話ですので、２町とも老朽化した焼却炉を、点検と修理をして多額な経費

を毎年かけているわけです。そういう状況ですので、経済性や効率を考えれば、松崎町と西

伊豆町も２町で広域化するほうが先だというふうに思うんですけども、町長は西伊豆町との

広域化についてはどのように考えますか。

○町長（深澤準弥君） いろんな状況が変わってきておりまして、社会的にもそのＳＤＧｓの

関係もあり、ごみの総量削減というのは喫緊の課題になってきております。その中で人口の

減少率を見てまいりますと、西伊豆町と松崎町、農業、人口減少が賀茂郡でも顕著になって

きております。先ほども武田議員のほうからもご指摘があったとおり、人口が減っていくこ

とによってごみの総量が減っていく中で、２町だけで施設を持つというのは、なかなか先を

見たときに、非常に、それこそ１市３町よりも、急激にコストが上がってくるような恐れが

あると感じております。

国の方も、先ほども県の方のマスタープランが出来ましたけれども、国の方としても、ご

み処理施設だけに限らずですね、全ての施設を広域化して、１市とか１町がフルスペックで

いろんな施設を持つべきではないという指示のほうに結論をつけられております。

そういった中でいうと、できるだけ長く、先ほど、将来的には東河のクリーンセンターも

含めた中でやっていくことによってという、県のマスタープランに沿っていくのが今最良で

はないかと考えているところでございます。

○６番（武田勝彦君） 西伊豆町との広域化ですね。新しいごみ処理場をつくらなくてもいい

というふうに思ってるんですよ。

今あるごみ処理を使い続けるという前提で、松崎のごみ処理場は現在、半分しか使ってな
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いですね。松崎町より西伊豆町のほうが、ごみが多いですので、西伊豆町のごみを松崎町に

持ってくることは物理的に不可能です。だけど逆にですね、松崎町のごみを西伊豆町で燃や

すことは出来ます。西伊豆町がですね、建設費や改良に今まで60億をかけて、ごみ処理場を

つくりました。それが現在処理能力の４分の１しか使ってない状況であります。松崎町で施

設稼働率の悪い、効率の悪い運営をしています。だから、松崎町のごみを持っていけば、施

設稼働率が上がり、今より効率化されることになると思います。しかもですね、西伊豆町の

ごみ処理場は、賀茂村と合併した後に平成19年度ですね、10億円かけて、わざわざ24時間運

転できる焼却炉に作り変えています。なぜかといいますとね、24時間燃やし続けたほうがＣ

Ｏ２が減らせるという理由だからだそうです。ところが、年々ごみ処理の量が少なくなっ

て、24時間運転が出来なくなってきたということです。

西伊豆町長がですね、３月の定例議会でね、この件について、西伊豆町には燃やすごみが

ないんですよっていうふうに言ってました。だから、西伊豆町のやつを燃やすごみがないた

めに24時間出来ないよと。この松崎町のごみをですね、西伊豆町で回せば、24時間運転がで

きるようになるんじゃないですか。そうすればＣＯ２も減らすこともできるし、西伊豆町の1

0億円が無駄にならなくて済むというふうになると思います。だから、松崎町のごみを西伊豆

町で燃やすことは、西伊豆町にとっても良いことだと思います。

でちょっと、伺いたいんですけどね。仮にですよ。西伊豆町との広域化を進めた場合です

よ。初めから広域化をやるわけじゃないですね、西伊豆町のごみ処理場に松崎が編入するよ

うな形になるわけです。こういうことっちゅうなど、何か弊害というか、何かあるんです

か。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議員おっしゃる弊害というのはどういうのをイメージしてい

るのかちょっとわかりかねるところでございますが、事務処理上の弊害ということでしょう

か、それとも施設運営上の弊害っていうことでしょうかちょっとその辺がわかりかねるとこ

ろでございます。

○６番（武田勝彦君） 合併するに当たり、どういう問題が、事務処理でもいいですから、そ

の施設のことでもいいですけども、分かる範囲で結構です。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 想像の範囲で申し上げるところですけども、他市町の資源を

使わせていただくということになるもんですので、事情上の事務委託ということがまずある

んじゃないかなということは想像するところでございます。

○６番（武田勝彦君） 松崎町と西伊豆町の広域化っていうのはまだまだですね、メリットが
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あるんですよ。まずですね、ごみを運ぶのに、松崎町のごみ処理より西伊豆町のごみ処理の

ほうが近い。もともと、広域でやるためにあそこにつくったわけですから、当然松崎町にと

っても使い勝手がいいようになってるわけですね。役場から西伊豆町のごみ処理場まで10分

です。クリーンピアまでは20分、大体倍違いますね。ですから、近くなれば当然効率がよく

なるわけですから、令和２年度で松崎町の収集運搬経費の約4000万円あるわけですけども、

運搬距離が半分になるわけですけど、この運搬経費も削減できるようになります。

松崎町の最も遠いところにつくられた、もう遠いところにしかつくれなかったという当時

の事情もありますけども、最初は雲見区とは15年契約を結んだと。今まで３回ぐらいです

か、延長して令和12年まで借りれるようになったと。雲見区との契約は、借地料が330万円。

迷惑施設お願いするということで、地域活性化交付金が年間400万円。それから集落排水施設

の地元負担の全額免除というのがあります。

そこでお伺いしたいんですけどね。例えば、クリーンピアを契約期間前に閉鎖するという

ことになった場合にですね、借地料というのも建物のあるうちは払うんでしょうけど、この

交付金とか集落排水の負担金の免除、こういう扱いはどんなふうになってますか。他になん

か問題はありますかね。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 令和12年３月まで借地をさせていただくということで、契約

を更新させていただいたところでございます。

その契約期間中は借地料はお支払いするというところでございますが、お尋ねの400万円で

すとか、集落排水につながせていただくための経費、これについてはですね、既に約束の中

で操業期間中という約束をさせていただいておりますので、令和９年度中限りということに

なっております。

○６番（武田勝彦君） その前になった場合はどうなんですか。仮に、例えば早く、今年度で

やめますっていうふうになった場合は。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 協議の中にそういったことはございませんので、ちょっとお

答え出来ません。

○６番（武田勝彦君） わかりました。

西伊豆町との広域化についての効果がですね、まだまだあるものですから紹介したいと思

いますけどね。し尿処理施設ですね、西豆衛生プラント、これからの脱水汚泥ですけども、

この脱水汚泥はクリーンピアでは燃やせないので、松崎町は外部委託をしています。年間委

託費が約360万円。西伊豆町の場合は、西伊豆町の焼却炉で燃やしています。ですから、この
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脱水汚泥も、西伊豆町で燃やすことができるようになります。そうすれば民間に外部委託す

る必要もなくなると。

それから、焼却後の残渣ですね。要は焼却灰ですけども、これも松崎町は民間の最終処分

場へ持っていってます。年間の委託料が約2700万ぐらいです。西伊豆町は最終処分場がまだ

ありますので、これもまた民間に委託する必要がなくなります。

次に、最も効果が大きいのが焼却施設の整備、運営費の削減です。松崎町のごみ処理は建

設してから23年経ってますので、点検と修繕は繰り返しています。この３年間は、毎年7000

万以上の焼却施設の清掃点検を行っています。今年の予算にも、焼却施設清掃点検業務委託

として7652万円を計上しています。

それで伺いたいんですけれども、例えばクリーンピアを閉鎖する。例えばですね今年ね。

西伊豆町にごみを持っていくというふうになった場合、7652万というのは使わなくても済む

んじゃないですか。どうですか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 例えばというお尋ねでございますが、当然稼働をさせるため

に、延命させつつやってきていることでございまして、今年度の予算もそういった目的でご

ざいます。それがやらなくなったということになりますと、全てを使うか使わないかという

ことになると思うんですけども、ちょっとそのご質問については、どこまで必要でどこまで

かってことがわかりかねますので、ここではちょっとお答えが出来ないです。

○６番（武田勝彦君） 西伊豆町もですね、建設して24年経ってますので、松崎と同じように

点検と修理を繰り返しています。西伊豆町のクリーンセンターを稼働させるために、今まで

平均２億円かけてきていると。今後は２億5000万はかかるだろうというふうに言っていま

す。松崎町も西伊豆町も同じぐらいの経費を使っているわけです。西伊豆町の経費をです

ね、松崎町が負担すれば、松崎町も西伊豆町も単独でやるよりは、運営経費は大幅に削減出

来ます。

松崎町と西伊豆町の広域化は、新しいごみ処理場をつくるというものではありません。ク

リーンピアをやめて、西伊豆町のクリーンセンターを２町で有効利用しようということで

す。松崎町と西伊豆町の２つのごみ処理場を合わせた運営費が約５億円です。それを１つの

ごみ処理場にすれば、どれだけの経費削減ができるかは想像つくと思います。松崎町と西伊

豆町の広域化は、経済性、効率性、環境負荷の全ての面で効果があると思いますが、町長、

西伊豆町で今進めている１市３町の広域化を待つことなく、まずは西伊豆町との広域化を考

えるべきだと思いますけども、過去に広域を断ったというわだかまりもあります。今さらお
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願いするというのも辛いと思いますけども、町長は西伊豆町との広域化を進める考えはあり

ませんか。

○町長（深澤準弥君） 今、焼却施設につきましては１市３町で進めているというところでご

ざいますので、今武田議員がおっしゃるように新たな西伊豆町との、今の施設を活用すると

いった方法は今までは、今日まで別になかったです。それで、時間的なスパンというのがや

っぱり考えなければいけなくて、いわゆるその西伊豆に参入した場合、いわゆるその施設を

利用する利用料であるとか、あとはその途中で雲見をやめるといった関係性とか、いろんな

諸問題が出てくると思いますので、今ここで申し上げることはちょっと差し控えさせていた

だきたいと思います。

いろんなものを調べて、やはりその上で決断というか、方向性を今進めている状況でござ

いますので、またそちらにつきましては調査不足というか、見解がはっきりと申し上げられ

ませんので、今の段階では１市３町でやらせていただきたいというところでございます。

○６番（武田勝彦君） それでは、次に１市３町の広域化についてですけども、先ほどのケー

ス３について説明をいたします。

それでですね、松崎町と西伊豆町が広域化して、下田市と南伊豆町が広域化するというも

のであります。

１市３町の広域化で比較してるケースには、単独でごみ処理場を建設した場合ですので、

どうしても建設費が高くなります。今あるごみ処理場を使い続ければ、建設費は必要ありま

せん。その代わり、新しい焼却炉に切り替えるという延命工事が必要になりますが、新しく

ごみ処理場をつくるよりは、経費はかからないはずです。

国は広域化を進めていますけども、一方で、建物の耐用年数が50年なのに、プラントの性

能劣化を理由にして、まだ利用可能な施設全体を廃止している例があり、経済的観念から、

改善の余地が大きいとして、廃棄物処理施設長寿命化計画を作成しなさいと言っています。

つまりですね、使えるものは、長寿命化してできるだけ使いなさいよということを言ってる

んだと思います。

東伊豆町と河津町の広域ごみ処理場のエコクリーンセンター東河ですね。これは１日60ト

ンの処理能力がありますが、建設して15年が経過した平成19年度に、３年かけて２基ある焼

却炉を新設する工事を32億円かけて行い延命化をしています。それにより、この延命化工事

をしたことで、向こう15年間は維持費が安くなるというふうに言っています。西伊豆町の焼

却炉も24年経過してますので、これから15年、20年を使い続けるには、延命のための工事が
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必要になります。

今年３月の西伊豆町の広報紙には、このことが書いてあります。西伊豆町の延命工事費は

約20億、25億円かかるそうです。１市３町での西伊豆町の建設の負担が約21億円ですので、

延命工事をしても使い続けることは経済効果がないと西伊豆町長は説明しているわけです。

西伊豆町が単独でということで比較すればそうなるわけですが、１市３町での広域化の松崎

町と西伊豆町の建設負担金は、合わせれば39億円です。２町で広域化して延命をして続けた

方が、14億円経済効果があることになります。

そこで伺いたいんですが、経済効果というのを比較する場合は、金額が詳しくないと誤っ

た判断をするようになるわけですけども、今言った金額は一応公表されている金額で比較し

たもので、間違ってないと思いますが、建設費用を比較しただけでも松崎町と西伊豆町の広

域化のほうが、経済効果があると思いますけれども、その点はどうですか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい、武田議員からもお話がございましたが、基本構想の経

過のところにおいても平成25年度以降の枠組みにおいて紆余曲折があったことも、お示しし

ているところでございます。

令和元年だと思いますけど、西伊豆町がこの現在の１市３町の枠組みに参加したいという

ふうにされたときの事情も、当然西伊豆町さんの事情があったと思われます。

そういった事情のことを勘案して、また現在のクリーンセンターが引き続き稼働をし続け

られるのかどうかということも、立地上のことも勘案していくところであると思いますけれ

ども、そういったことを全て踏まえて西伊豆町さんがこの枠組みの中に参加してきた、現在

も一緒の席にいて協議を進めているという状況からしても、松崎町もそうですが西伊豆町さ

んにおいても、１市３町の枠組みで推進していきたいという強い思いがあってのことと承知

をしているところでございますので、そういったことから、現在の１市３町の枠組み、今４

市町の足並みが揃った、合意に至ったという、この機会を逃してはならないという決意で臨

んでいるとこでございます。

○議長（渡辺文彦君） 武田君、時間どうしますか。

○６番（武田勝彦君） 延長すいません。

○議長（渡辺文彦君） 許可します。

○６番（武田勝彦君） 聞いてるのは、１市３町の建設費と、西伊豆町・松崎町が延命効果し

たときと、どっちが経済的な効果がありますかということを言ってます。

延命強化すれば25億円ですけども、１市３町では39億円ですから10億円、西伊豆町と広域
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化したほうがメリットがあるんじゃないですかということを言ってるんですけど、そこはど

うですか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい、議員おっしゃる数字の出典がちょっとわからないもん

ですので、その数字についての比較について申し上げることは差し控えたいと思いますが、

２町において現在の施設を延命させてということも当然検討の中には入ってくるのはあろう

かと思いますが、立地上のこと、それから、延命措置をして10年・15年もたせた後をどうす

るのかということも考えなくちゃいけないもんですので、後になった段階で１市３町の枠組

みに入れてくれっていうことはあり得ないと思いますので、その先のことも踏まえて１市３

町が足並みがそろった、合意に至った機会を逃してはならないというふうに考えているとこ

ろでございます。

○６番（武田勝彦君） この後の１市３町のことについてはまた後で最後に言いますけども、

この金額が間違ってると言われると、もう話のしようがないんですけども、これもさっき、

担当課長から聞いたやつをしているわけですけども、もう一つね、運営費のほうですけど

も、これもですね、西伊豆町の広報誌によりますとね、西伊豆町単独での運営費は２億円だ

そうです。

１市３町の広域では、西伊豆町の運営負担は、維持管理費が１億2000万、それに搬送コス

ト増が1200万を足して1億4000万になると、ですからこれも１市３町で広域化したほうがいい

よという説明になってるんです。

これも同じように、西伊豆町単独で比較したらそうですけども、松崎町と西伊豆町が広域

化すれば話が違ってくるわけですよ。松崎町と西伊豆町の１市３町の合わせた負担金は２億

円になります。２億円ですよ。それでなおかつ、松崎町と西伊豆町が広域化すれば、延命工

事するわけです。延命工事するということは、先ほど言ったように15年間維持費が安くなる

わけです。だから今、西伊豆町が２億から２億5000万使ってたとしても、１億円ぐらい安く

なるんじゃないですかね。

ですから、運営費のほうも比較しても、西伊豆町と松崎町の広域化の方が経済効果がある

と思うんですけども、そこらどうですか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議員おっしゃる数字をもって比較すればおっしゃるようなこ

とになるのかもしれませんが、ちょっと出典が明らかでありませんので、ちょっとお答えし

かねるところでありますけども、町長からもお答えいたしましたとおり、経済効果はもちろ

んですけども、社会経済的な観点も含めて、全体的にこの枠組みを進めていきたいという回
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答を先程も申し上げたところであります。

国のほうも、武田議員がおっしゃった平成31年度の通知にもありますとおり、国の懸念と

いたしまして、非効率な運転をし続けている焼却施設があることも広域化を進める理由の一

つ、経済効果ということもありますけども、また他方で人材不足ですとか、そういった中に

おいてＰＦＩ等の民間活力を活用しましょうとかということも総合的に勘案して広域化のメ

リットということを示しておるものでございます。

町長から申し上げた社会経済的な観点というのは、経済的なことはもちろんですけども、

そういったことも総合的に勘案して進めてまいりたいということを申し上げたところでござ

いまして、担当課といたしましてもそれを念頭に考えているところでございます。

○６番（武田勝彦君） 私はね、１市３町の広域化よりは松崎町と西伊豆町の広域化の方が、

建設費・運営費ともに、はるかに効果があると思ってます。数字がもしあれだったら、もう

１回正確に専門的に調べてみてください。

それからですね、西伊豆町と松崎町の広域化と、下田市と南伊豆町の広域化を分けたほう

がいいというメリットがもう一つあります。それはですね、15年後・25年後にごみは確実に

減ってきます。ですから、松崎町・西伊豆町の広域ごみ処理場も下田市と南伊豆町の広域の

ごみ処理場も、燃やすごみが将来、30％・40％というふうに減ってきます。そのときにです

よ、西伊豆町と松崎町の広域のごみを、下田と南のごみ処理場に持っていけば、ここで自然

に１市３町の広域化はできるんですよ。ですから、今わざわざそんな大きいごみ処理場をつ

くらなくても、１市３町の広域ごみ処理場は出来ます。これはマスタープランにも、別に意

思にも沿っているわけですから、別に問題ないと思うんですけども。

町長、そこでお伺いしたんですけどね。そういう中で、私は西伊豆町と松崎町の広域化の

ほうが経済効果があると思うんですけども、どうですか。

○町長（深澤準弥君） はい、数字的なところちょっと、さっきもお話ししたとおりなんです

けども、基本的にそのごみの総量の減少っていうのを考えていたときに、将来的なものって

言ったときに、将来がいつの時点でっていうところになってくると思います。例えば西伊豆

町と松崎町はばらばらで今回つくった、平成20、10何年のときかな、になっていて、今こう

いう現状がある中で、また今度それと、きっとまた社会状況が大分変わってきておりまし

て、３Ｒもそうですし、社会的にＳＤＧｓも含めた中で、周りの環境が全て変わってきてお

ります。そういったものを勘案しつつ、いろんなことを考えなければならないということ

で、今ここでどっちがいいっていうことではなくですね、今現状は１市３町で進めさせてい
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ただいているというのが、報告になっております。

○６番（武田勝彦君） わかりました。

今後ですね、リサイクルの意識の高まりは人口減少でごみが減っていきますので、また資

源化に関する新しい技術が次々と登場してきますので、15年後・20年後のごみ処理場の姿っ

ていうのは、全く変わってくる可能性があります。ですから、後で後悔しないためにですね、

１市３町の広域化は急ぐべきではないというふうに考えております。

時間ですので、まとめさせていただきます。

西伊豆町長は、火葬場をごみ処理場の近くに建てたいと思っていたらしいですが、地区説

明会で田子の方に、同じところに煙突が２つ立つのはな、ということで反対されると。そう

いう中でごみ処理場を下田に持っていけば、そこに火葬場が建つんではないかというような

ことを考えてるみたいです。そうなると、火葬場の建設が相当先の話になるわけですね。火

葬場は松崎町も利用してるわけですから、…ということは両町にとってよくありません。ク

リーンピアの跡地利用ということも考えてですね、松崎町にさせてもいいということも検討

したらいいんじゃないかと。ごみ処理場も火葬場も、町民が使いやすくなるように町長同士

ですね、よく話し合っていただきたいと思います。

岩科診療所の建設がですね、赤字になるから出来ないとしながらですね、ごみ処理場では

毎年莫大な税金を使っていたということであれば、町民に説明のしようがありません。町長

は町長に就任してもう半年が過ぎております。ハネムーン期間はもうとっくに過ぎてますの

で、西伊豆町との広域化をですね、１日も早く実行していただくことを期待して、私の一般

質問を終わらせていただきます。

○議長（渡辺文彦君） 以上で、武田勝彦君の一般質問を終わります。

○議長（渡辺文彦君） 暫時休憩いたします。40分まで休憩といたします。

（午前１０時３０分）

──────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午前１０時４０分）

─────────────────────────────────────────

◇ 小 林 克 己 君
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○議長（渡辺文彦君） 一般質問を続けます。

通告順位２番、小林克己君。

（３番 小林克己君 登壇）

○３番（小林克己君） 檀上より一般質問をさせていただきます。

１、防災について、一つ、松崎海岸の防潮堤のかさ上げの完成予定はいつごろになるの

か。また、水門や津波避難タワーの建設計画はあるのか。

２つ目、駿河湾フェリーを活用した防災訓練の予定はあるのか。

３つ目、観光客の避難対策はどのように考えているのか。

４つ目、今年度、災害対策費、消耗品費や備蓄食糧費の予算が増額されているが、どのよ

うな計画で整備をされているのか。

大きな２つ目、ふるさと納税についてです。

ふるさと納税自動販売機を当町に設置する考え、検討はあるのか。また、ポータルサイト

を開催することなく、新たな納税事業を産み、納税を促す仕組みの検討はあるのか。

大きな３つ目、可燃ごみ及びリサイクル資源の分別収集についてです。

一つ、町内の一部では、可燃ごみを家の前で収集しているところもあると聞きます。不公

平であるとの声も聞きます。今の収集体制になった経緯を伺います。また、公平な対応であ

るかとの当町の考えを伺いたいと思っております。

２つ目、公共用地にリサイクル資源のボックスを設置する考えはあるか。また、当町のリ

サイクル率が低い現状であることをどのように考えているか、当町の考えを伺いたいと思い

ます。

以上、壇上からの質問を終え、質問席からの質問とさせていただきます。

（町長 深澤準弥君 登壇）

○町長（深澤準弥君） 小林議員の一般質問についての回答をさせていただきます。

まず大きな1、防災について、①松崎海岸の防潮堤のかさ上げの完成予定はいつごろになる

のか。また、水門や津波避難タワーの建設計画はあるのかといった質問に対してでございま

す。

松崎海岸の津波対策事業につきましては、令和２年５月に策定いたしました松崎町津波防

災地域づくり推進計画に、ハード対策として、防潮堤と水門の整備が盛り込まれておりま

す。本年２月の議会全員協議会でも報告させていただきましたが、防潮堤につきましては、

高さ６メートルのものを7.5メートルにかさ上げするもので、事業主体は静岡県となります。
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期間は、令和４年度から令和９年度までの６年間を予定しており、本年度に基本設計及び

実施設計を行い、早ければ令和５年度からの着工が見込まれております。

水門につきましては、現在、静岡県において、那賀川水系河川整備計画を策定中でござい

ますが、この計画の中で、津波対策施設としての整備方針が示されることとなります。

津波避難タワーにつきまして、３基設置する計画となっておりまして、現在西区内に１基

が設置されております。残りの２基については未着工となっておりまして、最も大きな課題

となっているのが建設用地の確保の問題でございます。津波浸水区域内で、近くに津波避難

ビル等の高いところがない場所を優先すべきと考えておりますが、現在は、建設可能な候補

地を探している現状となってございます。

②、駿河湾フェリーを活用した防災訓練の予定はあるかという質問に対してでございま

す。

令和３年度におきまして、松崎新港海上に、12月13日に静岡県交通基盤部港湾局、国土交

通省清水港湾事務所が主体となり、駿河湾フェリーや遊覧船を活用した緊急物資の輸送訓練

や被災者の移送訓練を実施する予定となっておりましたが、悪天候により中止となってしま

いました。しかし、本年３月10日に、駿河湾フェリーの参加はなかったものの、清水港湾事

務所が主体となり、災害で陸路による支援が困難な場合を想定しまして、漁船や遊覧船など

を活用した緊急支援物資輸送、被災者支援訓練を官民連携のもとで実施したところでござい

ます。

現在のところ駿河湾フェリーを活用した防災訓練の予定はありませんが、海上交通による

支援活動の構築に向けたノウハウを蓄積するためにも、県や国に訓練の実施を要望していく

とともに、今後、近隣で同様の訓練が、実施されるようであれば、積極的に参加して参りた

いと考えてございます。

③、観光客の避難対策はどのように考えているかという質問に対してでございます。

地震や津波に伴う大規模災害時の場合、道路寸断等により、多くの観光客は取り残される

ことが想定をされます。観光客につきましては、住んでいる場所に戻ってもらうことが原則

であり、域外避難の対応が求められております。順番としては、陸路での避難が優先されま

すが、それが無理な場合は、ヘリコプターなどによる空路、あるいは海上自衛隊や海上保安

庁、駿河湾フェリーなどの民間の船舶による海路での避難も考えられるところでございま

す。

④、今年度、災害対策費、消耗品費や、備蓄食糧費の予算が増額されているが、どのよう
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な計画で整備されているのかという質問に対してでございます。

現在、町では食料４万1600食。飲料水１万7780リットルを備蓄しており、今年度新たに食

料3000食、飲料水2400リットルを購入いたします。また、消費期限を迎える5600食について

も更新をしていくところでございます。

現在備蓄している食料は、お湯や水を利用するアルファ米となっておりますが、今年度購

入を予定している食料は、水を必要としないレトルト米へ変更いたします。アルファ米が保

存期間５年であるのに対し、レトルト米は７年と長く、水やお湯を必要としないことから、

すぐに食べることができるものでございます。また、乳児や高齢者などが食べやすいゼリー

等も購入していきます。

備蓄食糧につきましては、すでに配備されているものがありますので、その消費期限を限

度として、毎年整備しているところでございます。備蓄目標食数は約６万食、飲料水は約４

万リットルとなっておりますので、今後も目標に向けて購入していきたいと考えておりま

す。

消耗品ですが、凝固剤を含んだトイレの消耗品や、ゴム手袋、子供用・大人用のおむつに

加え、今年度は消毒液などの感染症対策用品も購入する予定となってございます。

大きい２番、ふるさと納税について。

ふるさと納税自動販売機を当町に設置する考え、検討はあるか。また、ポータルサイトを

開催することなく、新たな納税需要に、納税を促す仕組みの検討はあるかという質問に対し

てでございます。

ふるさと納税自動販売機につきましては、旅先でホテルの宿泊券やゴルフ場の利用料金な

どを自動販売機を通じて手軽に利用できる新たなふるさと納税の形で、先進の自治体で導入

され、県内においても、藤枝市や御殿場市で導入されております。

ふるさと納税の多くが、ポータルサイト経由での返礼品ありきで、優劣が決まっている部

分が大きくなっていますが、旅先で、納税を促す自動販売機や、町外の人が立ち寄る動線に

地域と触れ合うきっかけづくりができれば、他の自治体との差別化になるため、注目はして

ございます。松崎町で導入する場合の懸念材料といたしましては、２点あると考えておりま

す。

１点目は設置場所の関係でございます。先進地での設置場所の多くは、鉄道駅やレジャー

施設で観光客等が多く訪れる場所に目に見える形で設置されており、松崎町には集中してそ

れほど多くの人が訪れる場所がないという点でございます。
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２点目は自動販売機の費用の関係でございます。自動販売機につきましては、買い取りの

場合約500万、５年リースであると年間約120万円であり、この費用を負担できるほどのふる

さと納税を松崎町で見込むことが難しいという点でございます。

町としては、ふるさと納税をする方に選んでいただけるよう魅力的な返礼品を作り、提供

をすることを優先的に取り組んで参りたいと考えてございます。

大きい３番、可燃ごみ及びリサイクル資源分別収集について。

①、町内の一部では、可燃ごみを家の前で収集しているところもあると聞く。不公平であ

るとの声を聞くが、今の収集体制になった経緯を伺う。また、公平な対応であると思うか当

町の考えを問うという質問に対してでございます。

可燃ごみの収集につきましては、基本的には地区において設置していただくごみステーシ

ョン等の、集積場所に出されたごみを収集してございます。場所によってはスペース等がな

く、路上にまとめてネットをかけるといった簡易な方法をとっているところもあると承知し

てございます。

議員ご指摘の場所がどちらかわかりませんが、世帯の減少や、地理的な状況等により、結

果的に個別の収集となっている場所があるかもしれません。

いずれにしましても地区の要望に基づき、対応しているところでございます。

全体のバランスを考えながら対応しているところでございますので、ご了承いただければ

と思います。

②、公共用地にリサイクル資源のボックスを設置する考えはあるか。また、当町のリサイ

クル率が低い現状であることをどのように考えているか、当町の考えを伺うということに対

してでございます。

当町におけるごみの総排出量に対する資源化ごみの割合であるリサイクル率は、令和２年

度において16.5％であり、近隣市町と概ね同程度の値となっておりますが、県平均18.2％、

全国平均20.0％と比べると低い現状でございます。

リサイクル率につきましては、１市３町による広域化の検討においても課題としてありま

して、容器包装プラスチック類の分別収集を開始するなど、令和11年度には20％とすること

を想定しているところでございます。

また、分別収集の方法につきましては、これまで通り地域における月２回の収集が主体に

なると考えておりますが、収集施設の常設も含め、資源化が推進できるよう検討して参りた

いと思っております。
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以上でございます。

○３番（小林克己君） 一問一答でお願いします。

○議長（渡辺文彦君） 許可します。

○３番（小林克己君） それでは防災について質問させていただきます。

町長の冒頭の挨拶でも物価の上昇、この円安であったりとか、また、この間、バイデン氏

が来たことによって、国の方では防衛費を増額するなどというような、社会がそのように動

いています。

また、円安とか何かによって、他の国々では、金利を上げたりとか、何かして対応はして

いると思われておりますけども、日本はそのような対応は見られておりません。

そこで、予算を編成する上で、公共事業が多分、先にカットされていくのではないかとい

う懸念をちょっと感じていたところであります。

そこでこの計画が、防潮堤のかさ上げについては６年間、県が主体となると思いますけど

も、これが計画的にちゃんと変更なく行くと考えてよろしいのでしょうか。

また、この駿河湾フェリーの関係も、前回の株主総会では、当町は欠席などをされており

ます。この伊豆縦貫道路の早期完成や、伊豆縦貫道西伊豆アクセス道路の整備など、県への

要望活動が、さらなる後押しが必要になると思われております。また、今先ほど町長が、官

民一体となって、会場とか何かの物資とか何かの流れっていうことで、県や国に要望すると

いうお答えもいただきました。

そこでまた、近隣の西伊豆町や南伊豆、伊豆の西側っていいますかね。こちらの方と、一

体となって一緒になって、県へと要望していくという考えでよろしいでしょうか、ちょっと

お伺いしたいと思います。

○町長（深澤準弥君） はい。今国の予算等も国会等でいろいろ動きがある中でですね、当町

としても国県の予算については、やはり地域のために、ぜひ要望していきたいと思っており

ます。

要望活動につきましては、以前にも深澤議員や田中議員からもお話があったとおり、やは

り行くことによって変わる部分もございます。ですので、ぜひ町のために、またこの地域の

ために、伊豆のためになるんであれば、積極的にそういう機会を持っていきたいと思ってお

りますし、近隣との連携で、当然要望行くこともありますが、単独でも、積極的に、特に県

あたりについては、何度も要望を伝えにいく所存でございます。

○３番（小林克己君） はい。ありがとうございます。
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松崎町も、町長自ら県の方に厚く行くっていうことは、今お言葉いただき、大変心強く思

っております。

また、これも西伊豆町も南伊豆町も、多分、温度差が多分ないことと思われます。温度差

がないように、皆さん熱い気持ちで県の方に要望していって欲しいと思っております。ぜ

ひ、要望の方よろしくお願いしたいと思っております。

ちょっと、観光客の方の避難対策の方で、ハザードマップですか。その中で、防災行政無

線とか携帯電話の緊急メールとか、自分で情報を入手するように心がけましょうとか、津波

警報、大津波警報、また、注意報の発令、避難指示の発令があったとき、揺れを感じなくて

も警報が発表されたり、町からの避難指示が発令されたらすぐ避難、より安全な場所へ避

難、これハザードマップの情報収集のとこに書かれてあった言葉です。

初めて松崎の方に来た観光客とか何かそのような人たちが、夜間の避難だったり、雨天と

か、どこへ避難すればいいのか迷うことが多分あるのではないかと思います。

ちょっと数日前、ポケモンのこのゲームの大会があって、そのようなところで、レアなポ

ケモンが出るところが避難場所だったりとかすると、より本当はいいことなんでしょうけど

も、それはちょっとこっちに置かしといてもらいますけども。

国県の方がＩＴの方に力を入れてると思います。このスマートフォンによる避難、これを

多分、観光地であるこの伊豆っていうかこちらの方で、多分、後押ししていった方がいいの

ではないかって、自分はちょっと考えております。

そこで、５Ｇ基地の開設を推進していく取り組みっていうか、これは県とか何かの方に要

望していかなきゃいけない話だと思います。この防災的に、この５Ｇの基地局が多分できる

ことによって、いろんな、できることが大きく広がるんではないかって自分は考えておりま

すけども、当町はどのように考えておりますでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい。観光客の避難についてですけれども、まさにうちは観光地であ

りまして、観光のお客さんに避難も促さなければならない状況でございます。特に今現状、

先進でやっぱりやってるのは土肥町は、元なんですけどね、伊豆市土肥なんですけれども、

そちらが初めてオレンジゾーンを設定して全国でも唯一ですけれども、その中で、観光と防

災のまちづくりというのを先進で進めております。

うちの方も津波防災地域づくり計画をやる時に、その時の座長と副座長をうちの方でも登

用させていただいて、観光と防災をやはり紐づけた中で防災を進めていくというところに結

びつけております。



－29－

現状は人に頼るところがありまして、やはり宿泊施設であったり、そこの飲食店であった

りそういった方々にお願いをするのが、今は一番お願いしてるところではございます。

やはり観光客の方に一番わかりやすくするのは、地図が一番わかりやすいのかなと思って

おりますし、やはりそういったものを用意したところで、東北で一番あったのは、避難誘

導、声かけ、そして避難を促す人が重要視されておりますので、そういった方向でぜひ進め

て参りたいとは思っております。

５Ｇの関係ですけれども、国の方で今デジタル田園都市国家構想というのがありまして、

そちらで２年後３年後には、日本の人口カバー率95％を目指すといったようなことは発表は

されていると思いますけれども、まだ松崎町の方ですと、人口カバー率ってのは実はちょっ

と、いろいろ穴がありまして、山林で人がいないところってのは外になります。ただ、いろ

んなインフラを考えたときに、実は伊豆半島はそういうところが多いので、全体的にネット

をかけていただくっていうのが本当は一番ありがたいところではございますが、国の方とし

ても、まずは人口密度の高いところで５Ｇをしっかりと普及させて、これインフラとして普

及をさせて、生活の中に密着させていくというようなことを考えているところでございます

ので、私どもの方も、デジタル化はいわゆるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）に

つきましては、推進していかざるを得ないですし、行くことが国の方針ですので、地域の

方々にいかに還元できるかを、今一生懸命こう考えているところでございます。その中でも

やはり専門家がいない、いろんな社会状況も踏まえた上で進めて参りたいと思ってますの

で、またいろいろと、これから進んでいく方向性を見極めていきたいと思っております。

○３番（小林克己君） はい。

町長みずから、この５ＧとかこのＩＴに関するところに対して大変注目されている。実際

自分もこれがあることによって、ワーケーションだったり、何か他のいろんなところへも効

果が生まれていくのではないかって自分は思っております。多分町長もそのような考えであ

るのではないかとも今の発言で感じておりました。実際に町単独でできるような話でもあり

ません。実際に今人口密度が多いところから、とは言いましたけども、こんな田舎なとこだ

からこそ、田舎であっても都会を感じるような、そのような地域づくりというか、そういう

ことの必要性が自分はあるんではないかと思っております。それによって人口が流出したり

とか、そういうことも多分なくなるのではないかということも、感じたりとかも、そのよう

な先にワーケーションとか何かっていうのが、あれば何かっていうことも考えますので、県

の方へもより厚く語っていっていただければと思っております。その辺をちょっとよろしく
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お願いしたいと思っております。

４つ目の、この災害対策費のちょっと話をさせていただきます。

前のリーダーも、正直言うと、防災に力を入れてるっていう話で、防災の方に関してはか

なりの計画をされていたと思います。

ただ、今回の場合には、昨年度168万の消耗品が386万円ぐらい。備蓄食糧費が398万円が

516万円ぐらいのこの予算になって、自分がちょっとかなりの金額の増加ではあったのではな

いかと感じたもので、これが、今までのやつが本当に計画的にちゃんと行われていたのかっ

ていう、金額はちょっと余りにも増えたもので、ちょっと質問させてもらうきっかけとなり

ました。

そこで、深澤町長の方も防災に関しては、公約していただいた通りに、防災に対してもの

すごく力を入れたいっていうことで、その表れがこの金額であるとも自分は感じておりま

す。

そこで、今、先ほど町長の方からレトルト米ですか、アルファ米からそういうのに変更が

あったりとか、ゼリーとか何かの用意がされていると。町民に対して、安心なまちづくりを

するために、このようなものが用意されてるっていうことは理解させていただきました。他

に、粉ミルクの用意も多分されていると思いますけども、実際に個人的ではありますけど

も、賞味期限とか何かちょっと短いでしょうけども、液体ミルクとか何かとか、…なこの非

常食とかの用意ももしかしたらアンケート、住民アンケートとか、そういうような対象者で

も構いませんけども、それに、必要なのかどうかっていうアンケートをとったらいかがかと

いう感じもあります。

また、女性特有なっていうか、生理用品とか、この辺も正直言ってどのぐらい用意されて

いるのか。これは、ちょっと男性、自分は男性なので、正直言って、どのぐらいの量が必要

なのかっていうのちょっとわかりませんけども、だから、生理用品なども、多分、どのぐら

い町の方で整備されているのか、あとまたそれによって、この生理用品とか何かを例えば配

布する際に、町の職員が配布するっていうと、実際のこの災害があったときには、役場の職

員だけでは大変な業務ではないかと思われます。

そこで、町長にちょっと質問させていただきます。今、消防団の方は、男性しかいませ

ん。本部付でも構いません。そこで、女性の消防団員とか、このような設置とか何かを、災

害とか何かのことも考えますと、必要になってくるのではないかと。実際、この人口が少な

いこの町の中で、結局、女性の力も正直言って、必要になってくるって自分は考えておりま
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す。そこに対して町長は、この女性消防団の設置とか何かの考えというのは、どのように考

えておりますでしょうか。ちょっとお伺いしたいと思います。

○町長（深澤準弥君） はい。

防災につきましては、本当に今いろんな形で大雨の頻度が高くなっている。この間も気象

台の方で発表がありました通り、25％から30％ぐらいの確率で、豪雨の被害が増えていると

いうことが発表されております。今年度のこの雨季についてもその程度の増えるという予測

が発表されておりますので、非常にそういうところは準備をしておかなければならないとこ

ろだと思っております。

防災の一番大事なのは、やはりまずはまず個人の意識がやはり、まずは自分の命を自分で

守るために、避難に行動に結びつけていただくっていうのが一番大事だと思います。その避

難するタイミングとかそういったものをやっぱり学んでいただく必要があるので、やはりそ

ういったところについてはいろんな情報提供したり、地域の、やはりわかる方々が声をかけ

て、先ほどの津波避難の時に申し上げましたけれども、声をかけ合って避難していただくと

いうことが一番重要だということで、結果も東日本の時に出ております。

今回水害とかで、やっぱり被害が出たところでも聞くと、やはりそういった人の声かけに

よって、避難したおかげで助かったという方がほとんどでございます。そういった意味で

も、そういった知識と仕組みづくりを積極的にやっていくつもりではございますが、最終的

には、皆様、個人の判断にゆだねるところがございますので、その辺を、やはり地域一体と

なって、官民一緒になってやっていく必要があると思っております。

先ほどお話がありました、女性消防団員の関係ですけども、以前にもそういった質問がご

ざいまして、消防団として、何代か前の団長は切に強く望んでいた時期がありました。た

だ、そのときにもやはり女性側から見たときに、なかなか希望の方が見当たらないよという

ような現実もあったもんですから、消防団に限らずですね、今実は防災士会というのがござ

いまして、松崎町の委員会を立ち上げまして、そこには女性の方も入っていただいて、それ

こそ今小林委員がおっしゃっていただいた通り、男性の気づかない部分は特に、やはり支線

女性からの視点を取り入れて、防災の避難生活とか、避難所で必要なものといったものを吸

い上げて伺っているところでございますので、消防団に限らずですね、小林議員おっしゃる

ように、女性のやはりパワー、視点はこのまちづくりにとっても非常に重要なものだと思っ

ておりますので、ぜひ、消防団に限らずですけれども、そういう方向で進めて参りたいと思

っております。
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消防団については、まだまだちょっといろいろ検討するところがございますので、西伊豆

町でね３名の方がなってますけれども、そういった近隣の関係も、状況も勘案しながら考え

て参りたいと思います。

○３番（小林克己君） はい。女性消防団の方は検討の余地があるということで、ありがとう

ございます。

また、この防災に関して、委員会みたいな形で物事を進めて、構築されている、その最中

であるという認識で多分よろしいのかと思います。それでよろしいですよね。

そこで、先ほども言いましたけども、ある程度のところまで、段階で、進みましたら、町

民にこの先ほど言ったようなアンケートとか、委員会の中だけでは正直言って漏れたような

ことが、町民からもしかしたら作り上げるような意見っていうのがもしかしたら生まれるん

ではないかと思います。アンケートなり住民説明会なりっていうような、実施をされていく

ような考えはありますでしょうか。

○町長（深澤準弥君） 防災士会の松崎委員会についても一応民間主導で今やっておりまし

て、そこにはもちろん防災担当も入って、会議には参加させていただいております。

自主防というのがございますので、そこをやはり活用していただくのが一番で、地域で

の、さっきの防災の根幹である声掛けも含めて、普段からのコミュニティーをしっかりと作

っていただくためには、自主防を活用していただきたいと思っております。

アンケートよりかは、逆にそういった自主防の方からのヒアリングとかですね、そういっ

たコミュニティーを重要視した中で意見を伺うといったことを進めていっていただいた方が

確実に、そしてスピーディーに物が入って参りますので、そういったことで進めて参りたい

と思いますので、積極的に自主防にも、研修とか、防災委員さんたちの研修なんかも年に１

度は開催したりしているところでございます。コロナでできなかった期間もありますけれど

も、だんだんとコロナに限らずですね、避難しなきゃいけないときは来ますので、そういっ

た意味では積極的にそういったことを進めて参りたいと思っております。

○３番（小林克己君） はい。ありがとうございます。

防災について町長がかなり大変に気にしていただいているということが、今ののお答えに

よって、理解させていただきました。ぜひ、着実に進めていっていただきたいと思っており

ます。よろしくお願いします。

そこで、今度はふるさと納税なんですけども、自動販売機に関しては、旅先で気楽に納税

ができるってことで、町長も一応注目はしているという先ほどの回答でありました。
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実際この寄付金っていう形なんですけども、返礼品の方に結構目が向けられることが多い

と思います。実際の基本的な考えでいきますと、松崎の町がこのような形で、例えば、先ほ

どありましたけども、地域が一体となった産業が盛んなまちづくり、未来を担う人材を育む

まちづくり、自然と調和し、快適な環境を整ったまちづくり、防災防犯が充実し、安全なま

ちづくりや福祉のまちづくり、このようなまちづくりって形で、寄付を募っておられると思

います。

ただ、これがどのぐらいの金額でどのような事業で行われたのか。例えば、自然と調和す

るんであれば景観って形で、この松崎には海岸が４つあると思われます。それが例えば清掃

とか何とかに使われたとか、休耕田とか何かで、花とか何かを植えるとか、もしくはだから

河川とか山林の整備だったり、桑葉とか桜葉、または学生の支援っていうそういうような形

で部活とか何かの方の支援があったりとか、ふるさとガイドみたいな形のような、ことがあ

るのか、そのような、何にどのぐらいのものが使われたっていうことが、正直言って、周知

がちょっと弱いというかわからないっていうか、その辺がどのぐらいの金額はどのような事

業に使われたっていうのがちょっとわかりづらかったもので、教えていただければと思いま

す。

○企画観光課長（八木保久君） はい。ただいまのご質問は、ふるさと納税の寄付金がどのよ

うな事業に使われたかということですけれども、町の方の配分ですと、それぞれの事業に割

り振られているところでございます。

例えばですね、地域が一体となった産業が盛んなまちづくりは、農業振興費の方に充てら

れておりまして、ここの具体的な何ていうものはございません。それぞれの寄付された方の

どんなまちづくりに寄付したいかということで、これ、地域が一体となった産業が盛んなま

ちづくりにつきましては農業振興費に充てられているということです。この農業振興費にお

きましては、大きなところでいきますと、有害鳥獣の駆除であったり、桜葉振興というもの

が大きなところでございますので、これが金額としては大きいですけれどもこういったとこ

ろに使われているところでございます。

他のところ、大きなところですと、未来を担う人材を育むまちづくりっていうところがご

ざいます。こちらは義務教育振興費の方に充てられているところでございます。こちらはＡ

ＬＴであったり防災教育であるというところが、主になっているところでございます。

他にも防災・防犯対策が充実した安全なまちづくりは災害対策費、自然と調和した快適な

環境が整ったまちづくりは美しい村推進というような形で、それぞれの事業費に割り当てて
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おるところでございますので、具体的な個々の事業というのはないというところでご理解を

いただきたいと思います。

あと、金額につきましてはちょっと、今の時点ではないですけれども、令和４年度の予算

ベースですと、例えば、地域が一体となった産業盛んなまちづくりは594万円という形で、こ

ちらも最終的にまとまった段階で割り振られますので、そちらの方が周知が足らないという

ことであれば何らかの形で、ちょっと皆さんにお知らせして、こういったまちづくりに使わ

れているということで周知をさせていただきたいと思います。

○３番（小林克己君） はい。ありがとうございます。

今回、春先ですか。自分ちょっと花畑のちょっと受け付けの方にちょっと参加させていた

だきました。

協力金を受け取る際ですけども、ふるさと納税ですっていうような形で、この寄付にお金

を渡す観光客の方々が結構多くいました。また、そのお金を渡す際に、この松崎町のこの素

晴らしい景観保全のためにっていう言葉沿えもあります。そのような関係人口の多くの方々

の多くの声をたくさん聞きました。

実際に、春がこの休耕田、花畑、中川の方でありますけども、実際に他の夏の時期、正直

言うと、草刈がなされてないようなところもあったりとかしております。

ちょっと自分の家の周りの近くの話にはなりますけども、実際に今まで休耕田であったと

ころを、下田の方の若い農家の方と、地元の若い農家の方が、今回稲を、また田んぼを起こ

すっていうことを伝えていこうという形を考えているときに、実際に、今年は正直言って田

んぼの方がずっと休耕田だったために、正直言って、その肥料はあまりよくないもので、来

年からまた耕して耕作していこうかって形を考えているという声も聞きました。

実際にそこで、休耕田とか何か、景観とか何かのことを考えたらば、マリーゴールドみた

いないろんな何とか、そのような形を、緑肥という形で植えておくことによって、それを出

すことによって肥料となり、休耕田であるけども、急に農地を使いたいっていうような方た

ちが、それを耕すことによって、多分すぐに農地が使うことができるのではないかというこ

とを考えたりというような声も聞いたりとかしました。

そこで実際に、どのぐらいのお金をどこに使うのかっていうことの、多分明確化っていう

のが多分、必要になってくるのではないか。それはどのようなことで達成したのか。これ休

耕田を、だからこういうふうにしましたとかっていうような、例えば写真でこのぐらいのお

金の事業を達成して、どのような結果になりましたとかっていうような形を、こちらの方に
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来た観光客とか何かに、例えばポスターとか何かで、松崎の施設とか何かに、ふるさと納税

していただいたような形に、アピールするようなポスターみたいなやつが多分あってもいい

のではないか。結局、今この事業がだから、その金額ははっきりどのぐらいでどのぐらい達

成されたのかっていうのが明確にされていないと思います。

町長にお伺いしたいと思います。

このように、この事業にどんくらいのお金をっていうような明確化をしていくような考え

方というのは、これからありますでしょうか。

○町長（深澤準弥君） ふるさと納税につきましては、今現状町の方でいただいているとき

に、チェックを入れていただく形で、その他を入れると７項目を選んでいただけるようにな

っております。その中でやっていて、広報等でお知らせをしている状況が今の現状でござい

ます。

今後、今議員がおっしゃるように、もっともっと周知をするべきだという意見もございま

すので、そこはまた担当課と合わせていろいろ方法を考えて参りたいと思います。

今おっしゃっている、外から来た方に対してっていうのが、一番最初にふるさと納税が出

始めた時に、最初のガバメントクラウドファンディングというところで、鎌倉市がやっぱり

伝統にネームプレートをつけて募集をしたりしていて、そういったものがステータスとなっ

て集まったケースもございます。

今、花畑実行委員会につきましては花畑実行委員会の方で、花畑の方の運営を今している

状況でございます。いろいろ事情があって民間が声を上げて始めたところを、町の方でもサ

ポートするという形で今つないでおりますけれども、実行委員会の方の声を聞くと、やはり

なかなか、いろんな意味で大変なところがあるということで、町の方にできることを、もう

少し考えていかないかというようなお声もいただいております。ただ、うちの方としてもや

っぱこう、公的なお金の使い方になりますので、そこは一緒に、さっきも申し上げてます通

り官民に一緒になってですね、協議をしながらより良いものに進めて参りたいと思っており

ます。

それで、観光客の方々に何に幾ら使ったっていうのを発表するのは、なかなか非常に他の

市町も含めまして、難しいところではございますけれども、先ほど申し上げました目的税と

いうのを作って、そちらに対して幾らガバメントクラウドファンディングみたいな形ででき

るのであれば、そこは昔の神社の寄付のようにとか、お寺さんの寄付のように、何か名前を

残したりというようなことができてくるのかなと考えておりますし、今のデジタル技術使っ
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て、ＮＳＴというような技術もありますので、そういったところを進めて参ることも考えて

いかなければならない世の中にはなってると思っておりますので、対応はしていきたいと思

います。

○３番（小林克己君） ５分延長お願いします。

○議長（渡辺文彦君） 許可します。

○３番（小林克己君） 官民一体となって取り組んでいくって話を伺いました。

ユーチューバーのような方々も、もしかするとその中に含まれているのかなっていう感じ

もちょっと受けましたけども、官民一体となって、地税地消ですか。そのような考え方のも

と、しっかりと取り組んでいっていただきたいと思っております。よろしくお願いいたしま

す。

それでは、ちょっと可燃ごみの方でちょっと質問させていただきます。

今まで収集する、道路の前で、先ほど町長の方から、地区の方でやってるごみステーショ

ンの方に持っていくとかっていうような話がありました。これからちょっと人口減少して、

高齢化が進んでいき、介護施設みたいなところは、新しくできたりとか、するようなところ

もあったりとかしたりとかして、幾らかは明るい兆しもあるのかなっていうところは受けて

おりますけども、実際にごみを出すっていうことは、ごみの収集の許可が必要でなければい

けなかったりとかとかっていうような問題が発生したりとか、新規のところでは正直言う

と、買い物を行きたいって言っても、タクシーのその許可とか、そういうような、申請が必

要だったりとか多分すると思われます。

そこで、パッカー車のこの通路か何かちょっと、もう通りなのかわかりませんけども、そ

のごみの収集に関しては、個々の自治体によって収集の考え方が多分あると思いますので、

ちょっとその辺はだから、この１市３町の先ほどのごみのちょっと問題の話がありましたけ

ども、実際にこの年を取った人がごみステーションまで持ってくことができない。だから、

家の前にその網をかけてごみを収集して欲しいっていうようなことに対応していけるような

この福祉のこの、まちみたいな形を考えていただけるような考え方はありますか。ちょっと

お伺いしたいと思います。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい。高齢の方がそれぞれのお宅の前で個別に収集が可能に

ならないかというお尋ねかと思いますが、近隣市町においても、そういった事業をやってる

ことは承知はしてるところでございますが、当町においては先ほど町長から申し上げた通

り、基本的には地区において設置していただく、ごみステーションを中心に収集をさせてい
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ただいてるところでありまして、その収集を取りまとめるですとか、維持するということに

ついても地域の力を持ってやっていただいてるところであります。

今後においてもそういった、大変なる方がいらっしゃるのは、わかるところではございま

すが、ご自身が出せなくなったことについてですね、自助が難しくなってきたら共助を、そ

の先に公助があるという考えがあるならばですね、まずは当町といたしましては、共助の部

分、地域の力をですね、お借りする。地域の、国の力をですね発揮していただくということ

をですね、まずはお願いしていくというところになろうかと思います。

○３番（小林克己君） はい、ありがとうございます。

共助って形でうまく回っていければ、理想的にコミュニケーションも取れて、いい地域関

係とか、そのようなコミュニケーションがとれるような形で、思われますけども、その辺

は、そういう問題が、今のところは、町の方には、そういう問題があるって話は、今のとこ

ろはないってことでよろしいでしょうか。お年寄りさんのごみ出しが大変だって話はないっ

てことでよろしいでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 個別具体的に当町の方にですね、そういった事情によって、

家の前に出すから取りに来て欲しいというようなお話があったということはございません。

○３番（小林克己君） ありがとうございます。

今のところは多分ないと思いますけども、これから高齢化が進む町、これは間違いないの

で、そのような問題がいずれ先もしかしたら起きるかもしれませんっていう考えがあったも

ので、その時にはまた対応していただきたいと思っております。

あと、今度公用地に資源のボックスをっていう話なんですけども、実際に中学校の方で

は、アルミ缶の回収をしていたりとか、ペットボトルに関しては、１回目視によって、中川

小学校の方、横のところで目視で事選別とか何かを多分されているのではないかと思ってお

ります。

このボックス回収によって、今、先ほど町長の方からの回答で、月２回そういうような分

別をされてるっていう形が、このボックスをすることによって、月１回で多分済むのではな

いか、もしくはだから、そのような形で経費とか何か、を削減していくことが多分できるの

ではないかという考えのもとちょっと私質問させていただきました。

そこで、実際にこれが検討するにあたり、するような考えであるのか、もしくはボックス

はちょっと設置するのは難しいのかちょっとお伺いしたいんですけども、お願いしてよろし

いでしょうか。
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○生活環境課長（髙橋和彦君） はい。先ほど町長の方からもご回答させていただいた通りで

すね、月２回の分別収集、これが中心に今後もなっていくとは考えております。

ただ、近隣の市町においてもですね、例えば田方の方ですと、古紙の常設のボックスがあ

ったりですとか、河津町においても役場の隣にそういったスペースがあったりとかですね、

そういったこともございます。

今、１市３町の枠組みの中では、いずれも月２回程度のやはり早朝、一定のスペースのと

ころに出すということが１市３町においても大体同じようにやってるところでございまし

て、この月２回というのが今後も中心になってくるとは思いますけども、そういった優良な

事例があってですね、優良にそれが機能してるということであればですね、結果、資源化に

繋がるということであれば、検討に値するなというふうに思っておりますので、その辺は１

市３町の中でも考えて参りたいと思います。

○３番（小林克己君） はい。分別の形で早朝に回収しているって話ですけども、この時間帯

に出すことができないような方々も中には多分おられると思います。

これが１市３町の形の方で、先ほど優良であれば検討していくって形のお答えをいただき

ましたので、検討していただけるということを、頭に入れてぜひよろしくお願いしたいと思

っております。

まとめになりますけども、私の一般質問、結構、県への要望とか何かの、正直言うと、町

長自らちょっと県の方に熱く語っていただいてもらえるような、ことが多分多いような、今

回一般質問だったと思います。

ぜひ町長、県の方へ何度も足を運んでいただき、ぜひ、この町のよい行政を行っていって

いただきたいと思っております。

これにて、自分の一般質問は終わらせていただきます。

○議長（渡辺文彦君） 以上で小林克己君の一般質問を終わります。午後12時50分まで休憩い

たします。

（午前１１時５０分）

──────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午後１２時５０分）

─────────────────────────────────────────
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◇ 鈴 木 茂 孝 君

○議長（渡辺文彦君） 一般質問を続けます。

通告順位３番、鈴木茂孝君。

（２番 鈴木茂孝君 登壇）

○２番（鈴木茂孝君） それでは、壇上より一般質問させていただきます。

全国的にコロナウイルスは落ちつきつつあるものの、まだまだ感染状況に注意が必要で

す。

これからの季節、マスクによる熱中症も懸念され、特に、教育関係の方々は、注意深く児

童を観察していただき、臨機応変な対応をお願いいたします。苦労されている関係者の方々

に感謝の意を表します。

このような不安定な時期こそ、町長がリーダーシップを発揮して、これからのまちづくり

を町民に示していかなければならないと考えます。

今回は、安心安全なまちづくりについて、大きく３つの質問をいたします。

１点目は、安心して暮らせるまちづくりについて、医療と防災について伺います。岩科診

療所、避難タワーの建設について伺います。

２点目は、長年の懸案事項である給食の共同調理場について、今後の方針やスケジュール

について伺います。

まちづくりの大きな要素に、財源の問題がございますが、ふるさと納税は、今後の町の財

政を考える上で非常に大事な財源です。３点目は、このふるさと納税をどのように充実させ

ていくかを伺います。

以上、壇上よりの質問を終わり、続きは質問席にて行います。

（町長 深澤準弥君 登壇）

○町長（深澤準弥君） １つ目の質問でございます。

安心して住み続けられる町へ、今後の医療と防災について、①、岩科診療所建設を白紙

に戻したことに対し、１回の住民説明会で終わらせず、今後の町の目指す医療とスケジュ

ールについて、各地区できちんと説明会を開催すべきと考えるがどうか、という質問に対

してでございます。

３月18日に開催した説明会でもお話しさせていただいたとおり、この地域に合った新し

い医療体制の構築を考えていく中で、現在様々な医療関係者の方とお話をさせていただい

ておりますので、その都度進捗状況などについて、広報などでお知らせしたいと考えてご



－40－

ざいます。

ご質問の説明会につきましては、総合計画の進捗状況やそういった関係も含め、町政懇

談会を実施したいと考えてございますので、ご理解をお願いいたします。

②、避難タワー建設の進捗状況と、地区住民のどのくらいの割合の方が避難タワーに避

難できると想定しているか、という質問に対してでございます。

現在、避難タワーは、西区内に200人を収容できるものが１か所あり、そのほかに、津波

避難ビル10か所で、最大3800人余りの人が避難出来ます。

また、津波避難計画に基づき、津波避難場所を42か所設定してございます。

避難タワーの建設につきましては、既存のものと合わせて、町内に３基建てる計画とな

っております。

避難タワーの建設に当たりましては、人口が密集し、また、津波避難ビルや山などの高

い場所から遠い地域を優先して建設を行っていきたいと考えてございますが、現在は、建

設可能な候補地を探している状況となってございます。今後とも、避難タワーの建設には

最大限努力してまいります。

③、避難タワーに避難できない方のために、救命艇を準備する考えはあるか、という質

問に対してでございます。

津波から身を守る手段といたしましては、高台やビルなどの高所への迅速な避難が基本

ですが、一方で、速やかな避難が困難なケースも想定され、様々なケースに適用する津波

防災対策の確立が必要となります。

津波対応型の救命艇につきましては、国土交通省が救命艇に備えるべき機能、要件、維

持管理の方法、津波救命艇ガイドラインとして取りまとめてございます。全国的には導入

している自治体や団体もあることから、それらを参考にし、設置の可能性を検討してまい

ります。

続いて３番。お答えさせていただいてよろしいでしょうか。

３番、ふるさと納税についてでございます。

①、ふるさと納税推進業務委託について、昨年度に比べて委託金額が増加しているが、

業務内容はどのようなものか。

ご質問のふるさと納税推進業務委託につきましては、ふるさと納税の楽天サイトのペー

ジ管理に係る委託費用となり、納税額の５％を委託料として支払っております。この委託

に係る令和４年度予算は、楽天サイト分の納税額として2000万円を想定し、その５％に消
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費税を加算した110万円を計上してございます。

令和３年度当初予算は82万5000円のため、当初予算比較では27万5000円の増となってご

ざいますが、令和３年度におきましては、楽天サイトの納税が増えたため、12月補正予算

で27万5000円増額しており、最終的な予算は110万円と、令和４年度当初予算と同額となっ

てございます。

委託に係る内容につきましては、楽天サイトのページ管理に係る返礼品の写真撮影や、

商品ページの製作や更新、納税状況の分析となってございます。

２番、ふるさと納税に関わっていた地域おこし協力隊の方が任期満了となり、代わりが

おらず人員が少ない状況で、どのように昨年以上の寄附金を集める計画なのか、という質

問でございます。

ご質問のとおり、現在は、前年度までふるさと納税に関わっていた地域おこし協力隊員

の代わりがいない状況となっております。町の職員が対応してございます。

本年１月頃からふるさと納税業務を含めて、令和４年度からの地域おこし協力隊の募集

をしておりますが、ふるさと納税については応募がなく、現在、再募集をしているところ

でございます。人員が少なく、職員の負担が多くなっていますが、ふるさと納税額を増や

すために、新たな松崎町の返礼品づくりや、ふるさと納税サイトのような情報発信の改善

に向けて取り組んでおります。

③、以前からふるさと納税の配送業者の一本化を提言しているが、進捗状況はどうか、

という質問でございます。

ふるさと納税の、配送業者の一本化につきましては、ふるさと納税の返礼品を贈る事業

者において、伝票の作成や配送の手間といった部分の負担軽減につながるということか

ら、町としてもぜひ取り組みたいという意向は持っております。

町内の配送業者と打合せをして、何度もお話合いをしてますが、配送料の部分の折り合

いがついておらず、実施までまだ至っておりません。

今後も、配送業者と打合せ等を行い、できる方法を検討してまいりたいと思っておりま

す。

以上です。

（教育長 佐藤みづほ君 登壇）

○教育長（佐藤みづほ君） それでは、２番、共同調理場建設についての①給食共同調理上の

整備に向けたスケジュールはどのようになっていますか、という質問でございます。
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回答いたします。学校給食共同調理場の建て替えの議論は、これまで10年以上の長期にわ

たり検討されてまいりました。

これまで、松崎十字の園の前庭や伏倉の町営住宅跡などが候補地に挙がりましたが、その

後の東日本大震災による被害想定の見直しや、土砂災害警戒区域の指定などにより、見直し

を余儀なくされ、適地が決まらないまま今に至っております。

しかし、この間も、共同調理場の老朽化は確実に進行しておりまして、今後も引き続き、

安心安全な学校給食を提供するためには、いつまでも今の施設を使い続けることは不可能な

状況にあります。

このため、今後の整備に向けたスケジュールといたしましては、令和４年度中に場所の選

定を進め、１日も早い運用を目標に取り組んでまいりたいと考えております。

次の質問、旧岩科幼稚園または岩科幼稚園隣接地を給食共同調理場として整備する考えは

ありますかという質問でございます。

回答いたします。共同調理場では、幼・小・中学校に提供する学校給食を調理するととも

に、各校に配食しております。

共同調理場整備に当たって注意しなければいけない事項としまして、調理の過程などにお

ける衛生管理に係る衛生管理基準では、調理後の食品は適切な温度管理を行い、調理後２時

間以内に給食できるよう努めることといった条件がございます。

また、これまでの教育施設等整備検討委員会において、候補地は、津波浸水区域は選定し

ない、土砂災害特別警戒区域は選定しない、可能な限り町有地内への建設とする、を基本要

件とするとしております。

このため、鈴木議員のご指摘の候補地は、松崎幼稚園に近いため、運搬の面では便利であ

ります。候補地の一つとなると思われます。

以上でございます。

○２番（鈴木茂孝君） 一問一答でお願いします。

○議長（渡辺文彦君） 許可いたします。

○２番（鈴木茂孝君） では、一番最初の安心して暮らせるまちへ、医療と防災について伺っ

ていきます。

町長は、西伊豆地域として医療体制を考えたときに、岩科診療所が今必要なのかもう一度

考える必要があるというふうに申しまして、白紙に戻しました。

私も、西伊豆地域全体で医療を考えるべきという町長の考え、そして、限られた財源をよ
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り有効に使って、医療の充実を図っていくということで、この判断は理解しております。

しかし、まもなく診療所が開院すると期待していた地域の方々に対しての説明というの

は、３月18日に環境改善センターで開かれた説明会１度のみで、しかも、その説明会の中で

も、説明会が１回では不十分ではないかという声がありました。

これに続いて説明会をしなかったという理由について説明してもらえますか。

○町長（深澤準弥君） はい。ご質問の件ですけれども、説明会につきましては、こちらで提

供できる情報というものが限られておりまして、そこの部分で３月18日に開催した説明会で

説明したものでございます。

その中で、西伊豆地域、エリアで医療提供体制を考えたいというのは、実は自分も中心に

考えておりますけれども、医療関係者の皆様と県の方々とも、ご意見を頂戴した中で判断を

させていただいたものでございます。

今後やはり、何度も、鈴木議員やほかの議員の方からも、どういう考えを持っているか、

そういったところをはっきりと示す必要があるんではないかということで、再々ご指摘いた

だいているところでございます。

今回、松崎の広報によって、ある程度の経過と方針、今わかっている確実な方針について

は述べさせていただいたところでございますが、まだまだこれから先どういった状況になっ

ていくか等も含めですね、今、先ほども申し上げましたとおり、様々な医療関係者の方とお

話をさせていただいており、医療だけでなく、これから先松崎町が懸念されている人口減少

のスピード、そして実際にその人数の数値等がはっきりとしている中で、何が必要かといっ

たところも含めて、今、検討しているところでございます。

ただ、あまり曖昧なところでですね話を進めてしまうと、どうなるかわからない中でまた

かけたはしごを外すような思いをさせてしまうのは、非常に心許ないということで、ある程

度決まった中で順次説明させていただきたいと思っておりますので、その辺をご理解いただ

ければと思っております。

○２番（鈴木茂孝君） 今のお話ですと、ある程度考えがまとまったところ、そして、ある程

度お話しするのがまとまったところでお話ししたいということですけれども、私の１点は、

３月18日と同じ内容のものをほかの地区でもやってほしかったという意味合いなので、ちょ

っと違うかなと思うんですけども、それについてはどう考えてますか。

○町長（深澤準弥君） 一応、前回３月のときにやったケースについては、基本的に全町に周

知をして、説明をさせていただいたものと考えてございます。



－44－

ですので、ほかの地域で行くときにはまた違う形での方針をしっかりと持った中で、相手

のあることですのでそういったところも含めて、しっかりと話が進められるような状態で、

できればという、自分の考えでございました。

○２番（鈴木茂孝君） 今のお話で、相手のあることですのでということなんですね。まさに

そのとおりで、相手のあることですので、広報まつざきのお知らせだけでは駄目なんです

よ。やはり、実際に顔合わせて、どういうところが不安なのか、何がわからないのか、どこ

が誤解しているのかということをしっかりと対面でお話ししないと、こういう誤解という

か、そういうものは解けないと思うんですね。

やはり、前町長がずっとできるよできるよと言ったものを、今度の町長が覆したというよ

うな、マイナスイメージというか、そういうものはどうしても拭えないものがありますの

で、そこは丁寧に時間をかけて、自分はこういうふうに思ってるんだということを、やっぱ

り対面で説明すべきだったというふうに思っています。

これはもうちょっと、タイミングを逸したというかね、過ぎてしまったかもしれません。

それで、これに関しては、きっちり町民懇談会をやるっていうふうにおっしゃってますの

で、それで説明していただきたいなというふうに思っておりますが、その町政懇談会という

のはいつごろを予定しますか。

○町長（深澤準弥君） 本来、コロナの感染前はですね、大体６月、７月あたりで開催してた

ものでございます。

ただ、今回につきましては、総合計画の進捗状況も含めた中で、６月の開催を計画をした

ところなんですが、諸事情、こちらの都合で大変恐縮なんですけれども、６月、７月にはち

ょっと開催が難しいという結果になっておりまして、遅くとも、間違いなく10月までには開

催をしたいと考えております。

それまでに、先ほど申し上げましたとおり、医療介護の関係者とともに話をしている部分

については、積極的にお知らせ等をさせていただきたいと思っておりますので、その辺はま

た、ご理解とご協力をいただければと思ってございます。

○２番（鈴木茂孝君） はい。この問題に関してはやはり、関心の高いものでありますので、

ぜひ発信をこまめにしていただきたいというふうに思います。

それから、広報まつざきの５月号の診療所見直しについてというところで、町長は、診療

所が必要でないというふうには言ってないというふうな文言があります。これは、例えば自

立経営をする診療所というものがあれば、これはぜひ松崎町に来てもらいたいということな
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んでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい。私、議会の中でも何度もお答えしてる中で、いわゆる診療所と

いう箱は必要かどうかを見直さなければいけないということを何度も言わせていただいてお

りました。その中で、そこを１市町が持つことに対するものについて、見直しをという話を

してます。

例えば、南伊豆町で新たな診療所が出来ました。それについても、自主運営でしっかりと

やっていただいていると伺ってますし、市ノ瀬の診療所についても、いろんな諸事情あるん

ですけれども、民間の医療機関がしっかりと来て、南伊豆町は全く関わってない状況でも医

療機関が来ております。

ただ、そういったチャンスがあるのであればですね、積極的にうちのほうとしては関わり

を持って、診療所が地方を向いてくれてるのであれば、積極的な関わりを持っていきたい

と、うちは思っております。

まだいろんな関係者の方々とお話をしてるっていう中には、そういう方も中におりますの

で、いろんなお知恵をお借りしながら進めてまいりたいとは思っております。

○２番（鈴木茂孝君） この一般質問は、全世界といいますか、ユーチューブで配信される予

定ですので、これを聞いて、ぜひ松崎に来てほしいというふうな、町長のメッセージが伝わ

ったかなというふうに思います。

では次に参ります。

避難タワーですね、避難タワー。第５次総合計画においては、令和３年度に設計、それか

ら令和４年度に建設というふうになっておりますけれども、用地を選定しているというお話

がありましたが、これは、以前からずっとその用地を選定しているという状態が続いており

まして、総合計画に載せるということは、これはしっかりやんなきゃいけないということだ

と思いますので、これがなぜその計画どおりに進まなかったことについて、説明していただ

けますか。

○総務課長（齋藤 聡君） はい。まず先ほど町長からの回答にもございましたとおり、ある

程度住民が密集してるといいますか、家屋が多いところでないと、なかなかちょっと効果が

発揮出来ないのかなというふうに思っております。そのために地図を見たところ、割と海岸

に近くにちょっと設置したほうがいいのかな。あるいは、もうちょっと山手のほうにも設置

したほうがいいのかなというようなところはございますが、今のところやはり、その分の敷

地の確保が出来ていないというのがやはり１番ちょっとネックになっておりまして、今現在
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そこで話が止まっているというような状況となっております。

○２番（鈴木茂孝君） はい。南区ですけども、前の区長さんが避難等の用地に関して、前向

きな発言をされたと。これは前の町長のときですけれども、そんなことを議会でもちらっと

言ったことがあると思うんですが、このときに、役場の方や担当者っていうのは、具体的に

動きをしなかったように思うんですけども、それについては、どういうふうな動きをしたん

でしょうか。

○総務課長（齋藤 聡君） はい、前任の課長のほうからその件については確認はとれており

ませんが、ただ先日、南区の区長さんが役場にいらしたときにちょっとその話をさせていた

だきました。町としても、やはり南区あたりは、土地も低いところはございますし、あのあ

たりには一基設置したいなというような考え方はあるわけですけど、具体的にまだ、南区の

ほうでもどちらの場所がいいかというようなことについても、まだお話が具体的に決まって

いないというようなことでしたので、今後、区の方とまた話を詰めていかなければならない

のかなというふうには考えております。

○２番（鈴木茂孝君） はい。私も南区の方はいろいろお聞きしまして、町の武道場ですか。

そこがいいんじゃないかですとか、そこだと海に向かって避難する方もいるので、ちょっと

心理的に抵抗があるよ、というような意見もありましたし、また、長八美術館の駐車場の下

のちょっと森になってるところ、そこもいいんじゃないかとか、いろいろお話出てきますの

で、ぜひ前向きに、こちらのほうから乗り込んでいってというか、区の方に行って、ぜひや

りたいんだということをやっぱり意思を示して、しっかり総合計画どおりにつくっていただ

きたいなと思いますし、これがまた町民だけではなくて、観光地として観光客が安心する

と、どこへ行けばいいかわからないけども避難タワーが見えれば、あそこに逃げればいいん

だねというふうに思いますので、その辺も観光と結びつく面もありますので、ぜひぜひ前向

きにやっていただきたいなというふうに思っております。

それから、その中で先日ですね、全員協議会の中で第６次総合計画というのが説明があり

ましたけれども、これの中で、避難タワーの建設というのが、今一つ大きく取り上げられて

いないんですけども、この辺はどういう理由でしょうか。

○町長（深澤準弥君） 第６次総合計画につきましては、今策定中でございます。その中で、

避難タワーの件につきましては、まだ議論がなされていないというのが現時点での状況でご

ざいます。

今まさに鈴木委員から言われたとおりですね、南区の区長さんや候補地の地主さん等もい
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ろいろ調整が要るもんですから、その辺も含めた中で今度議論が必要になっていく必要があ

るかなと思っております。

それで、あと社会状況の変遷で当時の第５次つくったときから、やはり皆さんご指摘のと

おり、人口が大分減ってきております。かつ、観光客に対して先ほども小林議員からも質問

があったとおり、観光客の避難誘導についても、体制がいろいろ変わってきたりしてるとこ

ろもあるもんですから、そういうものを少し深めに深掘りしながら検討していきたいという

のが今の現状でございます。

○２番（鈴木茂孝君） はい。今町長がおっしゃってくださった現状を踏まえまして、松崎町

津波ハザードマップっていうのがございます。海岸線までの最大津波到達時間という６分だ

そうです。最大ですからね。そうすると、松崎町では地震発生から３分後に避難し始めると

いう想定で書いてますけども、もう３分たってると多分、脚ぐらいのところにはもう来てい

るような状況じゃないかなというふうに思うんですね海岸のところでは、そのマップには30

センチの津波でもう危険ですよということですので、この状況で避難タワーに向かって避難

し始めるっていうのも、非常に難しい状況なのかな。特に高齢の方や、足が悪い方というの

は、難しい状況なのかな、そしてまた夜間っていうことになれば、普通の方でもなかなか困

難じゃないかなというふうに思われます。

行政としましては、避難において、やっぱり避難タワー以外に、避難方法というのを、こ

ういう選択肢を用意しなきゃいけないと思うんですけども、それについてはどのような選択

肢を持っていますか。

○総務課長（齋藤 聡君） はい。議員おっしゃられるとおり、避難タワーだけでは必ず命が

救えるというものではないと思っております。そのためにやはり避難タワーまで行ける避難

路の整備なんかは必ず必要になってくるのではないかというふうには考えておりますし、そ

の避難に当たっても、今現在は、日中だけの避難訓練というようなこともありますが、夜間

の避難訓練ですとか、そちらのほうも当然必要になってくると思いますし、やはり訓練を何

度も何度も繰り返してやるというような必要も出てくるのかなというふうには考えておりま

す。

○２番（鈴木茂孝君） はい。今避難路の整備というのがございました。

ちょっと、その区の方に聞いてる中でわかったことなんですけども、例えば夜間に避難す

る場合に、避難路が停電になっていたら真っ暗なんですよね。そうすると、どこに逃げてい

いかわからないと、普段通ってる道でも、地震等あって混乱してる中で、素直に誘導できる
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かというのがなかなか難しい。避難路の例えば、何でしょう、太陽光発電かなんかでいつも

ついてるような、夜間になればそのスイッチが入って電灯がつくようなものを、町として

は、何か順次やっているということですけども、もう少し住民の方の話を聞いて、ここにい

つも逃げるんだよっていうような、町から、ここはいいんじゃないかってことじゃなくて、

もう少し住民のほうに、ちょっと聞いてもらって、ここにいつも逃げるんでここが危ないん

だというところ、もう少し聞いてもらえないと思うんですけども、その辺はいかがでしょう

か。

○町長（深澤準弥君） はい、まさにおっしゃるとおり、停電時に避難路を探すことがないよ

うにですね、実は通常の避難路に何本かは、停電時につくようなものを間隔として、誘導で

きるような中で数を設置しています。

まさに、自分が住んでいるところがそういう地域なもんですから、その地区の方々ともい

つも集まる度に話はしております。

実際におっしゃるように、うちの通りの裏の通り、もう高齢者ばかりの家庭が非常に多く

てですね、そういう部分についても、非常に今議論をしているところですけども、なかなか

はっきり言ってこれだということがありませんが、自分たちがやっぱり言って、地区の中で

言っているのは１分１秒でも早く、できるだけ高いところに逃げれるように、普段から考え

ましょうということを、地区の中で話をさせていただいてます。

今鈴木議員がおっしゃっていただいたようなことに関しても、地区のほうで一応、自主防

の会長が区長さん兼ねていらっしゃいますし、防災委員さんもいらっしゃいますので、そう

いった方々にもレクチャーをさせていただきながら、声の届かないことがないように拾い上

げてもらうような形でちょっとお手伝いいただけるような状況でございます。

もしそういう声がありましたら、ぜひ区長さん通じてでもいいですし、防災委員さん通じ

てでもいいので、上げていただくのが、１番よろしいかと思います。やはり、うちのほうと

しても、耳や目がかけられるもんですから、やっぱり目こぼしがないようにするためには地

域の方々のお力添えもいただく必要がありますので、そういったことでご理解とご協力をま

たお願いできればと思います。

○２番（鈴木茂孝君） 今のお話ですけども、予算というのもやっぱりありまして、なかなか

難しいよという話も聞いていますけども、その辺は最大限、希望に沿えられますように、対

応していただければというふうに思っております。それから先ほどの、もう１個の選択肢の

話ですけども、津波シェルターというものがございまして、先ほど町長もお話ししていただ
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きましたけれども、全国各地に製造場というのがございまして、ただ、やはり東日本大震災

のときには、かなり問合せはあったそうですが、10年たち、なかなか関心も薄れていくとい

うことで、実際今つくってないよというとこもかなりあるというふうに聞いております。私

も幾つか問合せしましたけれども、なかなか、いき当たらなかったんですが、1件ですね4人

乗りで1番安いところ50万円というところがございまして、そこが一応対応出来ますよという

話でした。そして自治体の、静岡県の自治体にもお話があってなんていう話もしてましたの

で、どっかそういう話があったのかもしれません。50万円というのも値引きも、数がまとま

れば出来ますよという話ですので、またその辺も問合せてもらって、補助金なども利用し

て、各家の方が、なるべく安価に設置できるような形で、提供していただければというふう

に思っております。津波シェルターというのは避難タワーと違いまして、もう購入しておけ

ば、すぐその日から、もう安全というか、なりますので、津波タワーをどうしても、用地選

定、そして、設計をして、つくってという時間はどうしても何年という単位にかかってしま

いますので、これは本当にすぐできるということで、ぜひ決断を急いでしてもらって、今年

度中、できれば、していただければというふうに思っております。それについてはいかがで

しょうか。

○総務課長（齋藤 聡君） 津波のシェルターといいますか、救命艇の関係でよろしいかなと

いうふうに思っております。

今現在、国交省のほうでこちら、津波の救助艇につきましては、ガイドラインを設けてお

りまして、今、３社、すいません令和2年6月1日現在のデータですけど、今３社、そちらの救

命艇のほうを製造しております。

この中でもやはり25人乗りというものがやはり1番多く出回っているというようなことでし

て、近隣ですと焼津市ですとか、御前崎市、あと民間のほうになりますけど、三津シーパラ

ダイスの近所のコンビニエンスストアなんかにも設置していると。近隣ですと下田市の日大

の施設のほうにも設置されると。いうような状況はあります。金額といたしましては、やは

り1番大きいものですと、1000万円を超えるものもございまして、なかなかちょっと個人の方

ですとこの程度のものについては購入するのは難しいのかなというふうに思っております

が、1週間程度の食料ですとか、水なんかが備蓄できる。あとトイレなんかもその中には装備

されていると。いうような状況ですので、先ほどの津波避難タワー、その辺りが設置出来な

いようなところについては、割と狭いスペースでも置けるというのもありますので、検討に

値するものなのかなというふうに思っております。
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○２番（鈴木茂孝君） はい。ありがとうございます。ただいまのお話ですと、なかなかちょ

っとハードル高そうに思えますので、住民の方にアンケートをとってこれぐらいだったら自

分で購入しますよとかいうものを、ちょっと、リサーチしてもらってニーズを、その辺で決

めていただければなというふうに思います。

それでは次、給食のほうに参りたいと思います。先ほど、教育長おっしゃられたとおり、

これ平成21年に始まった、議論でして、いまだに候補地決まっておりません。そして、昨年

12月の教育施設等整備委員会でも、一応の候補地というのはこれがっていうのがあったんで

すけども、その後いろいろありまして白紙になっている状況です。で、先ほどおっしゃられ

るとおり給食というのは、幼稚園小学校中学校に配食をいたします。学校給食法によって要

領決められておりまして、2時間というお話がありました。早く配食すればいいというわけで

もないようです。現在は中学校にありますので、幼稚園と小学校のみ配食すればいいんです

けれども、どこか全然こう、幼小中どこにも関係ないとこに立ててしまうと、幼稚園に配

食、小学校配食、中学校配食ということで、なかなか2時間の間に、全てのとこへ配食するの

は、1人では難しいということで、二つの車を出せばいいじゃないかというと、やはり人件費

の問題があったりして、難しいなということもありまして、やはり幼小中どこかに隣接する

のが1番望ましいんじゃないかと私は思っております。その中で小中というのは、津波の浸水

区域なりますので、難しいとなりますと、幼稚園しかないんじゃないかなというふうな私の

結論となっております。旧岩科幼稚園、もしくは今の松崎幼稚園ですけれども、それが理想

じゃないかなと思うんですけども、その辺はいかがお考えでしょうか。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 共同調理場の関係でございますが、議員おっしゃいま

すように、幼小中に配食しているということから、幼小中のどれかに隣接させるというの

が、配食という面では非常に効率がいい、1番こう、効果的だというふうに判断がされます。

ただですね、津波浸水区域には、選定をしないですとか、土砂災害特別警戒区域は選定しな

いですとか、できることであれば、町有地にというような、これまで検討してきた経過がご

ざいまして、こういったものも、あわせてですね、これからの子供たちに、よりいい良い選

択をというふうに考えていきますと、もっと安全性ですとか配食それから、建設の費用の

面、それから、いろんな視点からですね総合的に、もう少し検討する余地があるのかなとい

うふうに思っております。議員ご指摘の位置につきましても、配色の面では非常に有利なん

ですけれども、そのほかの面で、これがクリア出来ない、あるいはもっといい適地がという

こともあろうかと思いますので、今いただいたご意見も考慮の中に入れながらですね、今後
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検討を進めてまいりたいなというふうに考えております。

○２番（鈴木茂孝君） はい。先ほども言いましたけれども、これはもう10年以上前から始ま

っておりまして、給食の担当の方も、もう本当に、私も議員になりまして、工事現場視察と

いうことで、給食室見ましたけども、非常にやっぱり老朽化が進んでいて、なかなか大変だ

ろうなというな、給食室でございました。やはりもう一刻も早く、新しいところにというこ

ともありますし、今、新しくしている設備もなるべく買わないように、もしくは、次の場所

に行っても使えるようにっていうことで、非常に難しい判断をしながらやってるものですか

ら、もうは一刻も早くやってほしいなと思ってんですけども、検討してまいりますっていう

のも、いつまで、検討するのか、いつになったら、設計に入るのかというのをもう少し目安

として示していただければと思うんですけども。

○教育委員会事務局長（松本利之君） はい、スケジュールの関係でございますけれども、な

かなかちょっと難しいところではあるんですが、先ほど議員からもご指摘ありましたよう

に、もう10年以上にわたってですね、検討している検討しているのまま結果が出ない状況に

ございます。我々の思いといたしましては、先ほど教育長の答弁にもございましたけれど

も、令和4年度中、今年度中に場所の選定、積極的に進めまして、できることであれば結果と

いいますか成果を出していきたいなというふうな思いで進めていく所存でございます。

○２番（鈴木茂孝君） はい。松崎幼稚園に隣接という案ですね理由がもう一つありまして、

この裏には岩科小学校というのがございます。この小学校というのが、岩科地区の避難所と

なっております。災害時に岩科地区というのは、孤立する可能性が高いというふうに言われ

ております。ここに共同調理所があれば、災害時には炊き出しに使うこともできるんじゃな

いかというふうに思います。限られた予算ですので、二重三重の用途を考えるべきかなと思

いますので、ぜひこれ、この場所につくっていただきたいなというふうに考えております

が、再度、いかがでしょうか。

○教育長（佐藤みづほ君） 先ほど答弁させていただきましたけれども、鈴木議員の今のご意

見、いろいろ、加味しながらいろいろな総合的に考えて、考えておりますので、今年中に

は、一応、その目標を定めながら、考えていきたいと思っています。

○２番（鈴木茂孝君） はい、よろしくお願いいたします。それでは次のふるさと納税につい

てに移ります。昨年ですね、町長おっしゃられたようにふるさと納税をふるさとチョイスに

比べ、加えて、楽天サイトをオープンするということで、このページを新たに作成するとい

うことで、業務委託しまして、その5％、金額の5％ということで、110万円ですか、実際、結



－52－

果的には出たということですけども、今年度も、同じような形で委託してると思うんですけ

れども、昨年は、全くないところから、新しいページをつくる、要は量が多いわけですけど

も、今年度は、それに追加するだけという形だと思うんですけども、それでも全体の量が5％

というふうになってしまうと毎年毎年必ずその前につくった分の5％も来てしまうということ

で、なかなか減る要素がないと思うんですけども、それについては、いかがお考えでしょう

か。

○企画観光課長（八木保久君） はい、ふるさと納税の業務委託料につきましては楽天さんの

5％ということでこれは定率という形でお願いしている関係でございます。昨年度は年度当初

ということで、今年度2年目になりますから、年度当初に比べれば負担は軽減してるんではな

いかなという、以前にも議会で質問ありましたけれども、業者さんの考えからすると年度当

初はかなり新しいページ、立ち上げるのに大変だったと、割に合わなかったっていうのが率

直な感想だったということで聞いてるんですけれども、西伊豆町にいたしましても定率で5％

ということでやってる中で、ふるさと納税をふやしていくために、より魅力的な発信をする

ために、いろいろ分析とかもしておりますので、そういった形では一応定率で、委託料払う

というのが近隣も含めてそういった形のスタイルとなってますので、そのような形で取り組

んでいきたいと考えているところでございます。

○２番（鈴木茂孝君） はい。ではこの業者に委託してページをつくってもらったんですけど

も、例えばこの業者のおかげでふるさと納税が特段にふえたというような検証というのはさ

れていますか。

○企画観光課長（八木保久君） こちら楽天サイトの関係で委託しておりますので、昨年度補

正でやりましたように途中で楽天サイトと増えてるから、要するに、予算をふやしていただ

いたというところでございますので、効果はあるということで考えておるところでございま

す。西伊豆町の業者さんになりますけれども、町の担当と月1回打合せ、それからメールやで

すねチャットなどで毎日連絡等取り合ってですね、よりよいふるさと納税にしてもらうよう

に、努めておるところでございますので、その辺につきましては、ふえるような形でかなり

効果があるんではないかなということで思っているところでございます。

○２番（鈴木茂孝君） はい。昨年ですね令和2年から3年ですけども、各町の実績をちょっと

見てみますと、松崎は1.2倍になっております。河津町は1.22倍です。南伊豆町は1.24倍とい

うことで、その業者のおかげかどうかというのを、ちょっと見えづらい結果になっておりま

す。で、その業者さんはその数字に関しては何かおっしゃっておられましたか。
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○企画観光課長（八木保久君） その楽天サイトを扱ってる業者さんについては特に数値につ

いての増因の理由というのは、説明はないところでございます。松崎町も増因になっており

ますけれども全体的に、増えておりますので新型コロナの関係の巣ごもり需要等もあると思

いますし、あとよそですと他に、新たなサイトを活用しているところもございますので、

様々な要因からふえているということはあると思います。西伊豆町さんは、ちなみに減って

いる。減っていると思いますので、市町によって状況は様々であるかと思います。

○議長（渡辺文彦君） 鈴木君時間はどうしましょうか。よろしいですか。

○２番（鈴木茂孝君） 延長でお願いします。

○議長（渡辺文彦君） 許可します。

○２番（鈴木茂孝君） はい。そうですね。じゃ、ちょっと話を変えましてこの委託内容です

けども、例えば、今シーズンが追加でやったものに関してやるということであれば、かなり

負担は軽減されてると思うんですね。その分やはり御礼品の掘り起こしであるとか、確か６

次総合計画にもありました、中間業者、要はその、品物と品物を集めて、一緒に発送すると

いうところもつくりたいみたいな話もありましたけれども、そういうなことをあわせて委託

するという形のお考えはありますか。

○企画観光課長（八木保久君） まず1点目の新たなふるさと納税の返礼品につきましてはこち

らにつきましては、業者さんのほうからの提案、今の、ふるさと納税のですね傾向等も伺っ

ておりますので、そちらにつきまして新たな商品をつくってるところでございます。4年度に

おきましては10事業所に18品の既にあた新たな形で、登録がされておるところでございま

す。それから中間業者の関係につきましては、宅配便の関係もあるかと思うんですけれど

も、そちらにつきましては町長の答弁でお答えしたとおりで、値段の関係、配送料の関係で

ちょっと折り合いがつかないものですから、実施に至ってないところでございます。ただ配

送につきまして共同利用という形で、なるべく、事業者さんの負担が安くなるっていう方法

はちょっとあるんじゃないかなということで思ってるところでございますので、その辺は、

ちょっと検討をさせていただきたいと考えているところでございます。

○２番（鈴木茂孝君） ちょっと配送料の問題は後でやりまして、この委託内容ですね、こ

れ、数値目標っていうのは、例えば何件楽天さんで集めますよというような、業者さん頑張

りますみたいな、そういうような、数値目標というのは、入っているんでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい、数値目標につきましては特にないですけど町のほうと

しては予算額の納税額では2000万円になります。業者さんのほうは納税額の5％が自分たちの
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収入になりますので、当然納税額をふやすために努力はするということであると考えている

ところでございます。

○２番（鈴木茂孝君） それが、業者さんというか、逆に言うと、何もしなくても100万入って

くるということもあり得ますので、その辺はしっかりと、おしりをたたくつもりでやってい

ただかないと困りますしこの2000万というのは、楽天ですね、町なのかそれとも、委託先ど

ちらから出た数字なんでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） 楽天サイト2000万円につきましては、こちら3年度の実績を踏

まえて町のほうで、4年ではこれぐらいの金額かなということで、出した金額となります。

○２番（鈴木茂孝君） その辺りを、業者さんにもお伝えして2000、もしくは2500万ぐらい

やっていただきたいなという話をしていただきたいというふうに思っておりますそれと、次

ですねなかなか、地域おこしの方が集まらないという話をされておりました。で、ふるさと

チョイスというのはもともと間違いというものですけれども、これが楽天さんは伸びていま

すけども、ふるさとチョイスについては、令和2年が2547万、令和3年は2488万と、微減です

ね、しています。で、今年は3000万にしたよということですけども、これは具体的に何か方

策があるのか、それでも、ただこういうふうにしたいなと思ってるだけなのか、どちらでし

ょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい、松崎町全体としては5000万円、それからそのうちの楽

天サイト分が2000万円、残りが今のところはふるさとチョイスしかありませんので、3000万

ということで見込んでおるところでございます。ただふるさとチョイスにつきまして現状の

寄附状況を見ますとなかなか伸びていないというところがございますので、町の担当といた

しましては、新たなサイトのほうも活用しながら、ふるさと納税伸ばしていきたいというと

ころは考えているところでございます。その分の手数料につきまして補正予算をとらないと

ですね、ちょっと運用が出来ないというところもございますので、そちらもう少し検討させ

ていただいて、今、議会の議員の皆さんに、方針ご相談ささせていただくことが、機会が出

来ましたらまたお願いしたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

○２番（鈴木茂孝君） はい。ふやすというのもいいことですけれども、松崎町は二つですけ

ども、西伊豆町は三つ、河津町は七つあるんですね。七つだと、結構手数料もかかるじゃな

いかなというふうに思います。やはり1番のことは、魅力的なものをつくるということが1番

大事なことなので、それに関してもう少し業者の方が関わっていただければなというふうに

思います。皆さん、いいものをつくってらっしゃるので、そこをもう少し掘り起こしをやる
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人をつくりだすつくって、掘り起こしてもらうということが必要じゃないかなというふう

に、思っております。それから先ほど配送料の問題ですけども、実はこの問題私が議員にな

る前からお話ししてる問題で、もう何年も私は言い続けている問題ですけども、それがよう

やく、動いてきたっていうことですが、これちょっと内容を見させてもらったんですけど

も、先ほど課長がおっしゃられたように、高いプランというのは、本当におまかせプランで

全部値札も全部書いてくれるというなプランですので、それでなくて、もう少し業者の方が

今までぐらいにやってるっていうプランですと、結構落ちてくるんじゃないかなと思うんで

すけども、その辺は交渉は、引き続きやってると思うんですけども、そういう交渉をしてみ

たらいかがでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい、町といたしましても事業者に負担のない形でそういっ

た方法ができればと考えておりますので、そちらのほうにつきましては、まだ引き続き引き

続きですね、業者さんのほうと相談させていただきたいと思います。

○２番（鈴木茂孝君） はい。ちなみに先日、新聞で松崎の役場の方がプロジェクトチームと

いうのを幾つかつくったという話ですけども、この中にふるさと納税を増やすぞ、みたいな

ところは入ってますか。

○町長（深澤準弥君） 今回のチームの中には入ってないです。ただ前にもう一度ｐｒｏｊｅ

ｃｔ横断的なやつでやっていた経緯もあるもんですから、その辺はやはりちょっと検討して

いきたいところではございます。

○２番（鈴木茂孝君） はい。そうですねまだ、ふるさと納税が始まったばかりの頃、西伊豆

町が、そういうチームをつくって、かなりあちこち宣伝をしていったという経緯があって、

今の金額があると思いますので、その辺しっかり力を入れていただいて、やはりふるさと納

税というのは、町にとって大きな財源となりますから、そこをしっかりとやっていただきた

いなというふうに思っております。

それではまとめをいたします。岩科診療所につきまして町長の考えるこれからの医療につ

いて、住民にしっかり、生の声、伝えていただきたい。やはり、書いたものですと、なかな

かこれどうなのかなと思っても、お話が出来ない。例えば、町長が選挙のときにやられてい

たような、辻立ちでもいいですので、そういうもので岩科診療所はこういうことで今延期し

てるけれども、何かいい知恵があったら皆さん教えてくださいというようなことですとか、

やっぱりこれ困ってるんだ病院がなくなってということも、実際の、生の声を聞く必要があ

る思いますので、その辺をやっていただきたいなというふうに思います。それから、防災に
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つきまして、避難タワーの建設ですねこれ、しっかり役場の方、その区に行って、多くの方

にお話を聞いて、一緒にやっていただきたい、そのように思います。もう一つ、津波シェル

ターですね、これも、ぜひやっていただきたい、なかなかほかの自治体でないので、これま

た注目されると思いますので、その辺の宣伝効果、松崎町というのを宣伝効果、ありますの

で、その辺をやっていただければなというふうに思います。はい。それから、給食調理場で

すけども、ぜひ二つの役割ありますので、給食と、それから、災害時には、炊き出しになる

ってこともありますので、ぜひ考えていただきたいなと思います。それからふるさと納税に

つきましても、委託先と一緒になってやっていくという姿勢を、より強く出していただい

て、ぜひ、5000万と言わず、一億というふうに言っていただきたいと思います。沼津では5億

から12億にしたという方がいらっしゃいますので、そういうことをやっていただきたいと思

っております。それから運賃も一本化話合い、急いでやっていただきたいなとに思います。

以上、3点について質問いたしました。これにて私の一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。

○議長（渡辺文彦君） 以上で鈴木茂孝君の一般質問を終わります。

暫時休憩いたします。55分まで休憩といたします。

（午後 １時４５分）

─────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午後 １時５５分）

──────────────────────────────────────────

◇ 田 中 道 源 君

○議長（渡辺文彦君） 一般質問を続けます。

通告順位４番、田中道源君。

（１番 田中道源君 登壇）

○１番（田中道源君） 皆様、改めましてこんにちは。通告にしたがいまして、一般質問をさ

せていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。先日、県議会議員の杉山もりお先生

の講演会に、参加させていただいた際に、先生の講演の中で、とても印象的な言葉がありま

したので、ちょっと紹介させていただきたいと思います。偉い人とは、肩書や立場がある人

ではなく、その立場を全うする人だ。とおっしゃっておりました。肩書に見合った役割をし

っかりと果たすことが、大切なことだと共感した次第でございます。本日も、松崎町議会議
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員の一員として、立場を全うすべく、誠心誠意、一般質問させていただきたいと思います。

今回は、田んぼを使った花畑について、子供の進学支援について質問いたします。詳細につ

きましては、質問席にて、させていただきます。本日もどうぞよろしくお願いいたします。

（町長 深澤準弥君 登壇）

○町長（深澤準弥君） 田中議員の一般質問に対して回答させていただきます。大きな1番、田

んぼを使った花畑について、①花畑を開催することによって、町にはどのような経済効果が

出ているのか。といった質問に対してでございます。田んぼを使った花畑は、松崎の春を代

表する花のイベントとして定着し、町内外から多くの方が見学に訪れています。近年は、新

型コロナウイルス感染症対策のため、思うような受入れが出来ておりませんが、ワンシーズ

ンで8万人もの集客があり、知名度もあるイベントでございます。経済効果につきましては、

これまで専門機関に経済波及効果分析をお願いしたことがないため、正確な数字的なものは

示すことは出来ませんが、町のＰＲ効果に大きく貢献し、宿泊や飲食、お土産購入などによ

る地域経済効果はあると考えております。

②、経済効果を示す根拠はあるかという質問に対してでございます。町として、現在のと

ころ根拠は持っておりませんが、令和3年12月定例会における、武田議員の一般質問時におい

て、武田議員から、運営する、桜田よりみち売店の売上げが、花畑の開催の有無によって大

きく変わっていると伺っているところでございます。

③、花畑の町に及ぼす経済効果を調査する予定はあるかといった質問に対してでございま

す。数値的な経済効果の把握は、誘客効果や目的の再確認など、事業評価のために必要なこ

とであり、今後、調査等、やっていきたいと考えてございます。

④町は、花畑事業に対してどのように期待や協力を考えているかといった質問でございま

す。田んぼを使った花畑は、松崎の春を代表する誘客イベントの一つとして考えており、さ

らなる誘客や地域にお金が落ちる仕組みを必要と考えてございます。平成30年度から、花畑

実行委員会が主体となって運営してくださり、耕耘や種まきなど、準備の段階から、多くの

方が花畑にかかわりを持っていただけるイベント等にして、大変感謝しているところでござ

います。今後においても、花畑実行委員会に主体となって運営していただき、費用負担の関

係などから、対応が難しい部分を、町で協力対応してまいりたいと考えてございます。

大きな2番、子供の進学支援についてでございます。①大学進学の経済的負担がなければ、

出生数の増加の一助になると思うがどう考えるかという質問に対してでございます。松崎町

の進学に対する支援制度は、高等学校以上の上級学校に就学する者への奨学金の貸付けと、



－58－

金融機関などから、教育資金や奨学金を借入れたものに対し、その償還に係る利子を補給す

る。教育資金利子補給制度がございます。ご質問の大学進学の経済的負担に限らず、子育て

世代の負担が減少すれば、出生数の増加の一助にはなると思っておりますので、今後、どの

ような支援が必要なのか、また、効率良いのか、考えていきたいと思います。

②、松崎町に戻ってくる人への奨学金を補助する計画があるかという質問に対してでござ

います。奨学金返済に対する補助制度は、静岡県内でも実施している自治体がございます。

補助制度は、中小企業の雇用確保で行っている市町が多く、中には、事業所への補助金とし

ている市もございます。そのほかに、定住人口の増加を、目的とはしているものの、Ｕター

ン就職者のみへの補助としている市町もございます。奨学金の返済補助も、一つの考えとし

て、子育て世代への支援を総合的に考えてまいりたいと思います。

以上でございます。

○１番（田中道源君） 一問一答でお願いします。

○議長（渡辺文彦君） 許可いたします。

○１番（田中道源君） はい。お答えいただきまして、田んぼを使った花畑についてから、お

話をさしていただきたいなと思います。お答えの中でですね、花畑を開催することによっ

て、町にはどのような経済効果ができるかということで、町内外からお客さんが来ていただ

いたり、春を代表する、町のイベントとして捉えて行っているよと、1シーズンで8万人来る

っていうような、大事なイベントとして捉えていただいていることは、こちらとしてもあり

がたいことだなというふうに思います。それでですね、春の代表する、イベントとして、認

識していただいているということなんですけども、年間通してですね、町の集客事業という

んでしょうか、どういったものを、町としては、把握しているのか、教えていただけますで

しょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい。松崎町のお客さんの来る観光客のこういう観光客数に

つきましては近年では大体30万人ぐらいになっております。例年ですと花畑は、そのうちの8

万人、あとは宿泊の関係が15万人ぐらいだったと思いますけれども、そのほかは海水浴であ

るとか、あとは個々の７大イベントの、例えば、今までだったら長八まつりとか、三聖まつ

りとか、岩科重文まつりであるとか、そういった部分が多いところとなっておるところでご

ざいます。ただイベントにつきましても個々の短日のイベントが多くてですね、なかなか誘

客を図れなかったものですから、この春の花畑イベントにつきましては長期的なイベントと

いうことで、誘客効果がかなり期待できるということでございますので、町としても田んぼ
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を使った花畑事業につきましては、実行委員会の方が頑張ってくださっていますので、町の

ほうとしても連携して取り組んでまいりたいと考えているところでございます。

○１番（田中道源君） はい。1年間通して30万人ぐらい、そしてそのうちの8万人ぐらいが花

畑ということで、そのほかに、宿泊15万人というのはこれは全部合わせての、いろいろなイ

ベント、込み込みで15万人泊まってるよということなのかと思うんですけども、海水浴のほ

かに、7大イベントというのを、一つ、この集客の効果があるものとして、とらえているとい

うようなお答えだったかなと思います。7大イベントに関して、例えば長八まつりであった

り、重文まつり、また三聖まつりっていうものがどれほど、よそからの集客につながってい

るかっていうのは、何か調べたものとかっていうのはありますでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） 三聖まつり、重文まつりにつきまして正確に来客数は計った

かどうかということですけれども、それについてはないですけれども、実際に職員が参加し

た感じですと大体1000人ぐらい。各イベントで1000人ぐらいいるかなということで、外から

の観光客というよりも7大イベントにつきましては、地元のコミュニティーの活性化のイベン

トみたいな目的がちょっと多いものですから地元の方が多いのかなということで、考えてい

るところでございます。

○１番（田中道源君） はい、今、地元の方が多いんじゃないかっていう、お答えいただいた

んですけど、私も、これ地元の方向けメインのですね、イベントじゃないかなっていうふう

に私も考えております。もちろん、これに合わせて外の人も少しは来てくださったりってこ

とはあるとは、思うんですけども基本的にはやはり地元の方のお祭りっていう意味合いが強

いのかなって思っております。そうしますと、松崎町内で海水浴の時期っていうのは、どう

しても来ていただけるありがたい時期だと思うんですけども、海水浴以外のシーズンで、外

から人を寄せる可能性というか、ことができる事業としては、花畑以外に、ちょっとなかな

か、昔ですと太鼓まつりとかあったような気がしますけども、現状花畑しかないのかなって

いうふうに思うんですけども、いかがでしょう。ほかにありますよってのはありますか。

○企画観光課長（八木保久君） はい。今、今申し上げましたようになかなか長期的なイベン

トがないということで、昨年度からですね、秋の松崎まちかど花飾りというので、まちなみ

と花を生かしたイベントを実施いたしました。これにつきましては令和4年度におきましては

県の文化プログラムの助成を受けまして、ライトアップも含めた形の中で10月中旬から11月

中旬にかけて、実施をする予定でおります。これにつきまして昨年度、初年度ということで

コロナ禍もありましてなかなか思うようなＰＲも図れなかったですけれども、今年度につき
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ましてはＰＲも図りまして、春の花畑それから秋のまちかど花飾りという形で、花とロマン

のふるさと松崎にふさわしいような誘客に努めていきたいと考えているところでございま

す。

○１番（田中道源君） はい、春の花畑、秋のこのまちかど花飾りっていう形でいきたいとい

うことですが、このまちかど花飾りに関して、どういうふうに検証する、していくつもりで

いるのか、どういった目標というんでしょうかね、何人来たらいいよとか、どういうことに

なったら、この事業は成功だったと、いうような、検証する仕方ってのはどういうふうに考

えているか教えていただけますか。

○企画観光課長（八木保久君） はい、検証の方法ですけれどもちょっと今手元に詳しくない

ですけれども県の文化プログラムの申請に当たってはＰＤＣＡの関係で具体的な、目標人数

とかあるわけですけれども、大きな目的とするところは、まちづくりに住民の方々が多く関

わっていくことをふやしていくということ、それから誘客の関係でいえば年々ですね、秋の

関係で今まで、こういったイベントを花の会のほうが花飾りをただ飾っていただけですの

で、それらも活用しながら、より多くのお客さんに来ていただけるっていう、ちょっと人数

のところまではちょっとはっきり申し上げられないですけれども、より多くのお客さんに来

ていただけるということが、その辺が検証の項目かなと考えているところでございます。

○１番（田中道源君） はい。県の文化プログラムということで、ちゃんと報告するから、と

いうことなんですけど、そのときに、県に何人来ましたっていう報告されるかなと思うんで

すけど、それってどういうふうに、数値として、調べるのか教えていただけますか。

○企画観光課長（八木保久君） はい、まちかど花飾りにつきましては、旧町内いろんな施設

をめぐってもらうことになりますので、把握できる方法としては近隣の入館施設の利用状況

が、例年に比べてどれぐらいふえているかとか、あとは、アンケートもとる予定でおります

ので、アンケートによる集計等で、その辺の総合的な人数は把握していきたいと考えている

ところでございます。

○１番（田中道源君） はい、わかりました。近隣の宿泊施設だったり、いろんなアンケート

をとるということですので、ぜひですね、それはしっかりやっていただいて、どれだけの、

このやったことが効果があって、どういう、それに対して、かかった費用と、それに対して

の効果がこれだけあったよっていうのは、やっぱり検証するべきことだと思いますのでしっ

かりやっていただきたいなと思います。先ほどの町長が最初お話ししてたとおり、経済効果

を示す根拠っていうのは、現在のところはなくて、正式なものとしてはなくて、去年のです
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ね、12月の議会で武田議員が、花畑のことをおっしゃってたことから推測するにってことだ

ったかと思うんですけど、やはり花畑のほうもですね、町から補助金というか、助成という

んでしょうか助けていただいている以上、しっかりとした根拠を持ってこれだけの、こうい

う効果があって、これは町にとって大事な行事だからっていうのを、数字をベースにしたで

すね、根拠っていうものが示せるといいんだろうなって思います。と申しますのは、今でこ

そ、花畑実行委員会という民間でやっておりますが、民間主体でやっておりますけども、も

ともとは町の事業としてやってたものでございます。それが、ある時期の町長が変わること

によって、経済効果がないと、費用対効果がないということで予算が打ち切られた。結果そ

れでも残したいよねってことで、今、続けているわけですけども、その経済効果があったの

か、費用対効果があったのかっていう根拠の部分は、なかったというふうに12月の議会でた

しか御答弁をいただいてたかなと思います。やはり、なくすにしても、見直すにしても、何

をもって、必要じゃないのかっていうのの根拠となるものが必要だと思いますので、しっか

りとですね、皆さんからいただいている税金を使っていることでございますので、ただ単

に、大事だからとか、漠然としたことではなく、数字で、コミットというか数字で示せる

と、1番いいんだろうなっていうふうに思いますので、そういった検証をですね、ぜひやって

いただきたいと思います。で先ほど調査する予定あるかっていうことに、していきたいと思

っているということでしたから、ぜひそこのところを、しっかりとしていただきたいと思い

ます。ちなみに、今年のですね、今年度のというんでしょうか花畑のほうの成果としまして

は、3月10日から5月の5日まで約2か月間、入場者にですね、協力金という形で、1組当たり

500円っていうのをいただく形で受け付けをさせていただきました。その結果ですねこの2か

月間で、来場組数としては、3887組、1組当たり大体4人ぐらいだろうと、こちらで計算した

ところ、1万5548名、これは推定になりますけども、確実に言えることは3887組の方が、500

円を落としてくださって、これがこのコロナ禍においてこの時期に、この2か月間で来てくれ

たって、これ一つの成果だなと思います。これは町内の方からは、お金としてはいただいて

いないので基本的にはいただいていませんので、純粋に外から来ているお客さんがこれだけ

いたっていう、なかなかいい数字なのかなというふうに思っております。またですね、テレ

ビでは、種まきイベントであったり、ゴールデンウイーク中の花冠のイベントであったり、

35市町を走る企画、これ町長も出演されておりましたけど、そういったテレビに取上げてい

ただいております。また、ラジオでは、ドライブキャスターの花畑の中継っていうの取上げ

ていただいたり、新聞では、種まきイベントや、幼稚園保育園小学校中学校への卒園卒業式
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の花のプレゼントであったり、花冠の地元スタッフ向けの講習会なんかが取上げられたりし

て、いわゆる松崎町を、ＰＲするのに一役二役買ってたんじゃないかなというふうな、とこ

ろがございます。ぜひですね、こういった、これも本当は幾らの経済効果があるよってとこ

まで出せるといいんですけども、なかなかそれは難しいものですから、難しいなりにも、何

か数字に出していけるようなものをやるべきなんじゃないかなって思っております。コロナ

以前にですね、花畑、今の実行委員会が、独自に調査したことがありました。3年前になりま

すでしょうかね。そのときは、町内の15店舗の協力を得て、2月の売上げに対して、3月4月の

売上げってのがどうかっていう調査を、こちらの委員会でさしていただいたんですけども、

それぞれ各月、平均70万円ずつ売上げが上がってたよっていうのをいただいてます。こうい

うような形で、これはあくまで、こちらのやれる範囲で15店舗聞いただけでございますか

ら、町のほうでもう少し、より公として見られるような調査の仕方ってのをしていただきた

いと思うんです。その上で、ずっとしゃべってて申し訳ないんですけども、一つ例としてで

すね、こんなのどうかなと思うんですけども、花畑の受付で、協力金もらった際に領収書渡

してるんですけども、その領収書に、飯割みたいな、町内で使える100円券みたいな半券をち

ょっとつけさしていただいて、実際にその半券を町内で使って、どれだけ使われたかってい

うのを、実証実験という形で調べてみてはどうかなって思ってます。今、現状としては、花

畑に3887組来たってことまでは言えるんですけども、実際そこにきた人が町の中で、これだ

けお金を落としてくれたよっていうようなことが、今ちょっと言えることがないもんですか

ら、そういった実証実験した出来たらなと思うんですけど、その際のですね、例えば100円券

の部分は、町のほうで、調査費用として負担したりっていうのは、お願い出来ないものでし

ょうか。いかがでしょう。

○企画観光課長（八木保久君） はい、経済波及効果の分析につきましては今までやったこと

がないということで、専門機関への依頼というものは必要ではないかなと考えているところ

でございます。特に花畑事業につきましては8万人ものたくさんのお客さんが来ますし、過去

の松崎町のほうで費用対効果がないからというような経緯もございますので、必要なことか

と考えております。河津町におきましては河津さくらまつり、それからバカテル公園の関係

も、大きなものにつきましては経済波及効果分析をやって今後の事業の在り方について検討

しているところでございますので、予算が必要になりますのでそれについて、つきましては

検討させていただきたいと考えているところでございます。それから花畑の飯割の実験の関

係につきましては、この場でですね、やりますよということはちょっと言えないもんですか
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ら、一つの案ということでちょっと、こちらのほうでの田中議員の提案ということで受けさ

せていただいて実施するかどうかについては、また町内部のほうでも検討させていただきた

いと思います。

○１番（田中道源君） はい、ぜひ、検討していただいて、田んぼを使った花畑は、当然町に

とっていいことやってる自負はございます。町のためになっているという自負はございます

けども、その裏づけとなる、調査をぜひ町のほうでしっかり考えていただきたいと思いま

す。それはもうそのつもりだよということですから、それはいいんですけども、今度花畑だ

けでなくてですね、ほかのイベントに関して、7大イベントであったり、それぞれやっている

イベントがございますけども、それぞれに対しても、それぞれの検証というものが必要なん

じゃないかなと思うんですけどそれについていかがでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） 議員のおっしゃられたように、確かにほかのイベントをイベ

ントでだけではなくて、ほかの町もやっている事業につきましても本来はそういったことが

必要かと思いますけれども、こちらにつきましては費用のかかることもございますので、ど

うしても必要な部分についてはそういった、検証はしていきたいというところは、考えは持

っております。ただ、7大イベントについて経済波及効果分析までやるかっていうどうかにつ

きましてはちょっと、もうちょっと深く検討が必要かなと思いますので、その点については

ちょっと考えさせていただきたいと思います。

○１番（田中道源君） はい、もちろんですね、経済効果だけが、指標の全てではないのかな

っていうふうに思っております。特に7大イベントに関して言いますと、地元の方々がどれほ

ど満足しているのかとか、そういったまた違った意味でのやるべき意義っていうのが、発生

してくると思います。そこもやはり、調べていく、調べようがないから調べないじゃなく

て、本当にこの、町で予算をつけてこういう理由があってやってますよっていう、裏づけと

なるものが必要だと思いますので、必ずしも経済効果じゃないものでもいいので、しっかり

とした調べるべき項目を設けて調査して、納得のいく形で予算をつけていく必要があるんじ

ゃないかなと思うんですけども、いかがでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい。イベント実施につきましては後で実際に参加された

方々による、反省会ということで意見でやっておるところで、その場でどうするかという意

見は聞かれるところでございますけれども、実際の参加者の方につきましては、そういった

意見、確かに必要だなと思います。アンケートを実施すればいいかなというところも、今聞

いてて思ったところでございますので、その点につきましてはちょっと前向きに取り組んで
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まいりたいと考えております。

○１番（田中道源君） はい、田んぼを使った花畑については、前向きにですね、こちらで質

問させていただいたことについては、検討していていただくということでございますので、

次の質問に移らさせていただきたいと思います。

子供の進学についてでございますけども、大学進学の経済的負担がなければ、出生数の増

加に一助になると思うがどうかってことで、これに限らないけれども、一つの方法として考

えていきたいというようなお答えだったかなと思います。まさにですね、ここだけやれば、

終わりってことではなくて、ほかにもたくさんの、しなくちゃいけないことってあると思い

ます。ただ今回は、その中の一つとして、大学進学っていうもの、また、進学の経済的負担

というものが、なかなか各家庭において大きな負担になってるんじゃないかなというところ

で質問させていただいております。おおむね、質問した意図としては、お答えいただいたか

なと思っておりますので、ちょっとですね。私の提案といいますか、こんなのどうだろうか

っていうのをちょっと説明させていただきたいと思います。令和3年11月25日のですね、観光

庁で出している。観光を取り巻く現状及び課題等についてっていう、そういう資料があるん

ですけども、その中で、1人当たり年間消費額っていうのが出されてます。これは住民1人

が、もし住んでた場合そこの土地に、年間でどれほどのお金を落とすかっていう額なんです

けども、1人当たり130万円というふうに、計上されておりました。もちろんこれがどういう

計算式ではじき出されてるかまではちょっとわからないんですけども、観光庁の出している

資料の中で、1人当たり年間消費額ってのが、130万円あるよと。要は、その1人が住んでるだ

けで、その土地には、130万円分の経済効果があるっていう、そういう話だというふうに思っ

ております。で、今回質問します大学の学費なんですけども、大体4年間行く例でちょっとお

話しさせていただきますが、国公立大だと、約4年間で240万から260万円ぐらい、学費がです

ね。私立大学の文系ですと、4年間で390万円ぐらい。私立大学の理系ですと、540万円ぐら

い。その他の私立で500万、結構な金額が、4年間1人当たり必要だということです。で、先ほ

ど、お答えの中にあったのは、奨学金の、借りた際の利子補給に対しては町であるという話

だったんですけど、私がちょっと、町のほうの制度で調べたものの中で、奨学金貸付け、奨

学金制度というものがありまして、高校生、大学、高等専門学校と、それぞれに合わせてで

すね、貸付けする制度が、ありました。恐らく今もそれ続いてると思いますので、これちょ

っと話しさせていただきますと、高校でもし借りた場合、入学一時金としては10万円、月額2

万円借りれるそうで、これ3年間、卒業まで満額で借りたとしますと、82万円になります。大
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学のほうは、今度4年だとしますと、1、入学金の一時金が20万円で、月額が3万円で、この4

年間で164万円ってことになります。これをもしお借り少しでしかも、貸付金は、無利子で、

返す期間というのは、卒業後の1年以内から、10年間かけて、これ借りたものを返していけば

いいということ。これはすごく、助かる制度だなと思っているんですが、この奨学金をです

ね、少し、返済するのを、免除してもらえるような仕組みっていうのが出来ないものかなと

思って、今日話させていただいてます。これはですね、長野の小海町っていうところに、以

前、私たち議員研修の旅行で行った際に、研修で行かしていただいたんですが、令和元年12

月の議会で小林議員もご言及してることなんですけども、学費として借りた奨学金の返済期

限、金額を町が補助しようっていう、そういう制度があります。どういうものかっていう

と、ＵターンやＩターンしてきた人ら、小海町から出てって、小海町に戻ってきた人が対象

なんですけども、小海町に住んでいつつ、近隣の市町で働く場合は、2分の1ぐらいの返済額

を免除してあげようと。小海町の中で就職した場合は3分の2、免除してあげるよと。いうよ

うな形で、ざっくり言いますと、これ4年、4年間大学行った場合の話ですが、小海町の外で

就職した場合でも、4年間で大体100、120万円分ぐらいの補助として町から受け取れる。小海

町で就職した場合160万ぐらいの補助金が得られるという、内容です。これを、松崎町でです

ね、同じような条件で当てはめた場合、もし松崎町に住んでて、西伊豆町や下田に就職した

って場合は大体82万円渡すような計算になります。松崎町内就職した場合、109万円渡すよう

な話になります。これを、もし、109万円であったり82万円をその人に渡したとしても、1年

間その人が住んでくれることで、年間130万円の経済効果が松崎町にあるわけです。しかも、

何年かはいてくださいよっていうような条件つければ、その間ずっと置いてくださることに

なりますので、松崎町の予算としては、減るほうが多いかもしれませんけど、町内に落ちる

お金っていうところで見ると、ペイするんじゃないかなというふうに思っております。です

ので、ぜひこれをですね進めていただけたらなあと思うんですけども、詳しくは、細かい資

料とかは、議会の後でも、いいので、お知らせしたいと思いますし、小海町のホームページ

からでもですね、見れることですので調べていただきたいなと思います。これがですね、小

海町のほうも、平成30年度から始まった制度だそうでございまして、それから、平成30年度

が申請者11名、令和元年が13名、令和2年が12名、令和3年が16名ということで、まだこの人

らがどれだけの実績というか、経済効果、どんな効果を及ぼしたかってのは出てない部分は

あるとかとは思うんですけども、今松崎町で10人とかの単位でですね、出てった高校卒業を

した子が戻ってくるってことを考えると、これ計り知れないインパクトだなと思います。も
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ちろんこのまんまの数字のとおりにはいかないかとは思うんですけど、現状としては、それ

が1人でも2人でも返ってきてくれるんだよ、だけでもものすごい感動する話だと思うんです

よね。ですのでぜひ、ご検討いただきたいっていうのが一つあります。ここで、どうですか

って聞きたいとこですけど、もう1個ですね、例をあげたいなと思います。これは近隣の市町

の、ある企業の話なんですけども、一応固有名詞出してもいいと許可をいただいてますの

で、あえて紹介させていただきますが、南伊豆町のですね、長田建設工業さん、給付奨学金

制度というものを行っておりまして、もう20年近くやってるそうでございます。どんな内容

かといいますと、土木建築関係、土木の関係の会社なんですが、土木や建築関係の大学や短

大、専門学校への進学を希望する人が条件、卒業した後は、長田建設工業さんで働いてこれ

もらうってことが一つ条件になっています。その条件となる期間ってのは大体15年ぐらい15

年間、しっかりと務めていただいたら、この学費に関しては、返さなくていいよという制度

です。その学費が幾らなのかって言いますと、上限300万円で、学費や学費に限らず、そこの

寮に住む寮費だったりってものにも使っていい。とにかく300万円を上限として、与えると。

で、卒業後には、15年勤めていただければこの300万返さなくていいよっていう制度をしてい

るそうです。もちろん途中、15年、勤めずに途中対象の場合とかっていうのは、残りの勤続

年数分を奨学金として返還してもらう等の細かいことはあるんですけども、この制度のおか

げでですね、実際にこれを使って勤めている方のお話をちょっと聞いたんですが、もう最初

から就職するところも決まってて、そのために必要な資格を取るってことに専念することが

出来たし、大学の学費を返済しなきゃいけないためにバイトしなきゃいけないとかってこと

がなく、純粋に学業に専念することが出来たというふうに言ってました。しかも、在学中

に、就職してからの必要な資格とかがとれたもんで、最初から、資格なしで入るのとは違っ

て、キャリアがついてるというんでしょうか。能力給がつくということで、いいことだらけ

だと。会社のほうからすると、大学生のときから、そういう意識を持って勉強しに行っても

らうもんで、即戦力として働いてもらえるし、ものすごい会社に対して愛着心を持ってもら

って、今も勤めてもらってます。っていうようなことで、いい制度だなっていうふうに思い

ました。ですので、今回これは南伊豆町の長田建設工業さんの例ですが、松崎町のほかの業

者さんとかでも同じようにうちでもそういうことをしてもいいんじゃないかと。いうような

きっかけに、なったらいいなと。思いますし、そういうようなことを考え、やってみたいな

っていうときに、相談に乗っていただきたいなあって思います。つまりこれ、これで、結果

としてですね、1度は外に勉強しに行ったりいろんな経緯で行った人らが、地元に戻るってこ
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とが一つありますし、働き手がなくてですね続けられない仕事なんかが、続けられるような

きっかけになればなあって思っておりますが、今のこの小海町の例と、長田建設工業の例

で、こういうことが松崎町で出来ないもんかと。思うんですが、いかがでしょうかね。

○町長（深澤準弥君） はい、今これから人口減少社会を迎える中で、非常に有効な手だてか

と思います。既に仕組みっていうのは看護師さんとか医療機関の病院の先生方は既にもうだ

いぶ前からやっておりまして、それを基に長田建設さんもこういう形で人材育成をしたいと

いうようなことで始めたんではなかったかと思います確か。今、まさに奨学金の関係なんで

すけども、補助を出すか、もしくはその返済を、割り引くかとかいろんな方法が考えられる

と思います。いろんな制度も、ありまして成績優秀者であれば、ほかの奨学金等々も合わせ

て、いろんな形でもらえるケースもございますので、そういったものをいろいろ加味しなが

ら、いわゆる先ほども議員おっしゃったとおり、これ一つで何か解決するような時代ではな

かろうかと思いますけれども、やはりこういったことも含めて、検討していかなければまず

人はいなくなっていく中では、やはり町としての姿勢としてどうかと思いますので、ぜひ、

いろんな調査をさせていただいて、ご意見、ご指導いただきながら制度のいろいろ検討と、

そして1番いい方法という形で考えていきたいとは思います。

○１番（田中道源君） はい、ぜひ検討していただきたいなと思います。それでですねこれの

話の、根底といいますか、もう皆さんもご存じかなと思うんですけども、とても有名な書物

というか本で、地方消滅という増田寛也さんが書かれて増田レポートなんていって、結構、

日本に多大なるインパクトを与えた、本があるんですけども、その中に、出生率の向上のか

ぎっていうのは、幾つかあるよという中で、20歳代の女性の結婚や出産動向っていうのが結

構重要であるというふうに述べられております。で、大学や短大卒業後、もしくは高卒の方

でもいいんですが、松崎町で、住んでもらう、戻ってきてもらったり住んでもらっうってこ

とが条件にですね、奨学金補助することで、若い世代、この20代前半ぐらいの方がですね、

松崎町で生活をしてもらうってことがすごく大事なことなんだろうなと思います。それぞれ

の若い青春時代を松崎町で過ごすことで、その生活の中でですね、恋愛をしていただいた

り、結婚なんかしていただいたり、ひいては出産に至るってことが見込めるんじゃないかな

というふうに思うんですけども、それについてはどう思われますでしょうかね。

○町長（深澤準弥君） はい、議員それぞれに増田リポートにつきましては、全国に、地方に

衝撃を強烈に与えていただきました。消滅可能都市ということで松崎町も漏れなくしっかり

と入っておりましたし、その中でやはり若い人たち、いわゆる結婚、出産適齢期の女性が学
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校高校卒業して、都心に一極集中している、都市を都市でキャリアの関係があって結婚しな

い女子が多いというところで、日本全国の関係で若い人が都市にいっても、子供がふえない

と、東京都の出生率を見れば分かるとおりでございますけれども、そういった状況が起こっ

ている中で、やはり地方に人、特に若い方が戻ってくることはやはり一つの、地域の持続可

能性を担保する一つの法策、重要な方策であると思います。ただ、やはり今、最近もですね

いろんな統計の調査を見る限り、やはり若い人たちが地方に残らない一つの原因として、や

はり魅力ある職場が選べないということが、1番の原因となっているという結果が出ておりま

すので、その魅力ある職場、もしくは魅力ある職ですね、それをやはり、今で言う、僕もよ

くわかんないけどＺ世代と言われる方々が今の高校生大学生の世代を呼び名だそうです。そ

ういう方々のニーズ、ひいては生きざまですねを、どこに持っていくかそれは魅力ある地域

であるべきことというのが、非常に重要だと思いますけれども、その部分を、まだ見えない

部分も多々ございますので、そういったところをまた、いろいろ検討、研究しながらです

ね、ぜひ、そういったことも含めて、選ばれるような地域であることが一つと、日本全国が

そういう状況で、分母がどんどん減っている状況でございますので、それも加味しながら、

地域づくりを行っていく責任があると思っておりますので、またいろいろと、ご理解とご協

力を賜ることになると思いますが、どうぞよろしくお願いします。

○議長（渡辺文彦君） 時間はいかがしましょう。

○１番（田中道源君） 延長をお願いいたします。

○議長（渡辺文彦君） 許可いたします。

○１番（田中道源君） 今回質問の冒頭でも言いましたとおり、これをすれば、全ててことで

はなくてですね。ほかにもいろんな要因がございます。今、町長がおっしゃったとおり、魅

力ある職場が働く場所っていうことも大きな大きなテーマでございますし、またその職場で

の働きやすさ、今、時間外労働とか、いろいろ抱える問題、多いかなと思うんですけども、

あとは子育ての支援ですね。育休であったり、産休であったり、いろいろ制度が整えられつ

つあるとはいえ、まだ使い勝手の悪い部分というのは、まだまだ、検討の余地があると思い

ます。また、ちょっと役場でどうこうって話じゃないかもしれませんが、私も耳の痛い、胸

の痛む話でございますが、夫の子育て参加がやっぱり著しく低いっていうのも、この、増田

寛也さんの、本の中で、書かれておりました。そういったもろもろ、いろんなものをちゃん

とこれから、それぞれ大きなテーマとして抱え、解決していかなきゃいけないと思います

が、そしてまた人口もどんどん減っていくのも事実でございますが、減ってくからしょうが
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ないではなく、減っていくなりにも、ちょっとでも減らないような作戦というのは打ってい

かないと、物すごい速度で人口減っていきますので、抗っていきたいなと思うんですが、先

ほど出生率の向上のかぎってことで、増田寛也さんの中、ちょっと紹介させていただきまし

たけど、同じ本の中でですね、出生率の低い要因として挙げられているものが、子育ての、

教育の費用がかかると。これは結構ばかに出来ない、また、育児と就業の両立が難しい等が

挙げられております。今回提案しました、この奨学金っていうのは、少しでも、この教育費

というものの負担をですね軽減することに、役立つと思います。これを利用した人たちが、

帰ってきて、松崎町で、また子育てしていく際に、いずれその子供らをまた、高校進学させ

たい、大学に進学させたいってときに、ここで育って、また就職する分には、そこの負担が

少し考えが、しなくていいよ。いうのは、もう1人産もうかなとか、ていうことにつながって

いく話なのかなと思います。この松崎町で産んで、松崎町で育って、松崎町でまた子供を産

んで、そういう循環が出来ていく。鶏が先なのか卵が先なのかの、どこから先にするかにな

る話だと思いますので、ひとつですね、この奨学金というのは、一助になるものだと思いま

すので、いま1度ですねちょっと検討していただけるかどうか、お答えいただけますでしょう

か。

○町長（深澤準弥君） はい今、本当におっしゃるとおりで、何が一助になるかというもの

は、一つではないと思っております。町全体の、当然、ここに進みたいという気持ちも一つ

大事ですし、ここで、田中議員の書類に出会って恋愛してっていう形のスタートはこの地域

であると、非常に、やはり地域としても誇らしいと思いますし、そういう意味ではこの奨学

金の関係にしても、一つの方策かなとは考え得ることでございますので、今後ですね、そう

いったものを含めながら、予算を投入することでございますのでちょっと、慎重にならざる

を得ないんですけれども、もちろん検討の中にはしっかりと入れてまいりたいと思います。

○１番（田中道源君） はい。それでは、あらかたですね、質問したいことはさせていただ

き、答えていただきたい、お答えをいただけたかなと思いますので、まとめに入りたいと思

います。今日田んぼを使った花畑についてと、子供の進学、支援についてと、二つの質問さ

せていただきました。これどちらも、すぐに結果が見えるものでもなく、また、調べたりし

ないと、効果のはかりづらいものであります。ですけども、そこのところにちゃんと、焦点

合わせてですね。お金をかける、どういう効果があってかけてるのか、何を狙いとしてかけ

ているのかっていう、ことをちゃんと踏まえながら、しっかりと、意味のあるものには、予

算つけていただいて、進めていっていただきたいなと思います。その予算付けに当たって
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は、いいことだからやるってことでなくてですね。ちゃんと、理由をもって、根拠をもっ

て、これはやるべきだよねってことで、しっかりと進めていたいただきたいなと思います。

慎重であることと、遅拙であることは、違うことだと思いますので、しっかりと綿密に進め

つつも迅速にですね、進めていただきたいなと、お願いしまして、私の一般質問とさせてい

ただきたいと思います。

本日はありがとうございました。

○議長（渡辺文彦君） 以上で田中道源君の一般質問を終わります。

暫時休憩します。３時まで休憩いたします。

（午後 ２時５０分）

─────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午後 ３時００分）

──────────────────────────────────────────

◇ 髙 栁 孝 博 君

○議長（渡辺文彦君） 傍聴者の皆様に申し上げます。会議中はお静かにお願いいたします。

一般質問を続けます。

通告順位５番、髙栁孝博君。

（７番 髙栁孝博君 登壇）

○７番（髙栁孝博君） 壇上から、質問いたします。コロナ禍も、ウイズコロナの期間が長く

なり、経済の復旧の兆しが、見えてきました。世界では、ウクライナへのロシア侵攻が長期

化して、その影響が世界に広がることが懸念されております。早期に、平和な日常が戻るこ

とを、願うばかりであります。一方、我が町は残念ながら、役場の職員が、153万円を、横領

するという事件が発生いたしました。事件は、令和3年12月から、令和4年3月までの、報道で

は、懲戒免職、しかし、全額を既に返納されており、当事者が若いこともあり、告訴しない

とのことでした。外部の社会から見ると、松崎町の公務員の信頼を損ないかねない事件であ

ります。返せば良い、若いから良い。良い情状酌量されるということで、それでは、高齢者

なら、告訴するのかということにもなりかねません。仕組みの悪さ、コンプライアンス、法

律の遵守ですが、その徹底を進めるとしても、本人は、職場を失い、社会的に信用を失うこ

とになります。ここで考えるべきは、なぜ犯罪が、とめることが出来なかったかです。さら

に、5月には、自動車税、保険税の税金の、金融機関への振り込みの一部が、期日までに出来
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なかったことが発生しました。新しく担当された職員のミスとのことですが、これも対外的

に松崎町の業務体制に疑問を抱かせる事件です。今後のためにも、きちんと処理すること

が、町の信頼を戻すことにつながると思います。そこで、一つは、職員の不祥事についてお

尋ねします。二つ目は、地域医療についてです。岩科診療所の開設について、箱物は要らな

いと。医療は地域全体で考えるとして、所信表明でも、緊急医療体制を構築するとしていま

す。既に支出した実施設計料の990万円が無駄となろうとしています。地域医療について、地

域医療振興協会との交渉を踏まえ、町長が言っている地域医療をどう考えているか。問いま

す。壇上からは以上で、質問席で、一問一答でやりたいと思います。

（町長 深澤準弥君 登壇）

○町長（深澤準弥君） 高柳議員の一般質問に回答していきたいと思います。大きな1、職員の

不祥事について、①事件を起こした業務を担当者が担当した時期はいつからか。本事件を引

起した職員につきましては、令和3年4月から1年間、協議会の担当となりましたが、資金の横

領につきましては、令和3年12月3日から、令和4年3月3月11日までの間、16回にわたり、本人

が管理している預金口座から引き出されておりました。②、これまで法令遵守をどう指導し

てきたか。各職員につきましては、これまでも、入庁時に際し、法令遵守と、全体の奉仕者

として誠実かつ公正に職務を執行することを宣誓しております。また職員には、採用したと

きから、庁舎内外の研修を通じて、法令遵守を指導しております。③職員の監督の責任者は

誰にあるか。との質問です。松崎町役場、庶務規則、第２条第３項において、課長は上司の

命を受けて、課の事務を処理し、課員を指揮監督するとあり、職員の管理監督責任は、職員

が所属する各担当課長となります。そのため過去における処分にあっても、担当者、担当係

長、担当課長が処分の対象となっております。④横領という法律違反は、外部から見て、一

生懸命勤務している職員の信頼も損なわれかねない。業務フローの見直しはするとして、コ

ンプライアンスの徹底を具体的にどう進めるかという質問に対してでございます。今回の事

件は、町が管理している協議会の資金管理について、同一人物が金融機関の届出印と預金通

帳を保管していたことが原因と考えられます。そのため、今後につきましては、同一人物が

通帳と印鑑を管理することがないようにし、また、金銭の支出に当たっても、担当課長の許

可を得てから支出するよう、職員には通知してございます。あわせて、今回の事件を受け、

職員にはコンプライアンス通信を出し、改めて法令の遵守と、公務員としての自覚を持って

業務に当たるよう通知をしたところでございます。また今後は、職員を対象に、コンプライ
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アンスの研修を継続的に行ってまいります。⑤今後場合によっては第三者の意見を聞く必要

があると思うが警察に対応願うこともあるのではないかとの質問でございますが、今回の事

件発生に当たっては、松崎町一般職員懲戒処分審査委員会規則に基づき、委員会を開催した

中で、処分内容を決定し、その上で、顧問弁護士に、委員会で決定した処分案について相談

し、妥当であるとの判断をいただいてございます。委員会におきましては、国や静岡県が作

成している懲戒処分の基準に準定した町の懲戒処分の基準をもとに、過去に、当町で実施し

た処分内容や、令和3年、県教育委員会で同様の事件が発生しているため、このときの処分内

容を参考に、町としての処分を決定いたしました。なお、事案の内容によりましては、警察

に告訴することがあるのではないかと考えてございます。

2番、地域医療について、①、予定していた岩科診療所のリスクとは何かという質問でござ

いますが、鈴木議員の質問にもお答えしましたが、人口減少は、かつてないスピード進む当

町におきまして、大きな投資をし、新たに単独で診療所を建設し、運営費を捻出し続けるこ

とは、次世代の住民に負担を強いることになります。できるだけそのリスクを減らし、持続

可能な医療提供体制を構築することが必要と考えてございます。②地域医療振興協会に、安

良里、田子に運ぶことも考えるとしているが、具体的にどのように考えるか。地域医療振興

協会が心配していることの一つに、この地域の人口減少がございます。人口減少が続いた場

合、将来は、今井浜病院、田子診療所、安良里診療所を統合することも考えなければならな

いかもしれないという話があったため、田子診療所、安良里診療所に運ぶ方法なども考えて

いく必要があるとし、診療所をなくさないでほしいといったものでございます。③地域医療

における診療所の役割をどう考えるか。静岡県、保健医療計画に、医療は、患者の身近な地

域で提供されるのが望ましいという観点から、かかりつけ医等を地域における第一線の医療

機関として位置づけるとなっています。これが診療所の役割と考えております。④松崎の医

者は、近隣と比べて少ない、どう対処するのか。静岡県賀茂地域局の発行している新南伊豆

の姿によりますと、平成30年の松崎町の人口1万人当たりの医師数は3.0と人となっていま

す。賀茂地区では15人、静岡県全体では20.9人となっています。確かに松崎町の3人は少なく

感じますが、西伊豆町と合わせますと、10．2人となります。将来につきましてはこの地域に

合った新しい医療体制の構築の中で考えてまいりたいと思っております。⑤、在宅医療支援

の支援機関の規模、量、手段、コストの現状と今後の見通しは、という質問に対してでござ

います。在宅医療支援の支援機関については、24時間往診が可能な体制を確保しているこ

と。また、医療機関または他の保険医療機関、保険医との連携により、在宅療養患者の緊急
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入院を受け入れる体制を確保していることなどがあり、松崎町内にはございません。近隣で

は西伊豆健育会病院が在宅医療支援病院、田子診療所、安良里診療所が在宅療養支援診療所

となっております。⑥、遠隔医療、ＩＣＴ活用の医療の課題は何か。令和3年度に静岡県が西

伊豆健育会病院と、中山間地域医療機関等連携強化推進事業として、オンライン訪問、オン

ライン訪問健康医療相談を実施しました。内容は、看護師と事務員が患者宅を訪問し、タブ

レット越しに、病院の医師が健康医療相談を行うものでございます。最初は、患者さんがタ

ブレットの画面に映る医師を認識出来なかったりしたこととのことですが、次第に患者さん

も慣れ、タブレット越しの受け答えも通常の訪問診療等同様に出来たとのことでした。課題

としては、タブレット付属のカメラの操作の習熟、画像や音声の乱れなどがあったというこ

とです。担当医師からは、タブレット越しでも、訪問診療と、次の訪問診療の間に、患者の

様子を密に把握出来、安心できるという意見がありました。今後、動くことが困難な患者さ

んたちの助けになっていくことと考えてございます。以上、質問に回答させていただきまし

た。

○７番（髙栁孝博君） 一問一答でお願いします。

○議長（渡辺文彦君） 許可いたします。

○７番（髙栁孝博君） まず、職員の不祥事の関係ですが、業務を担当したのが、12月、そし

て、事件が起こしたところが12月から3月というものが、お話だと思いますけれど、この時期

というのは、ちょうど、町長選が終わりまして、町長が変わった。最初のところでございま

す。そういった意味でハネムーン期間というか、町長にとっては、町長になりたてというと

こで起きちゃったわけですが、そういう意味で今、課長が管理するってなってますけど、そ

のときは課長も、係長と兼務になってたと思います。そういう意味で、そこに何かこう、弱

いよ、管理監督するという意味で、弱いところがあったんではないかというふうに思うわけ

でその辺りはいかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい、今、お話がありましたが、12月3日から始まったということでそ

の時点では前町長の任期期間でございます。こちらについてはやはり仕組みが、やはり、甘

いところがあったということで先ほどお話ししましたとおり、そこの改善をしっかりとする

と。いうところで対応をさせていただくものでございます。

○７番（髙栁孝博君） 仕組みがと言いますけれど、やはり、コンプライアンスもそうですけ

ど、人間が管理監督されて、初めて守るものあるわけです。なぜ警察があるかというと、警

察が動かなければ、守られない法もあるわけですよね。そういった意味で、やはり管理監督
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するところは、弱かったんではないでしょうか。そして、そこにある、12月3日といいます

と、選挙が11月ですので、もう既に、深沢町長が町長になるということがもうそこでわかっ

てて、中でやったわけですよね。そこに何かこう気の緩みっていうか、管理の漏れがあった

んではないかというふうに思うわけです。これは結果的にその時期だからそういう思うわけ

でありますけれど、そのときに、いずれにしましても、新しく町長になってから、管理監督

すべきところが、副町長はそのときはいなかったわけでございます。そうするとその業務を

見ていくってのは課長も、係長と兼務でありましたから、非常に困難だったように思いま

す。その課長が多分、処分されたということなんでしょうけれど、やはり、それ以前から、

この方は、再犯っていうか、前にも不祥事を起こしてまして、なおかつ、無断欠勤もあった

ということそれも複数回あったということで、ありましたので、要は、しっかりと管理監督

しなければ、いけない人物だったんではないかと思います。その辺りは、その時期というの

はどのように考えられてるでしょうか。

○町長（深澤準弥君） 私も12月14日から正式に、町長として任命させていただいておりま

す。そのあとも当然、この、管理されている預金通帳から引き出されておりましたので、当

然、私どものほうも、責任を感じておりまして、謝罪に至ったわけでございます。やっぱり

その処分については松崎町の処分規定がございまして、それに準じて会議を開き、その上で

やるという形になっておりますんで、それに準じてやらせていただいたというところでござ

います。

○７番（髙栁孝博君） 12月の14日からということで、12月3日からこの業務に入って実際には

横領してたということですので、なかなかわかりにくかった実際に、業務わからなかったと

いうことを答えておりますので、そこら辺が非常に把握出来なかったんではないかというふ

うに思います。今後、それらを直していく一つの事件ではないかと思います。このあたりそ

れを一つを教訓としまして、管理監督体制も含めて、進めていただきたい。それから、これ

までの法令遵守をどう指導してきたかということに対してですが、これについては、公務員

でありますから、もう入るときから既に、役場に入ってから宣誓されるぐらいのことがあっ

たと思うんですよね。それらについてなかなか守られないっていうのは、やはり、コンプラ

イアンス、法令を守るという意識が薄かったんではないかというふうに思います。しかも、

その前に、無断欠勤であるとか、交付すべきものを交付しなかったというのが、あったよう

に思いますので、これはやっぱり少し注意することが必要であったんではないかなと思いま

す。ただ、稼働的にですね、非常に難しい時期だったというふうに思ってます。これは難し
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かったんだけど、この法令を守るっていうことは、もうその稼働とか、業務をやる、あるい

はそのマニュアルとか、以前に、法令を守ってれば、たとえ通帳を持っていようと、その法

令を使わなければ、事件にはならないわけですよね。ただ、この後、記者会見の中では、若

いからっていうことで、告訴しないと、いうことがあったわけですけど、彼はやめなきゃな

らなくなってしまったわけですよね。そして、なおかつ社会的な報道にも載りましたし、制

裁を受けてしまうわけです。本当に彼のことを考えているんだったら、どうしてその犯罪を

とめるかということを、やはりもう少し考える必要があったんではないかと思います。その

点いかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） 高柳議員のおっしゃるとおりでございます。実際に、やめざるを得な

くなってしまった職員に対しては、自分も、反省することしきりでございます。この仕組み

については、やはりこれ二度と起こしてはならないと、強い思いを持って、これからの仕組

みづくり、邁進していくと、行動でも、しっかりと定めさせていただき、これから職員につ

いて、やはり、二度とこういったことが起きないように働きかけてまいりたいと思います

し、これについては本当に職員数が、近隣と比べて足りないのも、そこは理解をいただきた

いと思います。私のほうからも、いろんな無理強いをして職員に対してお願いしてる部分あ

りますので、これについては本当に高柳委員のおっしゃるとおりで、自分のそこの至らなか

ったところは反省しきりでございますので、二度とないようにしてまいりたいと思います。

○７番（髙栁孝博君） 人はね、確かに私は少ないと思いますよ、欠員もあるわけですよね。

そういった中で、一生懸命頑張ってる人がいるわけですよ。ところがこういう事件がある

と、外の人は松崎は何だってなっちゃうわけですね。それで奇しくもですね、県のほうも、

松崎高校で先生が、不祥事があったと。そして県のほうも、工事の関係で不祥事があったと

いうことがあって、その中でまた松崎というのが出てきたもんですから、やはり、これでは

一生懸命やってた人が浮かばれないんじゃないかというふうに思います。一生懸命やってる

ことはよくわかります。人が足りない分だけ頑張ってやらなければならないわけですから、

なかなかそこも考えて、人事体制、そして、もう一つの事件は、ミスがあったわけですけ

ど、そのミスが起きないようにするため、これも人がなかなかいなくて、その方に教える指

導教育することがなかなか出来ないっていうこともあろうかと思いますが、その辺りをきっ

ちりやっていかないと、なかなかマニュアルだと、また落としてしまう。可能性はあるんで

すよね。その辺りを、人が少ない中で教育に時間を割く、時間はないかもしれませんけど、

そこを、上司とか、そのトップの方とかいうのは、ぜひ考えて、その1人だけの問題じゃない
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ですよね、松崎町の職員って言われてしまうわけです。そこのことを考えてみると、やはり

そこはやはり少し厳しくして、あるいは、新しく来た人にしっかりとお仕事を教える。そし

て、そのワークフローもですね、もう自動車税を払うとか保険税を払うと日にちが決まって

るわけですよね。そうするとその日にちにあって、入ってこなかったら何かアラームが出る

とかですね、何かそういうふうにしていかないと、チェックだと、チェックそのものが落ち

てしまう可能性があるような気がします。その辺りどうでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい。いろいろな場面でそういったご迷惑をおかけしたことについて

は本当に申し訳ないと思っております。私のほうで本当に、トップとしての責任を感じてい

るところでございます。今言ったシステムの関係ですけどもやはり相手方金融機関等の取引

上のものがありますのでこちらで、いろんな形で指導が出来ないところもございますので、

そこについてはやはり今できる範囲の中で最大限注意をして、二度とない形に進めてまいり

たいと思っておりますので、その辺はちょっとご理解をいただければと思います。

○７番（髙栁孝博君） はい。次にですね、職員の監査の責任ということでちょっとお尋ねし

ます。これも、副町長もいない中で起きちゃったわけですけれど、副町長いないときその職

員の間、副町長の仕事っていうのは自治法で決まってる、決まってますよね。三つ決まって

て、その中に一つ職員の監査というのがあったように思いますけれど、相違ないときにね、

実際どのようにやられていたんでしょうか。

○町長（深澤準弥君） 副町長がいないときにのことについてちょっと発言が出来ない状況で

ございますので、自分がなってからでよろしいでしょうか。そこについては基本的に、総務

課長とともに、そこの部分で補佐する形で、やらせていただいてきたところでございます。

○７番（髙栁孝博君） 総務課長前は、統括課長というのは、出来て、あなたは副町長と同じ

ようなことを、若干やらせるっていうなニュアンスがあったような気がするんですけど、や

はり、こういうものは責任を明確にして、あなたはこの部分を見てくれって特命的なものも

出していかないと、責任というのははっきりしていかないというふうに思い、今後ぜひ考え

ていただきたいというその辺りいかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい。おっしゃるとおりでございますので、今後こういったことがな

いように、こういう、処分があってやめるようなことがあってしまうと、もう本当にその子

にとっても、社会的制裁も受けますし、職を失うということにも、なっておりますので、そ

の事実は重く受け止め、次から、そういったことがないように努めてまいりたいと思いま

す。コンプライアンスの遵守につきましても、ただ紙を配るだけではなく、やはり高栁議員
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おっしゃるように、オール、松前町役場でですね、自分を含め、課長たちも力をかりながら

ですね、したいと、しっかりと伝えてまいりたいと思います。

○７番（髙栁孝博君） 次に記者会見の中では、若いからあるいは返したから、告訴しないと

いうようなことであったわけですね、新聞発表のなかで、これ町長もその辺の同じ考えでし

たでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい。記者会見で申し上げましたとおり、基本的に、返済をし、反省

をしていたというところまで申し上げておりまして、なおかつ、若いからというか、その将

来がある中で、これから先、再就職をしていかなければならないような状況もありますし、

それなりの社会的制裁を先ほども高栁議員もおっしゃっていただきましたけど受けている

と。いうようなものを勘案しながらですね、今回の対応に決まったものでございます。

○７番（髙栁孝博君） 先ほども少し申し上げましたけど、若いからということで言ってしま

うと、高齢者ならば告訴するのかという考えもある、実際、そういう人もあるわけですよ

ね。それから、返せばいいんだというようなことになってしまうと、今後、4300幾らの町じ

ゃないけれど、返してしまったから、多分、返せば、告訴すれば、不起訴になる可能性も高

いわけですけど、ただ、最初から、何もやらない、ということになってしまうと、実際真実

どうだったのかと。いうことが、わからない部分ある、身内にと、身内に甘いんじゃないか

っていう、当然、話も出てくるわけですよね。そういう意味で、あれはたしか、告訴するこ

とになってたと思います。阿武町ですかね。だからそういった意味で、若いから将来がある

からっていうのは、それは、裁判とかなんかで、判決を決めるときに、やるなら構わないけ

ど、最初から言ってしまうと、今後告訴するってことは難しくなってくんじゃないかと思う

んですよね。で返せばいいんだ。というような話になると、それもまた、先ほど言われてい

たじゃないですかちゃんと、組織の中の規則、それから、弁護士に聞いた。県の委員会とか

何か聞かれたんですかね。むしろそういうのを参考にして、決めたって言ったほうが、町民

からわかりやすかったと思います。そういうのはどこにも出てきてなかったので、ちょっ

と、新聞報道がまずかったかなと思います。それはいかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） 基本的に今回の事件を受けて懲罰委員会を開催してそこで決めたもの

でございます。そこの細かいところまでを、報道で説明はしなかったことについては、わか

りにくかったということであれば、確かにそうなるかもしれませんが、今までの報道、他の

自治体、もしくはほかの機関等もそこまでの報道が、基本的にしておりませんので、ちょっ

と誤解を招くような表現があったのかもしれませんけども、基本的には、ほかの報道と同じ
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ような形で報道させていただいたということです。ただ、若いから、返したからいいという

ことではないことは社会的な制裁を受けるということで、そこはご理解いただければと思い

ますんで、高齢者だから訴えるのかという、そんなことはございません。規則をきちんと中

でやりますので、はい。

○７番（髙栁孝博君） はい。外部の町内でなくて、町外の方からは、なぜ告訴しないんだっ

ていうようなお話も出ています。現実に、だからここでしなかったということはさらに責任

が重くなると思います。今度、こういうことが起きてしまうと。告訴した方がよかったんで

はないかということにもなりかねません。そういった意味で、要は、仕組みもそうですけ

ど、コンプライアンスをしっかりしてれば、横領なんて事件は起きないと思うわけですよ

ね。そこをしっかりとやって、外部からも言われないように、ぜひお願いしたいと思いま

す。警察が入ると、全ての業務を調べます。なぜ起きたのかということでね。だから、警察

が入ったほうがちゃんと分かるんじゃないか。入ってもらってよかったんじゃないか。そう

言われる、言われないように、ぜひやっていただきたいと思います。続いて、地域医療につ

いてでございますが、予定していた岩科診療所のリスクは何かということですが、先ほど、

将来にかけてその負担をかけていいかなっていうような回答だったと思うんですが、それ

で、そうでしたでしょうかね。だけど、交渉の記録を見ますと、そうは言っていなかったで

すよね。交渉の記録では場所がっていうことを言ってると思います。その辺りはいかがでし

ょうか。

○町長（深澤準弥君） 場所についてはこちらからではなく、地域医療診療協会と話をしてる

中で、場所がというような発言をしたことは確実でございます。ただ基本的には向こうが申

し上げてるとおり、運営について、非常に心配であるというようなことから、そういうとこ

ろで先ほど答弁になった次第です。

○７番（髙栁孝博君） はい。5年間で黒字にするという事業計画は、協会のほうも了解してい

たわけですよね。それでなおかつ、過疎債っていうのも、県がこれでやりなさいっていうこ

とで認めてたと思います。そこは違いますか。

○町長（深澤準弥君） 事業計画につきましては、全く納得していたとは、はっきりとはおっ

しゃっていませんでした。ただ、ここで言っても、どうなんだって話になるのであれば、ま

た地域医療振興協会の方もですね、あわせて一緒に話を聞いていただければ、いいのかなと

思います。今、もう一つ、は何でしたっけ。

○７番（髙栁孝博君）場所について、町長が言ってるのはですね、岩科診療所について場所が
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ネックになっている、見直しを進めていきたいという、これは町長のほうが言っている。

○町長（深澤準弥君）そうすね、その現場のところで自分からはそういう話をしました。その

前に電話等で連絡してるときには、そういったところを言われていたのでそこで聞き取りと

いう形でやらせてもらってます。

○７番（髙栁孝博君） 今でも場所がネックになってると思ってますか。

○町長（深澤準弥君） 場所だけではないです。いろんな状況を全て考えてやりたいというこ

とで、何が駄目とかっていうのであれば、しっかりとそういう議論を進めた中で、お互いに

オープンにした中で納得している状況で進めるべきであるというところが、ネックになって

いると申し上げているところでございます。

○７番（髙栁孝博君） 先ほど、費用の負担の話をしてたと思うんですが、費用の負担につい

ても前回私が聞いたときには、計画は無理がないって答えてるわけですよね。そう答えてま

すよ。それで、この場所にネックがないって話になると、先ほど教育委員会で言ってた。給

食、給食の調理室ですか。そこをつくるところも一つの考えるとなる場所がネックになるっ

てことになると、給食センターっていうか給食の調理室そのものが、あそこ置けないんじゃ

ないかというふうに思うわけです。それと、場所がネックになるって考えになってしまう

と、あそこの横には幼稚園があります。避難所があります。先ほど、鈴木議員のほうからも

その話がありますよ。そうすると、そこがネック、場所が悪いということになると、それを

どう対処するかという問題が出るわけですがその辺りいかがか、お考えですか。

○町長（深澤準弥君） はい、計画が無理はないとこないだ答えたのは、いわゆる過疎債のあ

れをもらうときについての質問だったので、そこについては通常どおり、計画に対して、過

疎債というのはつきますよという、そういう判断の答えです。それは見てもらえば、また分

かると思うんですけれども、その質問に対してそのように答えている状況です。場所につい

ての関係ですけども、いわゆる、先ほど、教育委員会からの話があった。給食センターや幼

稚園は、いわゆる、お金の収益があるものではないです。そういったところを1番心配されて

いたのが地域医療振興協会ですので、給食センターがお金を収益上げるのであれば、またち

ょっと違う話になりますし、幼稚園も、そこで外貨を稼ぐようなところであれば当然違う話

になりますので、そこの部分、確かにその岩科の場所も含めてという言い方をさしていただ

いてる形になっております。

○７番（髙栁孝博君） この中では、町長が2月に言った中では、費用がどうのこうのって言っ

てないんですよね。そして、総合計画の中で令和4年度予算を組んだってのは、まさに町長が
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企画の課長のときに、令和4年度に説明されてるわけで1回、それで、実際に、町長は、所信

表明のときにも、財政は健全化で健全であると。実際現在の財政指標というのは、健全じゃ

ないですか。しかも、医療というのは、ほかより優先すべきことだと思います。総合計画の

アンケートの中で、医療の大事さとは第何位でしたか。

○町長（深澤準弥君） 医療介護につきましては、やはり住民の関心が高いところでございま

す。ただそればっかりにとらわれることなく私の役割としては、全ての町のことをやらなけ

ればならないもんですから、いろんな形で勘案させていただく必要があります。医療につい

ても当然、先ほど申し上げましたとおり、ただ潰したっていうような言い方をされますけれ

どもそうではなくて、新しい医療体制案を構築という形で、これからどんどん社会の中で、

医療、医師がいなくったり看護師がいなかったりっていうような状況の中で、本当に最終的

に、この地域の在り方として、介護の部分も含めて医療だけでは完結しませんので、介護も

含めていろいろ検討していく必要があるというところで、今回見直しという形をさせて、い

ただいているところでございます。

○７番（髙栁孝博君） 地域医療における診療所の役割ということで、後で聞こうと思ったん

ですが、診療所っていうのは、全体で考えるもんなんですか。地域診療所って何次医療です

か。2次医療との違いは何ですか。いかがでしょう。

○町長（深澤準弥君） 診療所というのは当然入り口の医療でございまして第1医療になってご

ざいます。そのやり方が今これから日本全国でも診療所を、各自治体が、単独で持つべきも

のなのか、先ほども話をさせていただきましたけれども、南伊豆では、医療機関が、南伊豆

の方々のお金を使わずに、しっかりと医療体制を構築していただいてます。まして今お金を

払っている部分で考えると、下田メディカルセンターに負担をしているような状況でござい

ますし、この間は西伊豆病院にも、コロナ禍のときには、補助金等も出したりして、地域の

医療を守るという形で、いろんなケースを考えなければいけない状況が来てます。実際にこ

れから人口減少していく中で賀茂地域の医療をどう守っていくかということを、私たちは公

として考えていかなければならず、町が単独で診療所をつくってその診療所の機能自体にた

くさんの機材を入れてやるべきかどうかというのを見直しをさせていただきたいと。言った

ところで自分は考えているところでございます。

○７番（髙栁孝博君） はい、一次医療っていうのは、原則市町村単位ですよね。診療外来

時、診療などの日常的な医療を提供するものであると。2次医療っていうのは、複数の市町

村、市区町村で構成されると。救急医療を含む一般的な入院が、入院治療が完結するような
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設定ということで、西伊豆町は、2次医療っていうのは、西伊豆病院ですよね。一次医療とい

うのは、今の診療所は、安良里も田子もう中江先生のとこも、名称が出てしまいますけど、

そういう医院クリニックというところも、一次医療なわけです。一次医療の単位が、原則市

町村単位で松崎の診療所のことについて、西伊豆町とか南伊豆町とか、一緒で考えてるんで

すか。

○町長（深澤準弥君） これからの人口減少の社会の中では、それが必須になってくると考え

ております。診療所についても今、町内に２診療所がございまして医師の方とも話をさせて

いただいている中で、やはり1番いい方法をこれから考える期間を設けたほうがいいというア

ドバイスをいただいてますので、その中で検討していきたいというところでございます。

○７番（髙栁孝博君） 私も県の担当に聞きました。県の担当が県の全体で考えているという

のは、診療所のことではなかったですね。病床をどうするかというような話ありました。今

後、一般治療ではなくて、介護的、あるいは、自宅での治療が出来ない方あるいは通えない

方、そういった方のための病床っていうのはやはり考えていかなければない。実際に、メデ

ィカルセンターでは、治療が終わった後のリハビリ的なものを病床を、増やして、そういう

対応しようかしてるんですね。ところが、それは診療所の役目じゃないわけです。出来ない

です、ベッドがないから。で、今回の診療所はまさに松崎単独で、計画で工事をやれば、来

年の4月にはサービスを開始するという計画でした。それが出来なくなったっていうのは何か

ということです。先ほど言ったのは、ネックになった、全体を考えると言ってますけど、診

療所をほかの市町は松崎の診療所のことを考えてくれてるんですか、県は、そういうのは、

言っていませんでしたね。私も賀茂医師会の先生に聞きました。やはり松崎は、お医者さん

が足りないと。いうようなお話も聞いてます。その辺りは、この後、後ろで、運ぶとか言っ

てる、あるいは来てもらうと言ってる、運ぶ来てもらうってことになると、どこか箱物がな

くても、来てもらってどこでやるってことです。自宅のほうへ来てもらうってことなんでし

ょうか。その辺りも、はっきりしないですよね。それをどのように考えているでしょうか。

○町長（深澤準弥君） これから医療体制の構築についてはいろいろ、先ほど県に聞いたとお

っしゃってますけども県のほうにも、当然これから話をしていってます。賀茂医師会の先生

方に聞いたとおっしゃってますけども、私のほうも賀茂医師会の先生とは話をしてますの

で、どういう齟齬があるかは、また後で突き合わせをできればいいかなと思います。やっぱ

り地域の医療については、しっかりとした計画を立てた中で進めるべきだと思っております

し、相手方のあることですので、どこまでできるかというところも含めて、この人口減少社
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会の中で、やはり持続可能を考えなければいけない。その中で、ただつくればいい、つくっ

て、計画どおりに行けば理想ですけども計画だと、難しいよという形を、しっかりと言われ

てる中で、今回も、協会との協定が結べなかった経緯もあるということですので、そういっ

たことがないように、事前にしっかりと協議をして、上で進めてまいりたいというところで

ございます。

○７番（髙栁孝博君） はい。事後計画そのものは、地域の振興協会さんが出してきたわけで

すよね。違いますか、それを、それをもとに話をされたわけですよね。指定管理者として、

応募するときに、事業計画を出しなさいとなってたと思いますよね。違いますか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） 失礼します。はい、すいません高栁議員の質問に少し数字的

なところで答えさせていただきたいと思います。まずあの、地域医療振興協会が当初出して

きた数字で、今回、厳しくなったよというのは、コロナ禍でなかなか、医療がですね、かか

る方が少なくなっているっていうところもありまして、最近の地域医療振興協会としては、

やはり、黒字に持っていくのは相当厳しいっていうのは、言われておりました。で、今回私

も、担当になりましたので、少し数字を見さしていただきました。個々の医療費、医療費か

かった方と後期高齢者医療ですね、ここら辺の数字を見ますと、松崎町の２医院の方につい

ては、国保ですと、大体被保険者の27.8％、の方が、松崎町の２医院にかかっています。

で、後期のほうですと、66.1％の方がかかっています。これは全ての方が66.1％がかかった

ということではなくて、1か月に2日間かかってきてもいるのであくまでも数字的なものとい

うことです。これから、岩科診療所の人数を、簡単に推計させていただきますと、やはり令

和3年度、については、1日やっぱり16．4人ぐらい、しか、患者さんがいないという推計が、

単純に私が推計した数字です。これを実際に25人まで、持っていくのには、200人、1か月200

人ですね、の方を、ふやさないといけないっていう簡単な数字が出ます。これをもっていか

ないと、結局運営費に1500万ぐらいの赤字が出てしまう。で、コロナ禍にあって、結局、地

域医療振興協会についても、やはり厳しい、将来的には人口減少から、今井浜病院、田子診

療所、安良里診療所も、統合しなければならないよっていうときに、今松崎診療所をつくっ

て、10年後に、もう、お医者さんがいないよっていう状況になってしまうと。負債だけが残

ってしまう。そういうところも含めて、もう一度、地域で医療を考えて決めていきたいとい

うような町長の考えと、いうふうに思いますので、お願いいたします。

○７番（髙栁孝博君） 数字的に言うと、国保だけじゃないですよね。うん。だから国保のや

つはわからないという話が前にありましたので、それと、松崎で受けられないからよそ行っ
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てる人っていうのは言ってるんでしょうか。今時間がないんで、延長をお願いします。

○議長（渡辺 文彦君） 答弁求めますか。

○７番（髙栁孝博君） いいです、数字のあれは。

○議長（渡辺 文彦君） 許可します。

○７番（髙栁孝博君） それともう一つ、災害のときに、救護所というのをつくりますね。松

崎町は幾つで、西伊豆町は幾つですか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） すいませんちょっと西伊豆町の数っていうのは、申し訳あり

ません、ちょっと今把握してないもんですから、すいません、松崎町については救護所につ

いては、松崎高校が救護所の予定地になっております。

○７番（髙栁孝博君） 松崎町医療救護計画という中に、西伊豆町も書いてあるんですよね。

替わってわからないと思いますが、これ見ますと、西伊豆町救護所、宇久須、安良里、田

子、仁科です。松崎町、松崎高校です。これどう思いますか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） 西伊豆町については、各地区、昔から西伊豆町がですねそれ

ぞれ宇久須、安良里、田子、仁科それぞれの、庁舎が残ってるような現状もありますので、

そこいら辺かなと思います。松崎町の松崎高校については、当然ヘリコプターの発着場にも

なりますし、実際に、医師がそこへ行って、医療救護所やらなければならないということを

考えれば、適切な場所かなというふうに考えております。

○７番（髙栁孝博君） 仮定の話をしますけど、もし岩科診療所があれば、お医者さんが、避

難場のすぐ隣にできるわけですよね。救護所としてうってつけじゃないでしょうか。お医者

さんも、機器もそこで助かれば、診療治療もそこでできるわけですね。救護所へと、用意し

た器具でもって、お医者さんが駆けつけて手当てするんでしょうけど、そこにお医者さんが

そばにいるということになると、さらによい医療が提供できるんではないかと思います。そ

ういった意味でも、災害に備えるという意味でも、私はあったほうがいいんじゃないかと思

います。その辺りが、災害に備えるっていうことは、備品を置くにしても何にしてもお金か

かるんですよね実際ね。だけど、医療というのは、ほかのことに優先することです。ほかの

ことにお金かけるんだったら、家をかけて提供する。防災のときにも、救護所の一つではな

くて、二つになれば、さらに安心なる、今住民が考えてるのは、不安を感じてるんじゃない

かと思います。西伊豆町の人は、救護のところが、いざとなったら、四つもあるんだよね、

自分たちの近くに行けるんだよねっていうことはできるわけですけど、松崎町が、一斉に救

護のとこ行ったときに、果たしてさばけるかと思うわけです。そういった意味でも、よりよ
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いサービスを提供する医療のサービスを提供する、これから介護をするに当たっても、よそ

から来てもらうんではなくて、松崎町の中のお医者さんに、診療所があれば、さらに、訪問

医療としても、往診にしても、やりやすくなるんではないかと思います。その辺りは、全

然、10年先20年先って言いますけど、今、今よそ行ってるんじゃないでしょうか、意見交換

会のときにも、2時間も待たされたとかいう人がいましたけれど、実際、先ほど、25人と言っ

て、今、中江医院さんが新聞に出てますよね。平均50人です。私が、もう一つのほうのお医

者さんに聞いたときにも、午前中で受け付けてる40人です。それ、それにあふれてるんじゃ

ないでしょうか。そして、今、言われてるのは、老老医療、何かというと、高齢者、老人を

高齢のお医者さんが見るようになってきてる。そうすると高齢のお医者さんの労働時間が短

くなってるんですよ。そうすると、さらに大変になってくる、今より大変になってくる。そ

ういうことを考えてみると、検討する余地があるではないかと思います。これは担当課長で

はなくて、町長の話だと思います。

○町長（深澤準弥君） 災害時の医療につきましては、診療所があってもということで災害時

医療また別の考えをしなければいけないということになっております。ですのでそこについ

ては、リンクをさせるのは非常に難しい話だと思っております。あと、今ある、診療所二つ

の診療所の方々と1人のほうとよく話をさせてもらってるんですけども、その中でやはり、無

理に、必要かどうかをもう一度ちゃんと確認したほうがいいということは言われてますし、

賀茂医師会の先生ともお話をされたってことですので、また、その辺は確認をうちのほうも

させていただきたいと思っております。よく、話をさせていただける方ですので、そういっ

た意味でほかの方も含めて、いろんな形で今情報収集をしていまして、先ほど県の方とお話

をして、病院のことだけしか言わなかったという話だったんですが、そこについてもちょっ

と一応うちのほうからも確認をさせていただいて、進めていかなければ、ならないものもあ

るものですから、確認をしたいと思っております。先ほど何でもと言った意味としては医

療、介護の関係があって、医療だけではなく、やっぱり介護も一緒に考えていく必要がこれ

からのこの地方にあるもんですから、その部分で最近、十字の園、福祉施設、ですね松崎町

にあるのは決まってますんで、そういうところの方々ともちょっと議論をさせていただいた

り、介護事業所の若い方々ともちょっと話をさせていただいたり、ひいては薬剤師会、とも

今ちょっと連携を深めておりまして、総合的に、やはりここにいる人たちが、ケアをしっか

りと受けられる体制をどう構築していくかということを考えていくのが、これから先必要な

ことだろうと思っていますので、その辺はご理解いただきたいと思います。
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○議長（渡辺 文彦君） 時間ですので簡単にまとめて終わってください。

○７番（髙栁孝博君） コンプライアンスの関係、ぜひ今後ないように、今度あると、本当に

やってるかって話になってしまいますのでぜひお願いしたい。それから、医療の関係は、介

護も含めて、今連携を含めて、ＩＣＴも遠隔医療もありますけれど、ただ、対面でなければ

いけないとか、薬剤師さんも今対面でなければ渡せないといろいろ問題があるんですよね。

その辺りしっかりつかんで、診療所にいきなりすぐに代替でできるというものではないと思

います。だから、そこらを勘案しながら、10年単位で見ると、あるのかもしれません。ＡＩ

自体も、シンギュラリティが2045年で1人前だと言ってますから、まだまだ、アナログでやる

とこあると思いますので、ぜひその辺りもいろいろ検討、されたらいいと思います。以上で

あります。

○議長（渡辺 文彦君） 以上で髙栁孝博君の一般質問を終わります。

以上で本日の議事日程はすべて終了しました。

本日はこれにて散会します。

（午後 ３時５３分）

─────────────────────────────────────────

（午後 ３時５３分）
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─────────────────────────────────────────────────

◎開議の宣告

○議長（渡辺文彦君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会

議を開きます。

申し合わせにより議場内で上着及びネクタイをとることを許可します。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

日程に入ります前に、傍聴人の皆様にお願いいたします。新型コロナウイルス感染拡大防

止のため、傍聴に際しましては、消毒薬による手指の消毒、マスクの着用をお願いしますと

ともに、発熱などで体調の優れない方は、傍聴をご遠慮くださいますようお願いします。ま

た、会議中は、静粛に、お願いいたします。議場における言動に対し、拍手などにより、可

否を表明することはできませんので、その他、議事進行に支障になる行為があった場合は退

席をお願いする場合がありますのでご承知ください。

以上、傍聴人の皆様のご協力をお願い申し上げます。

（午前 ９時００分）

────────────────────────────────────────

◎一般質問

○議長（渡辺文彦君） 日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。

一般質問を行う前に、ちょっと訂正をさせていただきたい事項がございます。

本日深澤議員から通告が出てますけども、深澤議員の通告の日付が、令和4年6月26日に

なっております。

事務方の確認ミスでありますので、この6月を5月に変更していただきたいと思います。

それでは通告がありますので、発言を許します。

────────────────────────────────────────

◇ 深 澤 守 君

○議長（渡辺文彦君） 通告順位６番、深澤守君。

（５番 深澤 守君 登壇）

○５番（深澤 守君） 皆さん、おはようございます。

通告に従いまして、3点、壇上より一般質問をさせていただきます。

1、健やかで生きがいのあるまちづくりについて、2、経済の活性化について、3、農業振
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興について、以上でございます。壇上の一般質問を終わらせていただきます。

（町長 深澤準弥君 登壇）

○町長（深澤準弥君）

深沢議員の一般質問への回答をさせていただきます。

まず大きな1番、健やかで生きがいのあるまちづくりについて、①岩科診療所の計画は

中止ではなく見直しでよろしいでしょうかという質問に対してでございます。

現在、様々な医療関係者の方々とお話をさせていただいておりまして、昨日もいろいろ

お答えさせていただいたとおりですね将来のこの地域に合った、新しい医療体制を構築す

る中で、見直しを考えております。

②松崎町の医療体制を見直すときに、統合医療の採用を検討していただきたいのですが

いかがでしょうかという質問でございます。

統合医療というのは近代西洋医学と伝統、医学等を組合せて行う、両方のことですが、

医療の内容につきましては、松崎町で診療していただいている医師の判断によるものにな

りますので、統合医療など特定の両方の医師を募集したり、対応していただく予定は今の

ところはございません。

③地域コミュニティー活動などを支援する専門の職員を採用する考えはありますかとい

う質問でございます。

少子高齢化が進む中、地域コミュニティーの衰退は全国的な問題となっております。地

域のコミュニティーの重要さは、東日本大震災等においても、災害時、再認識されている

ところであり、町といたしましても、地域コミュニティーの機能維持、活性化を今後とも

図っていく必要があるとは考えております。

しかし、現在、一般の事務職員等が不足している中で、コミュニティー支援を専門とす

る職員の採用は、極めて難しいと考えておるところでございます。

大きな2番、経済の活性化について、①観光振興について、個々の市町の取組も必要で

すが、今後どのような方針で、美伊豆に働きかけていきますかという質問でございます。

美し伊豆創造センターは、伊豆半島の市町が構成員となり、組織されている。ＤＭＯ組

織であり、この4月からは、伊豆半島ジオパーク推進協議会とも統合し、新たな組織体制

でスタートいたしました。

伊豆半島の市町の多くが、観光業を主要な産業とする中で、伊豆というブランドを生か

して、国内外を対象に、広域的な観光誘客を図っております。
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広域的な誘客を図る中で、町内の観光施設や特産品を初め、松崎町の海、山、川といっ

た豊かな自然環境を生かしたアウトドアスポーツに関心を持たれる方々への情報発信や誘

客などを働きかけております。

また、インバウンドについては、親日的な台湾の方を美伊豆が積極的に誘客しておりま

すので、町としても、協力をして取り組んでまいります。

②松崎町独自のＤＭＯは必要と思います。設立する考えはありますかという質問でござ

います。

ＤＭＯは、町単独で組織、できればベストだとは思いますが、簡単に設立できるもので

はないと考えておりまして、現在のところ、設立の考えはございません。

松崎町として優先的に取り組まなければならないことは、現存の観光協会や、振興公社

など、観光に関わる組織体制の効率化や改善をまず図ることを目指してまいりたいと思い

ます。

③ふるさとガイドを復活する考えはありますかという質問でございます。

なまこ壁の建造物や、神社仏閣など、風情漂う町並みが他の地域と異なる松崎町の観光

資源の一つであり、その魅力を観光ガイドにより伝えていただくことができるような体制

ができれば、非常に良いと考えておりますが、マンパワー不足のために、まだ体制が整っ

ておりません。

昨年度から、松崎町漆喰文化次世代継承事業実行委員会が主体となりまして、全5回シ

リーズの漆喰文化連続講座を開催してきております。

この事業の目的としましては、やはり観光ガイドになっていただける方の育成として、

町としても、観光ガイドを復活したいと考えており、担い手を探しているところでござい

ます。今年度も同様の講座の開催が予定されておりますので、また、ぜひよろしくお願い

いたします。

大きな3番でございます。農業振興について。

①、フランスでは、オーベルジュという、農業と宿泊が一体となったホテルがございま

す。まつざき荘は食材調達の年間計画を立て、再生した農地で、栽培したものを買い上げ

るシステムをつくれば、耕作放棄地の問題の解消につながると思うが、いかがでしょうか

という質問でございます。

伊豆まつざき荘において、食材となる野菜については、町内にある2件の八百屋から、

多くを仕入れてございます。
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御質問のとおり、地元食材の活用や、耕作放棄地の解消といった点から考えれば、その

ようなシステムがあれば良いとは思いますが、そのシステムを誰がつくって運営していく

のかということは、そこが大きな検討課題でございます。

またまつざき荘が必要とする食材について、数量や品質を確保できるかという問題もご

ざいますので、現状ではなかなか容易ではないと考えております。

②生ごみの減量を含め、個人の宅で生ごみを堆肥化してもらい、その堆肥を使った野菜

栽培を推奨していく考えはありますかといった質問でございます。

生ごみの減量化につきましては、一市三町による、広域化の検討においても課題として

いるところでございます。当町における生ごみの堆肥化につきましては、松崎町ごみ減量

化対策事業補助金として、生ごみを堆肥化または減量化する機器等を購入する方に対しま

して補助制度がございますが、近年の実績は年間10件に満たない状況が続いております。

一市三町においても、対応に違いはございますが、今後は、他市町の事例も参考にしなが

ら、ごみの減量化が進むよう制度の充実を検討してまいります。

③法律の改正や、流通システムなどに対応した加工場の再整備の計画ありますかという

質問でございます。道の駅三聖苑構内にはかつて、女性会の方がコンニャクを製造してい

た作業棟という建物がありますが、ほとんど活用されていない状況で、今も残っておりま

す。道の駅の再整備につきましては、再度やり直しという形となっておりますので、加工

場の再整備につきましても、地域とのニーズを踏まえながら、地域共々検討してまいりた

いと考えております。

以上でございます。

○５番（深澤 守君） 一問一答でお願いします。

○議長（渡辺文彦君） 許可いたします。

○５番（深澤 守君） まず、1番の、岩科診療所の計画の中止ではなく、見直しでよろし

いでしょうか、のことについてお伺いいたします。

議会の最も重要な役割は条例等を、審査し、決議するることにあります。一方で、決議

した条例の運用を審査し、現状に合っていない条例を改正し、廃止する権限を議会を持っ

ております。

診療所の開院について、地域医療振興会との協定書の締結をもって最終判断を下すこと

になっており、協定書が締結出来ないときは、開院を断念することとなっています。

3月の臨時会において、岩科診療所の設置条例の廃止は、現状、地域医療振興会との協
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定書の協議で、7300万の債務負担行為の上限撤廃など、様々な条件面での合意が得られな

いことや、コロナの流行により、岩科診療所の設置条例を決議したときとは、劇的に医療

環境は変化し、西伊豆地区の医療体制の様々の問題が浮かび上がり、診療所を含めた西伊

豆地区の医療を見直すため、現状に合わない岩科診療所の設置条例の廃止に賛成したが、

この考えでよろしいでしょうか。

○町長（深澤準弥君）はい、まさに今、深沢議員がおっしゃっているとおりでございまして

診療所につきましては私も、ぜひ見直しをしたいということを旗を上げて、今の立場に立

たせていただいております。

その中で3月の議会で、皆さんに条例をリセットさせていただくというような話をし

た。一つの理由の中にはやはり、しっかりとそういったものに縛られずに見直しをしたい

というのが一つ原因でありましたけれども、そのときにはそれをメインで話をさせていた

だきましたが、その前段でその協定書の締結なしに、事業を進めているという、姿勢に対

して、皆さんが疑問を呈していただき、3月の時点でもまだ、協定の部分が進まないと。

しかも自分が一応、地域医療振興協会のほうに、出向いてですね、お話を聞いたときには

基本的には見直しをしたいということで同意を相手方にもいただいております。

そういった中で条例が残っていたとしても5年の4月開院ということまでもスケジュール

感としても、もうその条例があっても、現実的ではないというところも含めた中で、私は

見直しをということでお話をさせていただき、皆さんに説明をさせていただいて、そし

て、最後上程させていただいたところでございます。

やはり医療については今、御質問の中にもあったとおり、環境ですねも大きな要因であ

りますし、人口減少が想像よりも非常に早く進んでいるこの現状も、見据えながら、しっ

かりと将来のことを考え、進めてまいらなければならないという状況がございますので、

そういったところで、1度3月のときに、リセットさせていただき、今まさに関係者と話を

急いで進めているところでございます。

けさの静岡新聞にも載っておりましたとおりですね、できる限り、進捗も含めて、お知

らせしながら、進めてまいりたいと思っておりますので、御理解と御協力をお願いしま

す。

○５番（深澤 守君） これから、町長のほうは、医療体制について見直すということだっ

たんですけど、先日の一般質問の中で、総合計画のアンケート結果で、医療の充実を挙げ

る住民が1番多かった確か80何％という、数字なんですけど、これ総合計画のアンケート
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の内容を聞いたらですね、医療は充実してますかしてませんか。質問のみなんです。例え

ば、目医者さんかかりたい人が、目医者がなければ不満を述べるわけですし、また腰が痛

い人が整形外科がなければ整形外科が欲しいということで不満を述べるということで、決

してこれが84.7％あるから、岩科診療所は絶対に必要で欲しいという、理由づけにはなら

ないと思う。町長見直しするに当たってやっぱこういう、医療に対する不満が出てるんで

あれば、ニーズを、医療でマーケティングっていうのはおかしいでしょうけど、やはりそ

このところはしっかりアンケートなり何なりをして、つかんでいく必要があると思うんで

すけどその点についていかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい、今、御指摘のとおりでございます。アンケートによってはそ

ういった黒か白かといったケースでのアンケートもございます。これから自分がその地域

医療の新しい体制構築していく中で、1番重要視していくのは、まず、住民の方が本当に

何に困っているのか。

ただただ、要求を聞き入れるとなると、6000人の人口の中で、いわゆる、医療にかかっ

てる方々の現状をまず把握する必要があるかと思ってます。

ただ医療だけ提供してもというところがございますので、この狭い地域で、やはり医療

だけでなく介護の問題もございますし、その介護を取り巻く、いわゆる家族の問題もござ

います。

それでその地域の問題もございますので、やはり総合的に勘案した中で、地域包括ケア

の考え方は、国のほうからも推奨するように言われておりますので、そこの部分をしっか

りと進めてまいりたいと思っております。

それにはまず、やはり、コミュニティーも必要ですし、コミュニティーによって、いろ

んな形で要求要望も吸い上げつつ、できること、出来ないこと、早急にできることを早急

に、時間をかけなければ出来ないこと等も、全てあぶり出した上で、構築を進めてまいり

たいと思っております。

○５番（深澤 守君） それでは2番の、統合医療の件について、お伺いいたします。よく

松崎町、特に伊豆地域は高齢化が進んで、すごくこうネガティブな、感じの高齢化ってい

うあれですよねもう超超高齢社会ですよね、50％超えてると。確か、21％超えると超高齢

社会ですので、松崎は50％近く、50％超してるかな。ちょっとぎりぎり首の皮一枚つなが

ってる感じですので超超高齢社会です。これ、逆に考えると、日本、世界の最先端を行っ

ている社会なわけですよね。で、この最先端を行っている社会の中で、やはり医療介護の
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問題を、松崎町が独自の発想で解決できればこれ1番のモデル地区になるわけですし、こ

の問題を解決することによってやはり、町の財政だとか、そういう面も、改善されてくる

と思います。

その中で、今、考えられてるのは、西洋医学のみでは、とても医療費、それから薬剤費

かかるんで、それではなくて、昔ながらの漢方療法等を利用した予防医学等の、医療体制

を構築していこうかという流れがあります。ましては1番びっくりしたのは、数年前ま

で、南伊豆町に今道の駅のあったところに、国立の漢方薬の研究所があったということで

すので、この地域の基礎研究は進んでると思います。ですから、いろいろな問題はあるに

せよ、先進事例として、この統合医療の考え方っていうのを積極的に町が導入していくっ

てことも、いいことではないかと思いますけど、町長いかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい、先ほどの回答にもあったんですけれども、いわゆる近代西洋

医学と今おっしゃってる東洋医学の部分です。東洋医学については、いわゆる漢方薬であ

ったり、あとは人間のつぼ、もしくは、気功みたいなところもありまして、いろんな形で

医療が確立しています。今までは日本の医療関係は、西洋医学を中心に、今もそこを中心

に動いているんですけれども、実はお医者さんによってはですね、松崎町内の診療所にお

いても、漢方薬を進める、治療というか診察も、ふえてきているという事実がございま

す。各、私もそういう話を本人からもお伺いしましたし、実際、テレビのＮＨＫの特集で

もそういったところを特集するような時代にはなってきていると思います。ただうちのほ

う東洋医学を、ぜひ、取り入れてくれと言ったようなことがですね、専門家の方々に対し

て、なかなか進めにくいところではありますが、そういった形で現実、取り入れてくださ

ってる方々については、そういったことも含めて宣伝、コマーシャルしていきたいと思っ

ております。うちのほうとしても、医学に走ることなくその前段である健康増進の部分に

は非常にやはり力を入れていく必要があるかなと思っております。やはり元気で長生きが

1番いいんではないかと思っておりますし、裏を返すと、最後、終末期をどこで迎える

か。どういった、迎え方をするかといったところまでを総合的に、私たち、公の役割とし

て考える必要があると思っておりますので、いろんな形での、そういった、対応は必要だ

と思っておりますので、決して否定するものではないという考えは持っております。

○５番（深澤 守君） この統合医療について、漢方薬なんですけど、僕びっくりしたの

は、アシタバの根って、意外朝鮮ニンジンのかわりになるんです。今まで、松崎町は、外

から薬を入れることによって、莫大な金が出てくる逆に、統合医療を進めることによっ
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て、漢方薬の材料というのは、ここはいろいろあると思いますので、また農業収益とか、

個人の収益につながっていくっていう考えがありますので、そしてその、漢方について

は、今までは、その先生だとかの、手当と難しかったんでしょうけど、今はもう、IＣＴ

で遠隔で診療とか、薬剤の調合っていうのも、インターネットを通じて出来ますので、ぜ

ひそういう面も含めて、推進していただきたいんですが、いかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい今、アシタバの話も出ましたけども、いわゆる町内に生息する

野草で薬草が結構実はありまして、そういったものを口にする中で、薬膳料理という、部

類があります。そちらについても今実はそのマイスターというか方々が何名か松崎に、何

かあればというようなことでお声掛けもいただいておりますので、そういった可能性がゼ

ロでない部分について取り組んでまいりたいと思っております。今の、ＩＣＴを活用し

た、東洋医学漢方の関係もですね、町の人が、ニーズがゼロではないと伺っておりますの

で、ぜひそういったとこにも取り組んでいくような形では、進めてまいりたいと思いま

す。

○５番（深澤 守君） それでは、3番目の、地域コミュニティーのことについてお伺いい

たします。岩科地区のある、婦人会とか、そういう活動をされてる方のお話を聞いたとき

に、岩科地区では、大きいところで、皆さんとコミュニティー、例えばお年寄りと、そこ

の、もう少し下の世代の婦人会の方が、大きいところで交流するものではなくて、やはり

私たちは、何ていうかな、フェイストゥフェイスじゃないけど、いつもおばあちゃんやっ

て、どこどこで行くのとかってそういう関係の、交流の場コミュニティー活動してるとい

うことだったんです。そうすると、例えば、こういう方、お世話っていうかお年寄りのほ

うも全然知らない人、あんまり、親しくない日が声かけてくれるよりも、逆に、いつも、

そばにいてくれる人がいたほうが、気兼ねなく、活動ができるよっていうことだったんで

すね、現状、役場のコミュニティー活動っていうか支援する場合に、これ定期異動あるか

ら常に人が入れ替わると、なかなか信頼関係というのを築けないと思います。先ほど町長

の答弁は、役場の、人員が足らないからちょっと難しいんではないかっていうふうなこと

をおっしゃいました。そうすると、逆に言うとやはり、地域のことは地域の人たちがやっ

てもらう。で、常に同じ人がやってもらうっていうことのほうが効率っていうか発展して

いくんではないか。ですから、役場が今人員が足りないんであれば、その役割を、例えば

そこの地域のやってくれる人たちとか、もう少しすればその、地域ごとをまとめてくれる

組織みたいなのがあったときに、そこに委託っていうか、指定管理じゃないですけど業務
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委託して、コミュニティーを推進していくっていう考えもできると思うんですけど、その

点について町長いかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はいコミュニティーの重要さは、先日も防災の質問の中でもお答え

をさせていただいたり、いわゆる介護、地域での生活全て全般において、地域コミュニテ

ィーっていうのは非常に重要なものでございます。この中で役場の人間がその地域の人間

であれば当然その地域に戻って、そのコミュニティーの一員でもございますので、そこで

の役割を果たしていただくのはぜひやっていただきたいなと思っておりますし、やるべき

だとも思っております。ただ、全体的なものの中でこういう専門のことをというとなかな

か非常に充てることが出来ない状況でございますので、そういったときに、やはり地区、

それぞれの地区が35地区ございましてそこに行政連絡員も含めた中で、自主防災、会長で

もあります区長様がいらっしゃいまして、区長代理なのか副区長なのかといった地区ごと

の組織がある中で、またコミュニティー、醸成していく中で区の役員で進めていただくの

が、1番、役割としては早いですし、しかも、今おっしゃるように、地域にいる方々が出

来ますのですぐそばにいる方ができるということになろうかと思います。もちろんその中

で困ったことやいろんな相談等があった場合については、役場のほうへ相談していただ

き、その中で解決を一緒に考えていくというような姿勢ではおりますので、そういった形

でやっていただければと思っております。もちろん、災害時なんか、まさにそのとおり

に、結果となる、状況がありますので、日頃からそういったことを準備していくのが非常

に重要だと思います。本当にありがとうございます。

○５番（深澤 守君） 岩科診療所をつくる。欲しいという方の、何か根拠の一つに、かか

りつけ医がいなければ誰に健康相談するんだ。という、話が出てると思います。しかし、

逆に言うと、コミュニティーを活性化して、常日頃、お年寄り、健康不安を抱える方を見

てく。地域で見守っていくっていうことのほうが、必要ではないかというふうに思ってお

りますので、そしてその最近のデータだと、コロナの関係で、外出を控えているお年寄り

の方の、介護とか、病気になる率がどんどん上がっていくと。これは、逆に言うと松崎町

に、コミュニティーに参加せず、孤立してるお年寄りがふえるということはこれ、介護、

それから医療費の面で、莫大なお金がかかる、財政的にも負担がかかるということで、や

っぱ、コミュニティーを活性化することは、そのリスクを軽減することでもありますの

で、なるべく、もう予算なり、つけて、地域にのコミュニティーを活性化することに努力

していただきたいと思いますので、その点はよろしくお願いいたします。
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○町長（深澤準弥君） はい、私どものほうもぜひ、コミュニティーの活性化は必須と考え

ておりますので、県のほうにもコミュニティー推進の窓口もございます。そういったこと

活用しながらですね、この地域コミュニティーをぜひ火が消えてしまわないように、しっ

かりと持続をさせていきたいと思っておりますので、また御理解と御協力のほう、よろし

くお願いいたします。

○５番（深澤 守君） はい、それでは2番の経済の活性化についてお伺いいたします。今

回、観光についての、町、独自の話ではなく、賀茂地域ですとか、伊豆全体のことについ

ての取組についてお伺いしたいんですけど。前回の一般質問でも、やはり、質問させてい

ただいた駿河湾カーフェリーの取組についてお伺いしたいと思います。やはり、いわゆ

る、カーフェリーを入れるに当たって、松崎を含めた賀茂１市５町、まで入れるのかな、

観光振興というか、松崎に来ていただいて、どのようなことをするのか。西伊豆に行った

ら何をするのかっていうものをやはり明確になっていないと。なかなか松崎地区に来てい

ただかない、松崎地区に来ないということは、フェリーの利用を望めないということです

ので、その辺について、観光振興を美伊豆にどのような働きかけて、それを、カーフェリ

ーの、じゃなくて県のほうに、振興策を伝えていくかっていう、お聞かせ願えればと思

う。

○町長（深澤準弥君） はい、美しい伊豆創造センターや賀茂1市５町での集客、もしくは

今、松崎町の場合、西伊豆、南伊豆町と、伊豆西南海岸観光推進協議会というのを立ち上

げてございます。古くから観光協会を中心にして伊豆半島は連携をしてきた歴史がありま

すけれども、途中、いろいろ観光協会がそれぞれ道が変わっていって、割と離れていった

ところがございます。そこへきて美しい伊豆創造センターというのが7市6町の首長が集ま

って、いろいろ紆余曲折ありましたけども伊豆半島ジオパーク並びに美しい伊豆創造セン

ターが統合して、伊豆半島への誘客観光誘客、そして、文化の発信等々をしていくといっ

た組織になりました。そちらについては先日も役員の方々が見えたときに私どもで言った

のは、やはり伊豆というブランドを積極的に表に出しつつも、各、市町7市6町が協力して

やっていることですので、それぞれしっかりとやっぱり享受できるような、誘客を進めて

いただきたい。まずはそこのニーズとして、周遊できるお客さんを、たくさん送客してい

ただきたい。そしてできれば、今、伊豆半島のお客さんを、ほとんど1泊2日の旅行者で

す。これを日本という国の中で考えて経済を発展させていくためには、2泊以上というの

が長期滞在というのを目指せていかなければ、経済的な効果が十分に得られないだろうと
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いうことで、それは、各市町でいろんな形で考えていただくと。いうことなんですが、松

崎町に2泊が理想ですけれども、そうとも限らず、修善寺1泊松崎1泊でもいいので、周遊

で滞在時間を延ばすという目的を、ぜひ、美しい伊豆創造センターにはやっていただきた

いということを申し上げております。フェリーの関係につきましても、フェリーが一応、

土肥まで来ているんですけど土肥から今、実証実験中でございますけど、無料で松崎まで

はバスを出していただいております。それについてもぜひ自分もまだ乗ってないんですけ

ども乗ってみて、いろいろ活用してみたいなとは思っております。フェリーというとどう

しても車で乗るイメージが強いので、それもフェリーの会社にもちょっと言ったんですけ

れども、フェリー、車を使わずに、松崎まで来れる状況は、今のバスなんですね。そうす

ると清水エスパルスドリームプラザから、そのまま、車を使わずに町まで来れるための、

手はずがバスとの連携になっております。そういったマイカーで移動しないお客さんへの

誘客というのを、ちゃんとターゲットを持って誘客してもらいたいという話はちょっと、

申し上げたところでございます。これはバスを出してる東海バスにも同じことを申し上げ

てあげさせていただいて、誘客につなげていただきたいというようなことを申し上げまし

た。インバウンドにつきましても、これからこの6月10日ですね受入れを始めると。ツア

ーも、非常に好調に、埋まっているということも伺っております。そういった場合に、静

岡空港からフェリーを使って、伊豆へ入るルートをしっかりとつくっていただきたいとい

うことで申し上げているところでございます。フェリーを活用したので考えますと、中央

道の関係が長野山梨までつながっておりますので、積極的にそちらへの誘客もしていただ

きたいということで話を申し上げております。清水区、静岡県の清水区においては、体験

旅行の誘客を非常に積極的にやっておりまして、そこの方々も、長野、新潟、山梨から誘

客するに当たって、清水だけで完結することなく、伊豆まで行っていただいて、帰っても

らったほうが満足度が高いとおっしゃっていただけてるので、その面も含めて僕たちがで

きる、松崎単独でできることと、やっぱり連携して進めていかなければならないことを、

あわせて、進めてまいりたいと思っているところでございます。

○５番（深澤 守君） 2番目、松崎町のＤＭＯについてお伺いいたします。これ、僕前の

町長のときにも質問して、美伊豆があるからＤＭＯは要らないということなんですけど、

これやっぱ各町に必要だと思う。で、現状、例えばその観光協会、商工会その他連携し

て、観光で何かやろうかという、連携関係もなかなかうまくいってない。状況もありま

す。1番の問題は、松崎の強みや弱みを、熟知してマーケティングをやってる人間がいな
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いということと、それから観光に関してのどこから入ってきて、という状況、市場調査も

なかなか出来てない中で、やはりこういうものをやってって、逆に言うとこの企画したも

のを実行してく舞台もつくっていかなきゃならないと。それであるならばやはり、しっか

りとした、松崎町だけの、役場がやらないにしても、民間団体で、統合したＤＭＯをつく

るということのほうが必要ではないかと思いますけど、町長、端的、短めに回答お願いし

ます。

○町長（深澤準弥君） はい、ＤＭＯにつきましてはまさに、あれば、やはり1番効果はあ

ると思ってます。ただやはり、先ほど回答をさせていただいたとおり、松崎町で1番課題

な誰がやるんだといったところが課題になってきております。観光協会、振興公社、もし

くは商工会といった、各団体もございますので、まずそこの連携をしながらですね、ＤＭ

Ｏのところまで行きつけるかどうかといったところ、誰が実際にそれを動かせるのかとい

ったことも含め、今、自分としては、外部団体へ外部人材をということもいろいろ考えて

おりますので、その中で考えていきたいと思っております。

○５番（深澤 守君） ちょっと時間がなくなりましたのでふるさとガイドの件は、私もガ

イドの経験ありますので、今お客様が求めてるっていうのは、地域の人たちとのコミュニ

ケーションというのがすごく重要視されておりますので、ぜひふるさとガイドのほう、力

入れてやってやっていただきたいと思います。3番の農業の振興についてなんですが、私

調べたらびっくりしたのは、静岡県のカロリーベースでの自給率っていうのが、全国平均

が30何％なんですが、静岡県16％ちょっとしかない。農業県と言われながら16％しかね、

全国平均が低いというこの事態なんですけど、先ほど町長の答弁の中で、まつざき荘で使

うで品質だとか数量の問題っていうのもあるという、お答えだったんですけど、これ、簡

単にはいかないかもしれないですけど、これ調理人の考え方っていうのを考えれば、解決

する方法もあるんですね。なぜかというと、今のホテルの調理人っていうのは、仕入れが

優先なんです。年中、1年中、形の揃うものがあるからそれを使う。本来の、地域の食材

とは違いますんで季節にあるものに乗じて、それをいかに調理してお客様に出すかってい

うのが基本なんですね。これ、今の板前さん、調理人の発想は逆なんです。ここを変え

て、1年間に使うものを選定しながら、松崎で農業をやっていくっていうことが考えられ

ると思うんですけど、町長、いかがでしょうか。

それを主体的に、先行投資として、振興公社にやってもらう。少し赤字ですけど、将来

それで黒字化に見込める、松崎の産業に役に立つんなら、少しの、1年、2年、3年ぐらい



- 100 -

の赤字は構わないと思うんです。町長いかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい。まさに食料自給率の課題は、日本全国がこれからまさに喫緊

の課題だと思っております。これはしばらく、日本は人口減ってくんですけども、世界

は、爆発的に人口が増えていくので、食糧難になると、ＷＨＯも、申し上げている中でご

ざいます。その中で日本はやはり、今御指摘のとおり1番危機の多いところでございま

す。今おっしゃってるように、調理場のほうの考えを変えるっていうのは自分もまさに、

例えばその旬に入ったものでその旬の料理を出すっていうのは、非常に、この地域に合っ

ているとは思っております。ただ現実的にお客さんが入ったときに、隣のお客さんと違う

料理が出てもいいのか、もしくはそういった料理を出すのに、どの程度の手間がかかるの

かといったことも含めて、議論をする必要があると思っておりますので、ただ今御指摘の

ことは、自分も同じ考えを持っているので調理場には伝えて、何ができるかも含めて話を

していく、ところではおります。

○５番（深澤守君） これ、耕作放棄地の話って、もう何、ずっと解決しないで、解決しま

すやりますっていう話で、結局、昨日の話ではないですけど、卵が先か鶏が先かの問題、

誰が最初に手を出すか。問題だと思う。ですから、松崎町で国民宿舎に2万、4、5000入っ

てる。そこに食材を調達してるんであれば、やはり地元でつくったものを積極的に取り入

れて、その考えを、ほかの業者さん、民宿、旅館業者さん、それから、総菜屋さんに示し

ていくっていうのもやはりこれは振興公社の役割ではないかと。思いますので、ぜひ、解

決方法というのは、取っかかりってのはたくさんあると思いますので、やっていただきた

いと思います。それから、2番目の生ごみの堆肥化なんですけど、これよそのホテルって

今やり始めてまして、食品のリサイクルっていうかこう、循環型のことをやっててそれが

上がったものが、名物料理にもなっておりますので、やり方として松崎町は今、コンポス

ト方式のみなんですけど、富士のほうではだっくす食ん太くんという、段ボールの中に、

ものを入れて、堆肥化してくってもありますので、その考え方でやっていただければ、先

ほどの質問のとおり、うまくその野菜の栽培にも役立ちますし、今、有機農法なり、減

塩、無農薬っていうのが、やはりこの中で、どんどん普及してきますので、ぜひやってい

ただきたいんですけど、いかがでしょう。

○町長（深澤準弥君） ごみの減量化につきましては昨日も焼却の関係で、焼却炉の関係で

必要なところだということでお答えさせていただいております。で、今おっしゃるよう

に、もう7、8年前になりますけども、当時のプリンスホテルがいわゆる先端で、フードロ
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スの関係で、ホテルから出る、余った、ごみ、食材を減量化するということで、再生を図

った経緯があります。今それこそＳＤＧｓで、国連が推奨してますので、ぜひ、今、実は

まつざき荘にも、フードロスの関係は、一度投げてあります。ただこれから言っただけで

はなく、行動までしっかりと結びつけていくためにはいろいろな方策が必要と思っており

ます。で、うちのほうでやっているのがコンポストだけじゃなくて、実は台所に置く、あ

るいは電気、乾燥機みたいなやつがありまして、それも推奨をさせていただいてますの

で、そういったことで水分がほとんどですもんで生ごみの場合、それを飛ばしていただく

だけでもごみの減量になりますので、そういったことをもっともっとアピールして一人一

人が、1世帯世帯ができる、ことをまた進めさせていただければと、思っております。

○５番（深澤守君） それについての関連質問。いただきたいんですが、５分延長お願いし

ます。

○議長（渡辺文彦君） 了解します。

○５番（深澤守君） これ最近、農地の問題とか、テレビ、やっぱりいろいろ今やってるん

ですけど、将来的にはこれ土が不足して、農業生産、打撃を与えるんではないかっていう

提唱を鳴らす人がいる。特に近代農業だと、中国がやってる近代農業だと豊かな土地も、

5年とか10年で、駄目にしてしまって次、形になると、逆な考え方をするところ、土が基

調になって土が不足してくる場合に、生ごみのような腐葉土を使ったものが販売できる可

能性がある。地域の振興に役に立つ時代も来るんではないかというふうに思うこともある

んです。ぜひそういう面でも、ありますので、堆肥化については、ごみの現状ありますの

で、積極的にいろいろな方法を考えて推進していただきたいと思います。

○町長（深澤準弥君） はい、生ごみの減量について、全国的にはやはり今おっしゃったと

おり、堆肥化を進めている会社もあります。やはりそこが出来たものを、幾らで売れるか

のいわゆる経済の循環の商業ベースというか、商業ベースに乗る為のものが、今のところ

まだちょっと安いということで、付加価値をつけるような努力をしているそうです。松崎

でやる場合に、どういった方法があるかはこれからいろいろそういった事例も先進事例も

含めて考えていく必要があると思っておりますので、またそういったことで対応を、今言

った、ごみの減量と、土の部分でのやり方で土も今までは消費してきた、今言ったように

5年で枯れてしまうような農業ではなくてですね、循環型のやはり農業を今農水省も推奨

しておりますので、そういったところ、また、農業委員会の皆さんとか、農振の方々にい

ろいろ情報提供しながらですね、実際にやる方々にお願いしていきたい。いければなとい
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うような思いでおります。

○５番（深澤守君） はい、3番目の、加工場についてお伺いいたします。最近、保健所の

通達で、大分法律が厳しくなり、一般の人が、今までにちょこっとやるような状態ではな

くなります。ましてや昨日の回答にもありましたように、お米もレトルトで7年もつとい

うような感じで今、コンビニに行くと、ほぼレトルト、の感じが並んでて、まな板が要ら

ないような状況になってる。そういう流通してる中で、やはりそこに対応する商品をつく

っていかなければ、ふるさと納税も伸びませんし、逆に、農産物がすごく出来たときにそ

れを加工しておいとけば、ロスもなくなる、だけどそこに対応した施設がそれでは松崎町

にあるかっていったら、ないわけで、逆に考えれば、今西伊豆町にある、凍眠くんみたい

に、ほぼ刺身の状態で切って、冷凍しても、わからない。もあります。ですから、ふるさ

と納税で伸ばすにしても、農業振興していくにしても、やはり、加工場というものは必要

でありますから、ぜひ、町長にはやっていただきたいんですが、いかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい、以前にも鈴木議員からも製造加工法、食品衛生法の関係で、

御指摘いただいております。まさに、今まで出していた方々が、ようは商売としては出せ

なくなるというようなマイナスの要素があるので、そういった意味につきましてこれか

ら、先ほどもお答えしましたけども、場所としては、道の駅辺りを想定して、ぜひ、そう

いった方向で、どれぐらいのニーズ等々も含めながらですね、進めてまいりたいかなとは

思っております。

○５番（深澤守君） まとめさせていただきます。医療については、やはり、最低限のこ

れ、安心安全の、物ですので、やはり、松崎に合った形の、医療体制を見直しながら、必

要であるならば、診療所をつくるということをしていっていただきたいと思います。観光

振興、経済の活性化と、農業については、これ例えば人口流出とか、そういうもの、若手

が松前町に行ってほしいとかっていうのはやはり、観光振興しながらそれに付随した形の

農業振興をしていき松崎が発展性のある町だということをアピールできれば一つの解決方

法になっていくと思います。今までの観光と違ってこれ、アフターコロナに向けていろい

ろな環境変化が起こってる時ですので、それに対応した形の松崎独自の観光を築いていっ

ていただきたいと思います。以上、一般質問を終わらせていただきます。

○議長（渡辺文彦君） 以上で深澤守君の一般質問を終わります。

暫時休憩いたします。

（午前９時５７分）
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─────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午前１０時１０分）

────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君）日程に入ります前に、先ほど、深沢議員の発言の中に、訂正したい事

項があるということで、深沢議員から申出がありました。この件に関して、深沢議員の発

言の許可をいたします。

○５番（深澤守君） 先ほど一般質問の中で、婦人会という発言がありました。今、婦人会

は使わずに女性会という名称を使用しているので訂正させていただきます。

○議長（渡辺文彦君）以上、婦人会という名称を女性会という形で、訂正いただきたいと思

います。

◎報告第１号の報告

○議長（渡辺文彦君） それでは日程に入ります。日程第２、報告第１号 令和３年度松崎町

一般会計繰越明許費繰越計算書の報告についての件を行います。

提出者から報告を求めます。

○町長（深澤準弥君） 報告第１号 令和３年度松崎町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

について報告をさせていただきます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

（総務課長 齋藤聡君 説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で報告第１号 令和３年度松崎町一般会計繰越明許費繰越計算書

の報告についての件を終わります。

─────────────────────────────────────────────────

◎報告第２号の報告

○議長（渡辺文彦君） 日程第３、報告第２号 令和３年度松崎町水道事業会計予算繰越計算

書の報告ついての件を行います。

提出者から報告を求めます。

○町長（深澤準弥君） 報告第２号 令和３年度松崎町水道事業会計予算繰越計算書の報告に

ついてを報告いたします。

詳細につきましては、担当課長より報告させていただきます。

（生活環境課長 高橋和彦君 説明）
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○議長（渡辺文彦君） 以上で報告第２号 令和３年度松崎町水道事業会計予算繰越計算書の

報告にについての件を終わります。

─────────────────────────────────────────────────

◎報告第３号、第４号、第５号の報告

○議長（渡辺文彦君） 日程第４、報告第３号 令和３年度松崎町岩地集落排水事業特別会計

予算繰越計算書の報告について、日程第５、報告第４号 令和３年度松崎町石部集落排水事

業特別会計予算繰越計算書の報告について、日程第６、報告第５号 令和３年度松崎町雲見

集落排水事業特別会計予算繰越計算書の報告についての件は関連がありますので、一括して

行います。

提出者から報告を求めます。

○町長（深澤準弥君） 報告第３号 令和３年度松崎町岩地集落排水事業特別会計予算繰越計

算書の報告について、報告第４号 令和３年度松崎町石部集落排水事業特別会計予算繰越計

算書の報告について、報告第５号 令和３年度松崎町雲見集落排水事業特別会計予算繰越計

算書の報告について、関連がございますので一括して、担当課長より報告をさせていただき

ます。

（生活環境課長 高橋和彦君 説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で報告第３号 令和３年度松崎町岩地集落排水事業特別会計予算

繰越計算書の報告について、報告第４号 令和３年度松崎町石部集落排水事業特別会計予算

繰越計算書の報告について、報告第５号 令和３年度松崎町雲見集落排水事業特別会計予算

繰越計算書の報告についての件を終わります。

─────────────────────────────────────────────────

◎報告第６号の報告

日程第７、報告第６号 一般財団法人、松崎町振興公社の経営状況の報告についての件を行

います。提出者から報告を求めます。

○町長（深澤準弥君） 報告第６号 一般財団法人松崎町振興公社の経営状況の報告について、

報告をさせていただきます。詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

（企画観光課長 八木保久君 説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で報告第６号 一般財団法人松崎町振興公社の経営状況の報告に

ついての件を終わります。

──────────────────────────────────────────────────
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◎議案第48号の上程、説明、質疑、討論、採決

○議長（渡辺文彦君） 日程第８、議案第48号 松崎町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例についての件を議題といたします。議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明

を求めます。

○町長（深澤準弥君） 議案第48号 松崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

てを上程させていただきます。詳細については、担当課長から説明をさせていただきます。

（健康福祉課長 舩津直樹君 説明）

○議長（渡辺文彦君） これより質疑に入ります。質疑を許します。質疑はございませんか。

○７番（髙栁孝博君）２ページ最後のページのところの、４番目のところに、アスタリスクで、

最後の部分の行のところですけど、超過世帯割合が1.5が近づくように段階的に、賦課限度

額を引上げているという、ここのところちょっとわかりやすくもう一度説明お願いしたいと

思います。

○健康福祉課長（舩津直樹君） はい、すみません。4限度額、限度額超過世帯の割合のとこ

ろの欄外の欄になります。

こちらについてはすいません国がですね1.5％、に合わせるような形で、限度額を調整し

ておりまして、松崎町の計算をすると、上の表の、それぞれの0.48であるとか、最後1.05％

であるとか、松崎町の場合はこういう状況になっておりますという参考資料になります。

ちょっとわかりにくくて申し訳ありません。

○議長（渡辺文彦君） ほかに質疑ございますか。よろしいですかね。

質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、これに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。よって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 賛成討論なしと認めます。
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これをもって討論を終了します。

これより、議案第48号 松崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についての件を

挙手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

(挙手全員)

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって本案は原案のとおり可決されました。

暫時休憩します。

（午前１０時３５分）

──────────────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午前１０時４５分）

──────────────────────────────────────────────────

◎議案第49号の上程、説明、質疑、討論、採決

○議長（渡辺文彦君） 日程第９、議案第49号 令和４年度松崎町一般会計補正予算（第２

号）についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

○町長（深澤準弥君） 議案第49号 令和４年度松崎町一般会計補正予算（第２号）について

上程させていただきます。内容の説明につきましては、担当課長より説明をさせていただき

ます。

（総務課長 齋藤聡君 提案理由説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

○１番（田中道源君） 12ページのですね、衛生費のところの、予防費、19、節の扶助費につ

いてちょっと質問させていただきたいと思います。

先ほど説明の中で、子宮頸がんのワクチンのことに言及されてたかなと思うんですけど、

もう少し説明していただきたいなと思いました。これはもう既に打った方への、補填という

ことでしょうかそれとも、打ってなくて、40代とか、その辺の対象になっていない方々が打

つに当たっての補助っていうような話なんでしょうかね。
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その辺を詳しく教えていただけますか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） はい。ページで12ページのほうの、子宮頸がんワクチン、定

期予防接種、業務委託の関係、ということですけれども、一応委託料のほうにつきましては、

こちら子宮頸がんワクチンのほうが、副反応の関係がありまして、平成25年以降、接種の推

奨をしていなかったということで、実際接種をしている方は少ない。

ここについて国のほうから、遡ってですね、平成25年以上対象だった方について、接種を

してくださいという通知が来たものです。こちらのほうが、その業務委託費、もう一つ、接

種助成のほうにつきましては、その期間に、自費で接種をした方に償還払を押してください

というものになりまして、こちらについては、対象者の1割程度が、接種をした可能性がある

ということで、予算を要求させてもらったものです。

○１番（田中道源君） はい、ありがとうございます。そしたら例えば、これの制度を利用し

たいよって場合は、健康福祉課のほうに問合せすればいいということなんでしょうかね。

○健康福祉課長（舩津直樹君） はい、こちらの予算が通りましたら、また償還払いについて

は要綱等作成してＰＲをしていきますし、接種についてはまたＰＲをして病院のほうで接種

をしていただくような形で進めていきます。

○１番（田中道源君） はい、もう1点ちょっと質問したいことがありまして、この子宮頸がん

ワクチンって、女性だけでなく男性も受けたりってことが、話としてですね、あると聞いて

おります。今回は、男性っていうのもそれに入ってくるんでしょうか。もしわかれば教えて

いただけますか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） はい、その点についてはですね、一応今回の通知については

国から来てる通知については女子という形で記載をされてますので、男子についてはちょっ

と対象ではないというふうにすいません理解をしてます。また、間違っていましたら訂正を

させていただきます。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑はございますか。

○３番（小林克己君） 7ページ、保育士等処遇改善臨時特例交付金についてお伺いしたいと思

います。何名の方がこの153万3000円の金額によって、処遇が改善されるのか、人数のほうを

教えていただければと思います。

○健康福祉課長（舩津直樹君） 保育士のですね賃金改正分について、すいませんちょっと、

今手持ちに人数がありませんでした。申し訳ありません。ちょっと追って、御説明させてい

ただきます。
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○議長（渡辺文彦君） 他に質疑はございますか。

○５番（深澤守君） この子宮頸がんの接種率50％っていう予算措置したと思うんですけど、

これ予算の性格上、多少上乗せした数字であると思うんですけど、大体実績からいって何％

ぐらい。

○健康福祉課長（舩津直樹君） すいません今回の、キャッチアップということで、過去に遡

って接種を対象者を上げているもんですから、そこについて、ちょっと見込みが余り立たな

いもんですから、50％ということで今回要求をさせていただいたものです。

○５番（深澤守君） これ、テレビ等いろいろやってまして。重要な問題です。その割には、

接種率50％見込みと少ないとうので、やはり、先ほど、健康福祉課長のほうの答弁であるよ

うに、しっかりとＰＲしていただいて、女性の方が、なるべく受けてもらうよう。努力して

いただきたいと思う。その点について、回答いらないんですけど、要望としてよろしくお願

いいたします。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑はございますか。

○２番（鈴木茂孝君） 10ページの、7、18節の、子育て世帯生活支援特別給付金で、5万円は

70名ということですけども、これは世帯数について、にしたら何世帯なのか、それから、そ

の割合というか全世帯の何％ぐらいの方がこれを受けるのかについて教えていただけますか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） はい、今回の70名の試算につきましては、前回、令和3年度の

実績が54名、になりました。今回については、それと同等と考えられますけれども、収入が

減少した方については、申請に基づいて、対象となります。前回も数名いらっしゃいました

ので、そこら辺を見込んで、今回70名という予算をとらせていただきました。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑はございますか。

○３番（小林克己君） 13ページ、用地代金の212万について、お伺いさせていただきたいと思

います。この年単価は、何を基準に、土地単価の算出、単価の算出の基準になったのか。何

かの基準になったその歳出も等をお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。

○企画観光課長（八木保久君） はい、美術館の駐車場用地単価の関係ですけれども、こちら

につきましては相手方のほうから値段を提示したこともありますけれども、町のほうといた

しましては、土地の路線価の標準地の鑑定価格あるいは、土地の評価額から逆算して算定し

たものから土地の単価を、設定し、考えているところでございます。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑はございますか。

○２番（鈴木茂孝君） 先ほどの続きでして何世帯ぐらいの方々が該当するかということと、
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全世帯に対して何％ぐらい方がこの給付金を受けるかということについてお聞きしたいんで

すけども。

○健康福祉課長（舩津直樹君） すいません世帯数についてですね、申し訳ありませんちょっ

と、資料を持っていませんでしたので、またすいません追って御説明させていただきます。

すいません。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑はございますか。

○７番（髙栁孝博君） はい、10ページの、先ほど小林議員のほうからもありましたけれど、

18節の、補助金の保育士等の改善の関係ですけど、これ国のほうでお金が出るということで

すから、国のほうの施策に沿っていると思うんですが、改善は、具体的にどのようにどのぐ

らい改善されるのでしょうか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） はい。今回のですね改正の内容が、ちょっとすいません、1人

9000円以上をですね、改善することっていうのが、要綱であったはずですので、すいません

正しい数字については申し訳ありません。追って説明させていただきます。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑はございますか。

○７番（髙栁孝博君） 今のと違いますけど12ページ、12ページの12節の委託料のところで、

じん芥処理費というのが、お金が500万ほど出てるわけですが、これはじん芥の処理費がこれ

必要になったっていうのはどのような経緯なんでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい、12ページ、4款2項2目じん芥処理費の委託料でございま

すが、この説明欄の上の括弧書きのじん芥処理費っていうのは、予算上の事業名がじん芥処

理費ということでございまして、内容的には、当課のほうで雲見にございますグリーンピア

松崎、それから、その背後の最終処分場、それからその付近にございます、旧焼却場、それ

から旧最終処分場の跡地を公園化しておるスペースが、ございますが、その辺一体的に、急

峻な山を控えておりまして、また、普段は沢ではないんですけども大雨のときには沢化をす

るというところも、多くございまして、4月5月の雨でも、大きな大雨でちょっと怖い思いを

したりしたこともございまして、それら大きな雨に今後、大きな雨による土砂の流入等にで

すね今後対応するために、計上させていただいたものでございます。

○７番（髙栁孝博君） 今の説明でいきますと、主にクリーンピアのほうの関係で、周りを何

か災害とかあった場合に、クリアしなきゃね。これは災害復旧とは別にじん芥処理のほうの

項目を設けたというような感じで進めるってことでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい、先ほど申し上げた当課で管理する施設においてですね、
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土砂等が流入しますと支障を来すものですし、また園内に水路もございますが、水路に堆積

した土砂ということであれば、除去しなければならないということもございますので、大雨

によって発生した除去を発生した土砂の除去等を大きな目的として計上させていただいたも

のでございます。

○１番（田中道源君） 9ページのですね、企画費の中の、移住定住業務委託についてちょっと

質問したいんですが、今回100万円の補正ということなんですが、この内容をちょっと教えて

いただけますでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい、こちらの移住定住業務委託につきましては、当初予算

におきまして、移住相談等のは計上させていただいたところですけれども、今回の補正する

100万円につきましては、現在、西伊豆松崎移住ポータルサイトというポータルサイトがござ

いますけれども、そちらのほうを、内容をリニューアルいたしまして、内容も、上げていき

たいと、情報発信に強化していきたいというものの内容になります。

大きなものといたしましては、ポータルサイトのリニューアルがありますけれども、内容

のほうをですね取材あるいは動画を作成して、そちらのサイトに掲載するほか、フェイスブ

ックとかですね、インスタのほうで、そちらのコンテンツも作成して、週１回から２回ぐら

い更新していきたいと、そういった形での運用も考えているところでございます。

○１番（田中道源君） はい、ポータルサイトのリニューアルということで、週に1回ぐらい更

新さしていくということなんですけど、これから先の、今年度中ずっと週1ぐらいで、この

100万円の中で、更新してってくれるってことなのかどうかっていうのが1点聞きたいことと、

来年度以降、それが継続していくようであれば、また当初予算でこの100万円分も盛り込まれ

た予算として上がってくるのかこの2点、教えていただけますか。

○企画観光課長（八木保久君） ただいま申し上げました週1回2回というのは、ＳＮＳの関係

でございますので、そちらは週1回か2回、内容のサイトのほうにつきましては、随時、必要

に応じて更新していくということになります。それから来年度以降の関係につきましてです

けれども、今年度こちらの費用でやっていただけるということですけれども来年度以降も当

然ポータルサイトの管理はかかってきますのでそちらは、来年の予算ですね、また計上させ

ていただきたいと考えております。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

○７番（髙栁孝博君） 14ページ、12節の委託料のところで、河川等応急対策っていうことで、

これ、これそのものの事業を読んでいくと、河川等が何か異常があった、あるいは災害とか
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あったようなときにやるための費用じゃないかというふうに思うわけですけど、これ今年度

も、雨が結構降ったりしてますんで、今年度の実績というのがありましたら、あるいは、昨

年度の実績どれくらいあったか。わからなければ後でいいですけどお願いします。

○産業建設課長（鈴木清文君） これはですね4月の22日ですけども、豪雨ありまして、夜中の

3時ごろ、大雨洪水警報が出て放送が鳴ったかと思いますけども、その日にですね、その町が

管理すべき河川なんかで土砂が詰まっててですね、必要な除去する箇所が何か所も出てきま

して、今回そこで使ったお金の分をですね、また補正させてもらって、当初予算で計上した

分を確保しておきたいと、いうものでございます。またこれから、大雨のときにですね、対

応しなきゃいけないもんですから、そういう状況です。

4月の22日の時にはですね、河川ばかりじゃなくて農道等も含めて町が対処すべきものが17

件ほど、災害といいますか、小さなものも含めて発生をいたしております。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

○７番（髙栁孝博君） 土砂とかの、パトロールをどうもやられてるようなんですが、そのパ

トロールの状況で、現在やろうとして、もしそこであった場合には、どのような対処をされ

ているんでしょうか。

○産業建設課長（鈴木清文君） パトロールというのは新聞か何かでごらんになってるかと思

いますけども、あれは県の施設をですね、県がパトロールするについて町が同行しておった

ものです。それが町が管理してる部分で水路なんかでも、土砂が堆積しているとか、そうい

うものは、区長さんとか、町が判断して必要だと思った部分については、随時、委託をして

除去等の作業は行っております。

○議長（渡辺文彦君） ほかに質疑ございますか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

質疑終結の声がありますので、質疑を終結したいと思いますが、これに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。よって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。
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次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

○議長（渡辺文彦君） これより、議案第49号 令和４年度松崎町一般会計補正予算（第２

号）についての件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

(挙手全員)

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって本案は原案のとおり可決されました。

──────────────────────────────────────────────────

◎議案第50号、51号の上程、説明、質疑、討論、採決

○議長（渡辺文彦君） 日程第10、議案第50号 令和３年度、松崎町水道事業会計収入支出決

算の認定について、日程第11、議案第51号 令和３年度、松崎町水道事業会計未処分利益剰

余金の処分についての件は関連がありますので、一括議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

○町長（深澤準弥君） 議案第50号 令和３年度松崎町水道事業会計収入支出決算の認定につ

いて、並びに、議案第51号 令和３年度松崎町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

てを一括して上程させていただきます。

詳細につきましては、担当課長から説明をさせていただきます。

（生活環境課長 髙橋和彦君 提案理由説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

○５番（深澤守君） ほかの14ページの、経年劣化とそれから更新のことについてお伺いした

いんですけど、これ平成29年からずっと上がり続けて、逆に、更新の比率ってのはどんどん

下がってるんですけど、例えば今テレビなんかで見ると旧のパイプが破裂して、水道が断水

するっていう事件が多数起きてる状況の中で、やはりここのところの、古いものをどんどん

更新して安定的に水道の供給を確保するってことが重要であると思いますが、この5年間にわ

たって、この更新が進んでない理由っていうのは、どのようなものでしょうか。
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○生活環境課長（髙橋和彦君） 14ページの御指摘の管路経年化率については、既に、耐用年

数を超えているものの値でございますので、これがあるということは、耐用年数を超えたも

のがこれだけあるということを示したものでございます。その下の更新についてはその更新

がなされたということでございますので、御指摘のとおりということが言えると思います。

水道事業会計についてが、非常に厳しい経営がずっと続いておりましてその中で先ほど申し

上げた、平成30年度に、水道ビジョン経営戦略、立てて、今後の更新をやっていくためには、

料金改定が必要だというような、推計もいただいて、まとまったものでございまして、それ

らをしいつつ、今後の更新を行っていこうということで、ございまして、当座、不具合のあ

ったところを、まず対応してきてたというのが近年の状況かと思います。

○３番（小林克己君） 7ページ、貸借対照表についてちょっとお伺いしたいと思います。

流動資産の未収金、ハの過年度未収金これ48名、先ほどあると伺いました。この934万円の

金額のうちの不良債権処分になる可能性の金額っていうのは、何％ぐらいあると見込みで思

っておられますか。それとも、回収の可能性は全額あるのでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい、7ページ、上から6行目ぐらいでしょうか過年度未収金

934万534円についての御質問、でございますが、この上のイの営業未収金1092万5268円とい

うのは、令和3年度の最後に請求をしたものでございます。これについては、990万ほど入っ

てきておるという状況でございますが、御指摘のハの過年度未収金については、過去のいた

だけてない分の累計でございます。内容といたしましては、先ほどの通り43人分でございま

すが、大きい金額の方が数名いらっしゃって、それ以外は、小さい方がたくさんいるという

ような実態でございます。回収の見込みということでございますが、近年の状況からしても

非常に厳しいのかなという感じは、私自身も持っているところでございまして、それらにつ

いて欠損のタイミングをどう見極めるかということもですね、今後研究してまいりたいなと

思っているところでございます。

○７番（髙栁孝博君） 13ペ－ジの水道事業ビジョンの関係ですけれど、これはビジョンつく

られて、冊子になってると思うんですが、これが今の説明でいきますと令和3年度には料金改

定しなきゃいけないよと。いうのがいろんな事情があって出来ない、しないできてるってい

うことなんですが、その料金改定のタイミングとしてはこのままいくと、ここで上げなきゃ

いけないよっていうのはもう考えがありましたら、それと、利益、ずっと収益自体は、プラ

スになってると思うんですけれど、逆に、プラスになった部分が、先ほどの古い施設、ある

いはメーターの交換とかなんかに、影響していくとこれまた余りよくないわけですので、そ
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の辺り、メーターの交換というのもあります。メーターの交換なんかも、予定どおり行って

るのかどうか、その二つお願いしたいと思います。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 13ページに係る御質問でございます。すいません、私先ほど

小林議員のところでですね、滞納者を冒頭の説明で48名と言ったようでございまして、先ほ

どのとおり43名が正しかったもんですいません、その43名としてお願いいたします。申し訳

ございません。

13ページの高栁議員の今の御質問でございますが、平成30年度に策定した水道ビジョン経

営戦略については、策定後31年5月のときに、議会の全員協議会においても御説明をさせて、

いただいた経緯がございまして、その折にも2021年、令和3年度の改定が必要であると、そう

いう推計だよということが、出ております。

これまでの経過につきましては、令和3年度を迎える前に、実施についての検討をいたした

ところでございますが、ちょうどその、コロナ禍というところもあって、今やるのは控えよ

うという判断のもと、先送りをしたということでございます。

ただそれがいつまで先送りできるかという、経営上の問題も当然ございまして、今回の決

算書の中でも、ございますが、キャッシュについてもですね、年々、1000万単位で減ってき

ております。

その調子でその調子というのがですね、現在大きな更新工事も行ってない中で、現にキャ

ッシュが減ってきているという状況が、あるものですので、それらを見極めるとですね、そ

う先までは延ばせないなという実感は持っております。

今年度の収支について、2700万の未処分利益剰余金があるという御説明をいたしましたが、

昨年度に比べてこれは大きい、金額となっております。

ただしこれは大きな理由としては、減価償却において、大きい施設の減価償却が完了をし

たことによって、違いが出たところが大きいものでございまして、決して経営状態がいいと

いうことでは、現実的にはないものでございますので、将来の更新をしていくためには、改

定が必要であって先延ばし出来ない状況にあると認識をしております。

最後のメーター器については、8年で更新することが法律で規定されておりますので、それ

によって実施をしておるものでございまして、これについては、漏れなく行っているという

状況でございます。

○７番（髙栁孝博君） 昨今は物価が上がってきて電力も上がるということを言われています。

そうすると、今計画してても動力の電力とかなんかね、影響してくるんではないかというふ
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うに考えられるわけですね。だからあんまり、そこの変動によって逆にロスができる可能性

もあるので、そのタイミングっていうのを見極めなきゃいけないと思います。ただし、今ま

で、赤でなかったのが、減価償却の絡みだとかいうことになりますと、営業的に、そういう

のを除いてみると営業的にどのような感じだったんでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい。この決算書の中でも御説明をさせていただいていると

ころでございますが、大きな更新工事は行っておりません。

議案を更新工事が行ってない中においても、キャッシュが減ってきているという状況でご

ざいますので、大きな更新工事をもう、先ほどの耐用年数を超えた値からしてもですね、や

っていかなくちゃいけない仕事を、後ろに送っているというのが実情かと思いますので、今

度大きいものですと伏倉の配水地の更新を予定をしておりますし、他の配水地についても、

ほとんどが老朽化しているという状況です。

急ぎで行うものが伏倉配水地ということで、近年取り組んでいるところでございますが、

それが全体的に更新に対応するためには、料金改定が必要だというふうに感じているとこで

ございます。

○７番（髙栁孝博君） 管路ってのは非常に老朽化して、これ、これは更新がされてないので、

耐用年数を過ぎているものがどんどん増えていくという状況の中で、どっかでやらなきゃい

けないわけですよね。そうすっとこれまた心配になるわけですけれど、徐々にやっていかな

くて、管路としては耐用のできる管路に換えてると思うんですよね。その辺りの、令和３年

度の新しい管路に換えた、ちょっとどれぐらいになったんでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 令和3年度においてはですね先ほどの資料にもございましたが、

やっておりません。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

○１番（田中道源君） １番、７ページでの貸借対照表のところお願いします。

先ほど小林議員が過年度未収金の件について質問されてましたけども、その上のですね、ロ

の営業外未収金について、ちょっと質問したいと思います。

この営業外ということなので、どういった内容の未収金なのかってことを、聞きたいのと、

回収できる見込みっていうのがあるのか、この２点教えていただけますでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） ７ページ、流動資産の（2）のロ営業外未収金423万1000円に

ついての御質問でございますが、こちらについては、途中でも、先ほど申し上げた、市町フ

レンドシップ事業で、河津町と一緒にやっているものに対して、県の補助金に相当する分を
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ここに計上させていただいたものでございまして、こちらについては、これ貸借対照表は、

３月31日現在で作成をしておりますけども、今現在入ってきておりますので、実際、今現在

でいきますとこの未収はないということになります。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

○２番（鈴木茂孝君） 先ほどから料金改定のお話がありますけれども、具体的に何年後とか、

どのくらいの金額の幅を考えているかということがもしありましたら、教えていただけます

か。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 令和元年５月の全員協議会の際も御説明をさせていただいて

るところでございますが、水道ビジョンにおいては、約20％程度の料金、アップ、が必要で

あろうという推計を立てておりまして、それが基準になるというふうに理解をしております。

ただし、改定のイメージの中でも、料金改定のアップ分だけで賄うという考えではございま

せんで、ほかからの借入れも含めて、何とかやっていこうというようなビジョンになってご

ざいますので、その辺総合的に勘案して検討してまいりたいと思っております。

○２番（鈴木茂孝君） はい。そのビジョンですと多分令和3年に上げるという形で、と思うん

ですけども、それがコロナの影響で、後ろにっていうことなんですけども、ますます上がり

幅が大きくなると思うんですね。ですからやはり早急に上げるんであれば、上げていくよう

に話をしないと、ますます上げ幅が大きくなっちゃうんじゃないかと思うんで、その辺は考

慮してやっていただきたいと思います。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 会計の実情とすると鈴木議員おっしゃるとおりでございます

ので、コロナ禍ということもございますので、その辺も勘案しながら、検討してまいりたい

と思います。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。よって質疑を終結いたします。

これより、議案第50号 令和３年度松崎町水道事業会計収入支出決算の認定についての

討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。
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（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

○３番（小林克己君） はい、議長。全国平均の水道料金が大体3500円ぐらいであったと思わ

れます。当町は2425円でしたっけ。それで20％アップされたとしても、全国平均よりは多分

低い金額だと思われます。これも、計画的に事業会計が行われてきた、証ではないかと自分

は思っております。

また、この経常収益、経常収支比率に対しても100％を超え、ちゃんとしっかりとした、

経営が、事業がなされていると判断いたしました。したがって、案件については賛成してい

きたいと思っております。

○議長（渡辺文彦君） ほかに、賛成討論ございますか。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） これをもって討論を終了します。

これより、議案第50号 令和３年度松崎町水道事業会計収入支出決算の認定についての

件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手全員）

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって本案は原案のとおり認定されました。

次に、議案51号 令和３年度、松崎町水道事業会計未処分利益剰余金の処分についての

討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより、議案51号 令和３年度、松崎町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

ての件を挙手により採決します。
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本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手全員）

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって本案は原案のとおり可決されました。

暫時休憩いたします。

（午前１２時００分）

──────────────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午後 １時００分）

──────────────────────────────────────────────────

◎議案第52号、53号の上程、説明、質疑

○議長（渡辺文彦君） 日程第12、議案第52号 令和３年度松崎町温泉事業会計収入支出決算

の認定について、日程第13、議案第53号 令和３年度松崎町温泉事業会計未処分利益剰余金

の処分についての件は、関連がありますので一括議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

○町長（深澤準弥君） 議案第52号 令和３年度松崎町温泉事業会計収入支出決算の認定につ

いて、並びに議案第53号 令和３年度松崎町温泉事業会計未処分利益剰余金の処分について、

一括して上程させていただきます。

詳細につきましては、担当課長より説明をさせていただきます。

（生活環境課長 髙橋和彦君 提案理由説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

○７番（髙栁孝博君） はい、14ページの図なんですけれど、経常収支比率、累積欠損金比率、

流動比率っていうところなんですが、その中で、令和2年に比べて令和3年の流動比率が、急

に上がってて、特異点になるかと思います。これは、一般会計か何かから戻ってきたからと

いうような感じで、その要因どういうことなんでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい。令和2年度までと比べまして、令和3年度が、数値が大

きくなっているわけでございますが、失礼しました。14ページの中程の表流動比率について

の御質問でございますが、令和3年度においての値が、大きくなっております。これ、令和2
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年度と大きく違うところはですね、宮内にございます6号源泉の修繕、故障に対応した、仕事

を昨年度行ったわけでございますが、こうした仕事が近年なかったわけでございますが、昨

年度それを行って、大きな費用をかけてるということでございまして、そこあたりが響いて

いるということでございます。

○５番（深澤守君） 決算ということで、ちょっと確認事項でお伺いしたいと思います。

現在、旧依田邸で使ってる温泉っていうのは、まだその温泉会計に入っておらずに、企画

観光課の持分になっております。確認事項でお伺いいたします。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 温泉事業会計では管理しておりません。

○５番（深澤守君） これ、温泉事業ですので、今、企画が持ってる部分を、温泉事業のほう

に組入れて、いや、組み入れることによって、依田邸で使ってる温泉料っていうのはもう、

結構な金額になると思いますので、そうするとこの温泉会計の事業っていうのが、少し余裕

が出てくると思うんですけど、その温泉を一括で管理するっていうことの考えっていうのは、

町長ありますか、それとも現行のままでいくというか、お考えでしょうか。

○町長（深澤準弥君） まだ、一緒にするっていうところまでは考えていませんけども、将来、

失礼しました。将来的にどういう形でやっていくかっていうのはちょっと考えていく必要が

あるかなと思ってます。ただ、まつざき荘とかと別になってるのでちょっと購入した経緯と

かいろいろあるもんですから、その辺を加味しながら、可能性が考えていきたいと。

○議長（渡辺文彦君） ほかに質疑ございますか。

○２番（鈴木茂孝君） 6号の温泉の施設をですね改修した、修理したということですけども、

これによって永年というか、少しこう、延命するような形になるんでしょうか。それともた

だ普通の修理っていうことなんでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい、6号源泉の修理に係る御質問でございますが、昨年度故

障が原因で修理をしたものでございます。その際応急的に修繕をした部分と抜本的に改善を

しなければならないということで工事で対応した部分と、大きく二つに分かれてるわけでご

ざいますが、工事の部分においては、施設を、ポンプを取替えたという仕事をやっておりま

すので、取替え工事については、その分、耐用年数から考えても、施設が更新されたという

ことにはなろうかと思います。

○議長（渡辺文彦君） ほかに質疑ございますか。

○２番（鈴木茂孝君） はい。これずっと、新しい型が入らずに、管が古くなる一方で、なか

なか厳しくなってくると思うんですけども、毎年毎年こういう形でやっていてどんどんどん
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どん、資産は減りっていう形になると思うので、何かやっぱり抜本的な改革をしなきゃいけ

ないと思うんですけれども、それについては町長いかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい、温泉の活用というのは非常に考えていかなければならないと思

ってます。伊豆半島ということで、県のほうも温泉ガストロノミーとか、いろんな形、考え

があるようですのでそういったところとやはり連携をしながら、進めていきたいことと、あ

とやはりこの地域の特色であると思っております。温泉と食ということで温泉ガストロノミ

ー、クアオルトっていう構想であれば、この自然等満喫した、軽い運動と温泉、そういった

形で温泉を活用した方法というのは、まだまだたくさんあると思いますし、そういったもの

を活用しながら、ぜひ、この温泉会計の健全化を図っていきたいとは考えております。

○２番（鈴木茂孝君） すいません24ページの動力費についてお伺いしたいんですけども、ポ

ンプ用電気料ということですが、例えば先ほど言いましたように、なかなか情勢が、お金も

減っていく一方ということであれば、例えば６号源泉は自噴ですよね。自噴じゃないですか。

花畑のところは、自噴っていうふうに伺ってたんだけど、９号のところが自噴だったと思い

ますので、例えば、そういうところに水力発電装置をつけて、そこから電力を得るとか、何

かそういうような少し、どうせ流すのであれば、そういうようなものをかましていくことで、

電力が少しでも安くなるかと思うんですけども、その辺のお考えはいかがでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） お尋ねの源泉は花畑へのところの９号源泉のところだと思い

ますが、９号源泉おっしゃると自噴でございます。ただし、配湯するに当たって、基本的に

宮内にある配湯場まで、もってきてるわけですけども、その際、現在ですと自噴の力を持っ

て、宮内まで来ているところですけども、さらにそのそこから配湯を考えると、お客さんを

ふやした配湯を考えるということになると、自噴の力では足らないというようなこともござ

いますので、その際は、ポンプなりを新たに設置して、活用してまいらないといけないとい

うところもございます。

また、そこで強制的に温泉を圧送することに対してですね、櫻田から宮内までの既存の管

路が、それらの圧に対応できるかどうかということも、確認しなければならないこととなっ

ておりますので、それらは、９号源泉の温泉の活用についてはそれらも、総合的に勘案しな

ければならないなというところでございます。

もう一つの発電ということについてはこれまでのところ、それらの検討はしておりません。

○議長（渡辺文彦君） ほかに質疑ございますか。

○２番（鈴木茂孝君） はい。やはりこれから電力もどんどん上がってく一方ですので、どの
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ような形でも構いませんので電力をどうにかし得るという形で、やるとそれによってまた視

察等も見込めると思いますので、そういう形でやっていければなというふうに思いますんで

ね。とにかく何かしらの考えをやっていかないと、もうこのまま毎年毎年減っていくわけで

すので、何かしなきゃいけないというふうには思っております。

○議長（渡辺文彦君） ほかに質疑ございますか。

○７番（髙栁孝博君） 先ほどやっぱり14ページでお話ししますけど、この中で、法定耐用年

数に近づいている施設とか管路のあれがふえてるというのはされましたけど、法定耐用年数

が近づいてるっていうのは、いつ頃そうの、耐用年数が過ぎるかそういった施設がどれぐら

いあるかですけれど、それと、その点検のやり方っていうのは、どのように年間やられてる

のか。水道の場合は、有収率ということでやってましたので漏えいとか何か、見るとか検査

とか何かあったと思いますけど、温泉の場合、どのように考えられてるんでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 温泉事業につきましても水道事業につきましても、日々、日

中、町内を巡回いたしまして、点検をしております。その際、不具合があれば早急に対応す

るという体制をとっております。

○７番（髙栁孝博君） 近年で、パトロールの中で発見されたというものがあるんですか。そ

れとも、故障は事前に換えたんではなくて、故障が起きてから換えたとか、どちらのほうの

事例はあるんでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 昨年度ですと大きいものですと先ほど来出ております。

宮内の６号源泉についてが大きかったわけですけども、これは故障が原因でございまして、

温泉が出が悪くなったと、お客様のほうから出が悪くなったというところから始まっており

ますので、点検で発見したというよりは、その事象があらわれて、発見して対応したという

実態であったと思います。

○７番（髙栁孝博君） なかなか点検で外で簡単に見えるもんではないというふうに思います。

ただ、タンクとかそういったのはね、前にも、タンクのさびとかなんかそういうのもあって

新品にかえたほうがいいのか、それとも故障でやったほうがいいのかとかいうような話もあ

ったように、気がしますので、これ水道だったかな、そういったようなことが起きてくると

思います。そういった意味で、耐用年数を超えたものがどれくらいあるか先ほど聞きました

けど、耐用年数超えたものはないのかもしれないですけども、近頃、耐用年数が1番直近で考

えなきゃならないものどれぐらいあるんでしょうか。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 14ページに関連する御質問かと思いますが、耐用年数を超え
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たものがほとんどでございます。

ほとんどでございまして温泉事業につきましても水道事業と同様、平成30年度に温泉事業

のビジョン、経営戦略を策定しておりますが、水道事業と違うところは、温泉事業において

は、豊富なキャッシュがあるものですので、定期的に更新、長寿命化を図るというよりは、

不具合の生じたところを、点検なり、事象が表れたとこを、その都度対応することをもって、

それを重ねることによって長寿命化を図るというような考えを、平成30年度のビジョンにお

いて、定めておりまして、以来、そういった考えに基づいて、大規模に定期的に更新をかけ

ていくということではなくて、不具合の見つけたところ事象が表れたところについても対応

していくという考えでございますので、以来その考えに基づいてやってるとこでございます。

○議長（渡辺文彦君） ほかに質疑ございますか。

○３番（小林克己君） 14ページの、同じくこの経営指標についてちょっとお伺いしたいと思

います。

経常収支、もう、毎年のごとく、100％を超えて、安定された健全な経営と考えてもいいの

ではないかと思われます。その反面、温泉の新しく新規に加入されている方が、方々がいな

いっていうことは、自分が考えるという範囲だと多分この加入金のハードルが高いのではな

いか、正直言うと、前の課長のときにも、一般質問のときにもさせていただきましたけども、

そのような、自分は認識を持っております。

そこでそのときも話はしましたけども、今この一口の株を、権利金を二口にするとかして

権利金を下げて、加入を促進していくっていうような、それをもとに、利用する人たちが増

えていくのではないかという考えは自分はありますけども、そのように、何かしらその、対

策っていうかその加入、利用者、進めていくような、考え方っていうのは、何か今のところ

考えてられているのでしょうか、ちょっとお伺いしたいと思いまして、お伺いします。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 14ページに関連した御質問でございますが、今現在加入金が、

個人で200万それから、営業用で330万でございます。おっしゃるとおりかなりの高額なもの

でございまして、この金額になったのが平成４年度からでございます。最初の頃は、もっと

低額の時代もあったようですけども、４年のときにこの金額になって以来そのまま続いてい

るという状況です。また、近年の状況からしても、休止をしていても温泉事業の場合は、料

金が発生するものですので、それがもうこちらは空き家にしていて、いらっしゃらないとい

うお宅も、たくさんございまして、そういう方々の負担になっているのも承知をしておりま

す。また、それを避けるために、権利譲渡をうまくつなげた方については、権利譲渡をされ
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ておりまして、実勢で、私たちが伺う中でも、10万、20万、30万ぐらいで、権利が譲渡され

ているという実勢があることも承知をしているところです。そういった実勢がある中で、現

在、この200万の加入金が適当かどうかというのは、誰が見てもという部分はあるのかなとは

思いますけども、これまでの経緯の中で今の半数ぐらいの方がこの権利金をもって権利を取

得されております。その方々とのバランスもあるものですので、一朝一夕にいくものではな

いのかなとは思いますけども、しかしながら、申し上げたとおりそういった実勢との乖離が、

あるものですので、十分に検討していかなければならないなと感じているところでございま

す。

○３番（小林克己君） 自分もそのように乖離があるっていうような感じがしております。

実際のところ、今、200万で、一口のやつが、二口になれば、そのひとくち分は、誰かへ譲

渡もしくは転売することができるのではないか。200万だけど100万円分の価値だけでも、今

言ったように、30万円で、使ったらどうだって言って、譲渡することが出来て譲渡された方

が、また利用、温泉を利用することによって多分利用料がふえていくのではないかって自分

は考えていました。そのような方たちでも、ちょっと権利、口数がふえるような形を、その

利用者がふえるような形を、いろいろと模索していってほしいなと思っています。いろいろ、

課題とか何か、この温泉の、引いてある、距離とか何かの関係もありますでしょうし、実際

にこの固定資産減価償却率から考えますと、今、課長が申されたように、もうかなりの耐用

年数が来てるっていうことは、この率によって多分感じることが出来ます。

うまく経営をしていってほしいと思います。よろしくお願いします。

○議長（渡辺文彦君） ほかに質疑ございますか。

質疑がないようでありますので、すいません、訂正があるそうです。

○生活環境課長（髙橋和彦君） はい。申し訳ありません。途中の回答の中でですね水道事業

とあわせ、ビジョンの経営戦略を策定している年度について、水道事業と同じ30年度と申し

上げましたが、温泉事業については、令和２年度に策定をしておりますので、訂正させてい

ただきます。申し訳ございませんでした。

○議長（渡辺文彦君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。よって質疑を終結いたします。

これより、議案第52号 令和３年度松崎町温泉事業会計収入支出決算の認定についての
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討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

○５番（深澤守君） 私はこの温泉事業会計の決算に賛成いたします。

ある意味、温泉事業は松崎の観光の要の事業であり、しかし、自家用に関してはこれはほ

ぼ贅沢、必要不可欠のものではなく、これ、嗜好品、贅沢な部分、この２つの部分を、あり

ます。

そこのところをバランスをとって、決算では黒字になっておりますので、賛成いたします。

もう１点なんですが、やはり、これからどんどん温泉事業、先細りしていきます。温泉の

お風呂を使う利用の目的で、だけではなく、ほかの部分も活用できるところは活用していた

だきたいと思います。

以上の理由で賛成いたします。

○議長（渡辺文彦君） これをもって討論を終了いたします。

これより、議案第52号 令和３年度松崎町温泉事業会計収入支出決算の認定についての

件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手全員）

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって本案は原案のとおり認定されました。

次に、議案第53号 令和３年度松崎町温泉事業会計未処分利益剰余金の処分についての

討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。
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これより、議案第53号 令和３年度松崎町温泉事業会計未処分利益剰余金の処分につい

ての件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手全員）

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって本案は原案のとおり可決されました。

以上で本日の議題は全て終了したんですけども、先ほどの補正の件で、健康福祉課長で答

弁が出来なかった部分がございます。その件について答弁をしたいということがありますの

で、少々お待ちください。

（健康福祉課長 舩津直樹君 補足説明）

○議長（渡辺文彦君） 一応追加の説明につきましては以上となります。

一応、健康福祉課長のほうから説明があったわけですけども、この補正に関しては可決は

既にされてますけども、改めて聞きたいことがあればこの際ですから、お受けしたいと思い

ますけど何か質問ございますか。

○２番（鈴木茂孝君） この子育て世代の生活支援給付金特別給付金というのは、たしか年収

ですか、年収かな、135万円以下の方に支給するっていうふうな形だと思うんですけども、こ

れはそうすると、先ほど15％っておっしゃいましたけど、357世帯とすると12％なんですけど

も、その12％の方が、それに該当するっていうことなんでしょうか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） すいません12％というのは、ごめんなさい。申し訳ありませ

ん8％ですかねすいません、29世帯で357世帯でしたので、ごめんなさいすいません、申し訳

ありません8.1％が正しいかと思います。すいません54人に、かけて、わってしまいました。

申し訳ありません。

○２番（鈴木茂孝君） はい。そうしますと、8.1％の方の子育て世代の方が、135万円ぐらい

の、収入でやってるっていうことなんでしょうか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） はい。今回の対象がですね、児童扶養手当受給者の方という

ことで、まず1人親世帯、というのが対象になります。

それ以外に、1人親世帯以外に、新型コロナの影響で、家計が急変した方っていうことにな

りますこれは令和3年と同じになりまして、令和3年の実績が54世帯、1人親世帯と、家計が急

変した方が54人ですね29世帯54人だったということです。

で、今回の令和4年の分についての予算要求につきましては、54プラス、16と、ちょっと見
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込ませていただいて70人分ということで、要求をさせていただいたところです。

○２番（鈴木茂孝君） 家計が急変したっていうのはどれくらいの下がる。多分、半分とかじ

ゃなくて何か基準の金額あると思うんですけども、それは幾らですか。

○健康福祉課長（舩津直樹君） はい、すいませんこちらは令和3年度と同じでございまして、

ひとり親プラス子供が1人の場合には、収入限度額137万8000円が限度となります。で、親御

さん2人プラス子供1人の場合につきましては収入限度額は168万円になります。

ただこの168万円は世帯ではなくて、どちらか、両親の方の収入額で、基準を設けさせてい

ただいてるという形です。そのほか、2人3人4人と、子供が増えるたびに金額が定めてありま

す。

○２番（鈴木茂孝君） ちょっとこれちょっと分かるかどうかわかりませんけども、ほかの町

に比べてこの割合というのは、多いほうなんでしょうかね。ちょっと難しいかな。というの

は今後の子育て世代の支援の仕方としても、やはりこの辺の数字を見て、力を入れていく必

要があるんじゃないかなと思うんで、その辺町長どう考えますでしょうか。

○町長（深澤準弥君） 松崎町全体の所得というのはやっぱり東海道筋から比べて低いという

のはもう皆さん御承知のとおりだと思いますので、そういう中でできるだけ子育ての家庭に

ついての支援というのは、やはり昨日も田中議員からもいろいろあっている中で、非常に大

事だと考えておりますので、今後いろいろ的確に物を判断しながら、支援を進めていきたい

とは考えております。

○議長（渡辺文彦君） よろしいですか。ほかに何かあれば、この際ですから。なければ終わ

りますけども。じゃ、以上をもって補足説明を終わらせていただきます。

◎散会の宣告

○議長（渡辺文彦君） 以上で、本日の議事日程は、全て終了しました。

本日は、これにて散会いたします。ご苦労様でした。

(午後２時００分）
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─────────────────────────────────────────────────

◎開議の宣告

○議長（渡辺文彦君） 皆さん、おはようございます

ただいまの出席議員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会

議を開催いたします。

申し合わせにより議場内で上着及びネクタイをとることを許可します。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

日程に入ります前に、傍聴人の皆様にお願いいたします。新型コロナウイルス感染拡大防

止のため、傍聴に際しましては、消毒薬による手指の消毒、マスクの着用をお願いしますと

ともに、発熱などで体調の優れない方は、傍聴をご遠慮くださいますようお願いします。ま

た、会議中は静粛にお願いいたします。議場における言論に対し、拍手などにより、可否を

表明することはできません。その他、議事進行に支障になる行為があった場合は退席をお願

いする場合がありますのでご承知ください。以上、傍聴人の皆様のご協力をお願い申し上げ

ます。

（午前 ９時００分）

◎議案第５４・５５号の上程、説明、質疑、討論、採決

○議長（渡辺文彦君） 日程第１、議案第54号 令和３年度松崎町営宿泊施設伊豆まつざき

荘事業会計収入支出決算の認定について、日程第２、議案第55号 令和３年度松崎町営宿

泊施設伊豆まつざき荘事業会計資本金の額の減少についての件は、関連がありますので、

一括議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

○町長（深澤準弥君） 議案第54号 令和３年度松崎町営宿泊施設伊豆まつざき荘事業会計

収入支出決算の認定について、並びに、議案第55号 令和３年度松崎町営宿泊施設伊豆ま

つざき荘事業会計資本金の額の減少についてを上程させていただきます。

詳細につきましては、担当課長から説明をさせていただきます。

（企画観光課長 八木保久君 提案理由説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

○５番（深澤守君） はい、5番。すいません、根本的な話を伺いたいと思います。
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先ほど、企画観光課長のほうから、地方公営企業法ということで、該当するっていうお話

だったんですけど、この伊豆まつざき荘の経営について、この地方公営企業の法律だと、一

般財団法人での運営以外は考えられないということでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい、今の松崎町においては指定管理者制度を利用いたしま

して財団法人松前町振興公社に委託しているところでございます。指定管理者制度におきま

しては民間委託ということもございますし、抜本的に見直すようであれば、まつざき荘事業

会計、こちらのほうも直営にするというこ、やり方もあると思います。やり方は様々あると

思いますけれども、現在、松崎町におきましては指定管理者制度を利用して、松崎町振興公

社に委託しているという状況でございます。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

○１番（田中道源君） 何点か聞きたいなと思うんですけども、まず、事業報告の11ページの

中でですね、概況というところで、中段でしょうか、お客様アンケートの対応として、って

いう中の、2回レストランに、Ｗｉ－Ｆｉ無線アクセスポイントを設置することにより、利

便性を向上にも取組ましたということなんですが、このＷｉ－Ｆｉポイントは、それより上

の客室のほうには、設置されているのかどうか一応ちょっと確認させていただけますか。

○企画観光課長（八木保久君） はい。Ｗｉ－Ｆｉの関係につきましては宿泊の部屋につきま

してはフリースポットのＷｉ－Ｆｉが整備されているところでございます。

まつざき荘のこの今回整備したＷｉ－Ｆｉにつきましてはケーション様にも使えるような

形で整備いたしましたので、会議室とか1階の会議それからレストラン周辺に設置したもの

でということでございます。

○１番（田中道源君） はい。そうしますと、一応全館、どこでもＷｉ－Ｆｉの環境にあると

いうような認識でいいのかなと思うんですけど、そのフリーのＷｉ－Ｆｉポイントっていう

のは、ちょっとこれも確認なんですが、よく施設とかで30分無料ですとかっていうような、

そういった類いのものがありますけども、それとは別に、自由にそれとは別にずっとつない

でおくことができるような、Ｗｉ－Ｆｉなんでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい、客室のフリースポットにつきましては時間制限がない

っていうことで使える状況でございます。

ただ、部屋の位置、端の方の場所によってはちょっと通りにくいという、ちょっと声をい

ただいているところでございまして、そんなことへの改善対応ということでも、下のほうに、

自由に使える。Ｗｉ－Ｆｉを使える環境のところを整えたという理由もあるところでござい
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ます。

○１番（田中道源君） はい、お答えいただいて、ありがとうございます。

今お答えの中で、遠いところだと、届かないところもあるよということですから、そこの

ところにも届くようにですね、無線のアクセスポイントっていうのを1台、多分3万円とかそ

のぐらいで買えると思いますので、設置してですね、２階とか、そこに移動しなきゃ使えな

いっていうことではなく、各部屋で、等しく使えるっていう整備を、お願いしたいなと思い

ます。

それは返答は結構でございまして、次のことなんですけど、お客様のアンケートの対応と

か、いろいろやれることをやってくださってるなと思うんですが、以前ですね、私がまだ委

員でいた頃に、ある方からの要望として、アンケートではないんですけども、要望として上

がってきた、各室に各部屋に生け花をしていただけるとありがたいよっていう話があったと

思うんですけど、それはその後どういう感じになってますかね、もし検討してる材料として

上がっているようだったら経緯等教えていただけますか。

○企画観光課長（八木保久君） はい、各部屋に生け花という話でございますけれども、そこ

まで対応してるかどうかっていうのが現状でいきますと、すいません現状把握してないです

けど対応出来てないんじゃないかなと思います。

まつざき荘におきましては、共用の場所の廊下とかロビーとかそういった場所に、生け花

を置きましてお客様に、安心感とかおもてなしの関係をちょっと感じていただきたいという

ことで設置しているところでございますので、部屋の関係につきましては、ちょっと再確認

いたしますけれども、もう一度まつざき荘のほうにも、話をさせていただきたいと思います。

○１番（田中道源君） はい、ぜひ、ちょっとそれは確認していただいてですね、対応してい

ただけたらと思います。

ちょっとこれに関連してなんですけども、うちの家がお寺ということもあって、要するに

出てる人が、法事の際とかに、泊で、まつざき荘を使ったという方からちょっとお話聞いた

んですけども、昔はですね、食事、夕飯食べてる間に、布団敷いてもらったりがあったんで

すけど、今、そういうことがなくなりましたと。それはこういうご時世でもありますし、人

員削減とかで、大変なんでしょうねっていうお話を聞いたんですけども、以前、同じ金額の

中でやられてたことが出来なくなってしまったっていうお話の中にですね、仕方ないですよ

ねっていう中にも、一つ考えるべき点はあるのかなあと思いました。

恐らく、よそから来て、この松崎に泊まる人っていうのは、日常の、自分ちの生活ではな
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いものを求めてこられてると思うんですけども、それが例えば、自分で布団敷くのではなく

て、誰かがやってくれてる。いつもだったらあり得ないことが、やってもらえてるうれしさ

であったり、家ではなかなか自分で生け花を替えたりするってのは大変なんだけど、ちょっ

と見ると、してくれてる。非日常感っていうんでしょうかね。っていうものが、まつざき荘

に泊まることによって、得ることができるっていうのが一つの、大事なポイントなんじゃな

いかなって思います。

ただ単に泊まるだけ御飯を出していいっていうことであれば、ただの宿泊施設っていうこ

とであればビジネスホテルとかですね、そういうのと同じようなものになるかと思うんです

けども、それよりも多分高い金額設定になってるんじゃないかなと思いますので、どこで、

お金を高くしても満足していただけるのかっていうのをやっぱ考えていく必要があるのかな

と思うんですけども、その点いかがでしょうかね。

○企画観光課長（八木保久君） まずすいません、おもてなしの関係は生け花の関係も含めて

取り組んでいかなければならないことだと思ってます。

ちょっと一点、布団の関係でございますけれども布団の関係は人員削減が理由ではござい

ません。コロナの関係で従業員が触ったところの、シーツとかに、お客様が触ったりすると、

感染の恐れがあるということから、今の時点は感染対策としてやってないところでございま

すので、コロナが終息しましたらまた従業員が、布団の上げ下ろしをさせていただきたいと

考えているところでございますので御理解をお願いいたします。

○１番（田中道源君） わかりました。たまたま今コロナ対策ということでということで、そ

れは理解いたしました。

じゃ、最後にしたいと思うんですけども、従業員の方々、従業員に限らず、経営するほう

の方にもしていただきたいと思うんですけど、よそのですね、宿泊施設の視察というか、そ

ういうものっていうのは、今のところしてる報告がないんですけども、それを検討されてい

ますでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい。職員の研修ということでよその施設を見学するという

ことは非常に大事なことだと思ってますので、検討はしているところでございます。

何年か前まではちょっと行ってたんですけれども最近ちょっと全然行けない状況でござい

ますので、先進施設を見てですね職員研修をぜひ実施していきたいと考えております。

○１番（田中道源君） はい。1番、先ほど、コロナ対策でお客様に布団敷いていただいてい

るという、一見、もっともらしいというか、いう話でございますけども、よそのですね、と
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ころと比較して見ていただいて、同じようなことをやってるところももちろんあると思いま

す。

でも、今でも、コロナの中でも敷いてくださっているところがある。それがどういうやり

方をして敷いているのか。これが、本当にお客様の目線に立っての対応なのかどうかってい

うのから、やってほしいなって思います。

何でもですねコロナがっていうのはすごく簡単なんですけども、本当の意味でやれるこ

と、、やれないことっていうのをちゃんと考えながらですねサービスっていうものをやって

いくのが、業種だと思いますから、ぜひそういう視点を忘れずに、経営、運営していってい

ただきたいなと思います。

以上でございます。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

○３番（小林克己君） 議長、３番。今の関連になってくると思いますけども、11ページ12

ページ13ページに、ちょっと渡ってちょっと質問させていただきたいと思います。

経常収支比率77.8％、累積欠損金比率195.8％、流動比率342.1％、有形固定資産減価償

却率55.1％、あとこのほかにちょっと自分のほうでちょっと計算しさせていただきました

けども、ちょっと数字的なもので間違ったらすいません。固定比率、458％、これはかな

りの高い数字だと思われます。

しかし、会社の収益を生み出す固定資産が安定した資金で賄われているかっていうこと

を考えるために、固定長期適合率を計算させていただきました。そうすると101.8％、こ

れ100％以下が望ましいでしょうけども、かなり近い数字になっておりますので、多少の

問題はありますけども、このような数字が出たと考えております。

また、ここの比率にはちょっと載ってない自己資本比率っていうのも計算させていただ

きました。自分のほうの計算でいきますと、19.9％、これかなり危険な数字だと思います。

本来、正攻法的な対策で行えば、内部留保を拡大する。このような、利益を出してそれを、

行っていくっていうのが多分1番正攻法な方法であるとは思います。実際に、19.9％です

けども20％に最低でも、来年度にはなるようにしていただきたいっていう、気持ちもあり

ます。そこで先ほど、食器とか何かを購入した。とかっていうような話がありました。

この固定資産とか、この固定資産の処分とか何かをすることによって、購入はしました

けども、多分使われていないような、固定資産例えば、グラスであったりとか何か、その

ようなものとか何かの、処分とか何かを考えてるのかっていうのがまず一つと。この有形
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固定資産減価償却率から55.1％、この比率から考えますと、2年後ぐらいですかね。流動

比率によっては342％ありますので、資金がショートするようなことはまずないでしょう

し、安全性は確保されてるとは、考えられますけども、効率的にこの資産が活用出来ない

かっていうことを多分ここに示しているような数字だと思いますけども、その中から有形

固定減価償却率55.1が、多分、2年後ぐらいには多分、もっと上がってくるのではないか、

でもそのときに、減価償却が完了されているものが多分出てくるのではないかと。推測し

ます。

それによって多分売上げのこの損益分岐点が下がってくるのではないか、これによって

経営がもしかすると、多少、しやすくなっていくのではないかと臆測ですけども、そのよ

うな臆測をちょっと感じましたけどもこの数字から、そのような考え方でちょっと合って

るのかちょっとお伺いしたいと思います。

○企画観光課長（八木保久君） はい、まず1点目の食器等の備品の処分の関係どう考えてる

かということですけれども、この関係につきましては今んところは、食器等につきましては、

破損してちょっとお客さんに出せる数が足りなくなったものにつきまして、ふやしているよ

うな状況でございまして、具体的何を処分するようなところは、今のところ考えはないとこ

ろでございます。

それから、２点目の有形固定資産、減価償却率につきましては、食器等の備品という関係

よりも建物とか設備の老朽化の関係でございますので、こちらはまつざき荘老朽化している

関係で本来は定期的に、計画的に修繕していかなければならないところでございますけれど

も、経営的にちょっとなかなかそこまで、費用が出せないというところもありまして議員の

おっしゃられるとおり多分、2年後とか増えてくるんだろうなというところでございます。

ただ、この辺につきましては、老朽化につきまして順次計画的に更新していかなければな

らないところでございますので、なるべくこの数値をですね、上昇傾向にならないような形

で、取り組んでいくように考えてまいりたいと思います。

○３番（小林克己君） はい、努めるってことで、ありがとうございます。

では、20ページと21ページ、すいませんけどお願いしたいと思います。

職員が今12名となっております。調理場の方の例えば正職員は多分、現在1名でしょう

か。自分が聞いた話だと多分1名という話です。

持続可能なことを考えた場合、正職員を調理場でも入れて、職員を教育して、持続可能

な形のほうに考えていくっていうのが、持続可能な経営ではないかと考えます。
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あと、今度21ページ、雑費のところの、著作権料、（カラオケ）11万3000円、これはふ

だん使っている毎月の使用料ではなく、自分が考えますに、ＪＡＳＲＡＣの年間費、ＪＡ

ＳＲＡＣへ払う、使用、権利っていうか使用料ですか。これではないかと思う、想像が出

来ます。

これにおいては、1回解約して、また、カラオケとか何かの機械とか何かを使用し始め

るってことによって、また、ＪＡＳＲＡＣほうに申入れをすることによって、この金額は削

除することができる、可能な経費ではないかと考えます。

この辺のことをちょっとお伺いしたいと思います。

○企画観光課長（八木保久君） 持続可能な経営とするために職員の採用というところが、最

初の御質問でございますけれども、調理員につきましては確かに正規の方は、1人というと

ころ、調理につきましては、すいません1人でございます。

最近ですと６名、全体で調理員ございましてちょっと不足しているものですから応接と調

理のほうを募集いたしました。応募はなかった状況でございますけれども、知り合いの方に

頼んで、2人増員して、何とか対応しているところでございます。

それから雑費の著作権のＪＡＳＲＡＣの関係でございますけれども、コロナの関係でカラ

オケの使用が減った関係で機器のリースの関係につきましては、契約を休止して経費を削減

しているところでございますけれども、このＪＡＳＲＡＣの関係につきましてはちょっとお

金をちょっと支払わなければならないということで、そのまま計上させていただいていると

ころでございます。

○３番（小林克己君） はい。議長、３番、自分がＪＡＳＲＡＣに問い合わせたときには、

支払う義務がないような話だったので、確認してもらえばと思います。

これで例えば払っていなければならないっていうのであればこの経費の上げてるのは、

仕方ないかなと思いますけども、自分がちょっと確認した際のお話ですと、ＪＡＳＲＡＣ

のほうでは、1回切っても、それでまた、カラオケを始めるときには、また申請をしてく

ださいという話でしたので、ちょっとこの辺をもう一度、確認をお願いしたいと思います。

これ結構です。はい、ありがとうございます。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

○７番（髙栁孝博君） ページが、8ページですね、8ページと、まず、7ページ8ページ、9ペ

ージにわたるんですけれど、会社と違うんですけれど、まつざき荘は、残念ながらなかなか

黒字が出来なくて、赤字傾向がずっと続いてきています。
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住民の中に正直のところ、赤字が続いてるんなら、という、これからの経営を危ぶむ声も

正直出てきております。そういった意味で、単純に決算のとこから見ていきたいと思うんで

すが、まず、ここ、まつざき荘が持ってる資産の合計っていうのが、7ページの資産合計7億

1000、100何がし、これが資産の合計で、まつざき荘が持ってるいわゆる、財産というんで

すかね、そういうふうに考えて、そして、次に次のページの8ページの1番下の負債合計って

いうのが、5億、6000なにがしってのはあるわけですけど、そうすっと、これが、要するに、

今、借金として、いずれ返さなきゃならないというお金と見ます。

そして、それの残ってるお金が、9ページのほうの1億4000円かと、こういう考えでよろし

いんでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） はい。民間企業であればこの貸借対照表の関係で、高柳議員

のおっしゃるとおりでございます。

ただ、まつざき荘の関係、企業会計の関係で、ちょっと違う関係がございまして、実際の

この、資本金の関係は、5ページにありまして、ちょっと説明させていただきましたけれど

も、4億6958万7435円というものがございます。こちらが旧まつざき荘からの引継資本、そ

れから、26年の会計制度の改正に伴う固定資産のみなし償却制度廃止に伴う、その他未処分

利益剰余金変動額の振替ということで、ちょっと民間企業の資本の考えと違うところがござ

いますので、その点はちょっと御容赦いただきたいと思います。

○７番（髙栁孝博君） ということはもう4億6000万ぐらいですか約4億7000万。これが財産と

して、負債を払っても、いろいろ処分費とかいろいろかかるんでしょうけど、それが今、負

荷体力として持ってるという考えでよろしいんでしょうか。

そうすると、4億7000万ぐらいが3000万ぐらいずつ赤字を出していくと、このまま、使っ

てっちゃうとこれが、その何年かではなくなっていくというような考えでよろしいんでしょ

うか。

○企画観光課長（八木保久君） 確かにこの資本金を取崩していきますとそれでだんだん減っ

ていってなくなるという考えでそれで良いと思います。

○７番（髙栁孝博君） はい。それじゃ困るわけで、私もぜひまつざき荘頑張っていただきた

いと思ってるわけですが、これが4億7000万というのが、3000万ぐらいの赤字に対して、ど

れぐらい負荷体力はこれがいい数字かどうかっていうのは、一般の考え方と違うのかもしれ

ませんけれど、そう潤沢にあるようには思えないんですよね。その4億どんかの間に、早い

とこ黒字化を目指さないと、やがては、住民の中からも、これやっていけるのかという心配
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が出てくるわけです。

そういった意味で、健全化施策っていうのを考えられたと思うんですが、健全化施策で、

どれぐらいの効果が出てるか、もしわかりましたら教えていただきたいと思います。あんま

り回数あんだね。

それともう一つは、まつざき荘の使命というのが、当初が、宿泊施設も余りない中で、リ

ーディングヒッターとして引っ張っていくと、いうような、それと、職員の研修というよう

な、機能も持っていたような気がするんですけど、社会情勢というのが変わってきています。

現在のまつざき荘の役割というのをどのように考えられてるでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） まず1点目の健全経営の関係の効果はどのように考えている

かということでございますけれども、この関係につきましても今回資本金の振替ということ

で、決算のこの時期においては、これしかやりようがなかったというところがございます。

年度途中におきましては、例えば長期借入れだとかそういったことも、あるいは町のほう

からの資本金を新たに注入してもらうとか、そういった、関係もあるところでございますけ

れども、今回の資本金の振替については、あくまで決算時の最終手段でこれしかやりようが

なかったというところでございます。

効果といたしましては、まつざき荘へ健全経営のためには宿泊のお客さんに来ていただく

しかないと考えているところでございますので、そちらは、お客様に満足していただけるよ

うなサービスを提供するように努めていきたいと考えているところでございます。

それからまつざき荘の使命とか役割の関係でございますけれども、確かに当初の国民宿舎

のオープンしたこれは、町内に宿泊施設がないということで、松崎町を代表する宿泊施設と

いうことで、職員の研修とか町内経済の活性化とか雇用の確保を図るとか、そういった形で

の使命があったところでございます。

現状におきまして町内の民宿が大分衰退している中で大きな宿泊施設でいきますと、松崎

町においては、大きなホテルがございませんので、町の宿泊を先導する、代表的な宿泊施設

として考えなければいけないと思ってるところでございます。

そのほかに今までどおりですね、町内経済の活性化とか、雇用の確保を図るといったとこ

ろの使命は当然守っていかなければならないということで考えているところでございます。

○７番（髙栁孝博君） やはり社会の変化に伴って、国民宿舎の、昔国民宿舎と言ってたとこ

ろが、そのときの使命とまた変わってきてると思うんですね。ただ住民の方はそこのところ

を、よくまだ御存じない方があって、まつざき荘は何でやってるのっていうような方もいら
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っしゃいますので、その辺りも今後、対策を含めて、今おっしゃられたように、雇用の確保

とか、それから町内の活性化、そうするとまつざき荘が町内の活性化にどれだけ貢献してる

かというのが、存在の価値になると思うんですよね。その辺りをどう見ていくか。住民にど

う説明していくか、私も、住民の方によく聞かれるんですよね、赤字になっていて何でこれ

ずっと続けていくのって聞かれますので、ぜひ、そこのところは、やはりある程度説明して

ですね、まつざき荘、確かに、町の活性化、町の地産地消とかそういったことをやっしてお

りますので、活性化もありますし、雇用もあります。私もその辺りは説明をするんですが、

なかなか、外から見ると、赤字のものなんです。よく赤字赤字って言われますけど、ただ、

町の中のね、この赤字、町の負債から見てみると、どうなんですかねこのお金っていうのは、

やはり、町の負債も3億ぐらいあったような気がするんですが、そういう意味では結構大き

なお金が負債として残っているような気がするんですけれど、この企業と一般企業と比べら

れないので何とも言えませんが、基本的には、松崎の、伊豆まつざき荘が、このまま終わっ

てしまうと、一般会計から貸出したものを、基本的には取れなくなっちゃうわけですので、

その辺り、十分考えて、対策をどうしていくかっていうことを明確にね、ある程度、状況は、

まわりの状況は状況ですので、これで各企業とも、完全に今までどおり黒字で万々歳という

わけにはいかないと思うんですね。

コロナ禍、それから、ロシアのウクライナ侵攻というようなことがありますから、実際に

株価も下がったり、円も下がったりしている状況の中で、あえて旅行とかなんかは開放され

て、経済が回復してきてるとは言いながら、なかなか急には来れない。しかし、そこをやっ

ていかなきゃなんないっていうのは、苦しい立場にいらっしゃるんだと思います。

しかし、そこのところをきちっと説明していかないと住民が納得されないんではないかと

思います。そういった意味で、雇用への貢献であるとか、町の経済の発展に貢献してる分も

明確に分かるようにして、説明にしていく必要があると、その辺りいかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい、高柳委員のおっしゃるとおりで、赤字でずっといるわけには

いかないっていうのが今の現状でございます。

ただ、やはりコロナの影響は非常に強く出ておりますので、あしたから、海外の観光客

を日本としても受け入れるという中で、アジアの観光客の人気ナンバーワンが日本である

というところも、一つのチャンスでもありますし、先日もちょっとお答えさせていただき

ましたけども、美しい伊豆創造センターのほうでは台湾との1番大きいエージェントと提

携を結んでおりまして、積極的に伊豆へ運び込むというようなこともおっしゃってます。
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ただ、やはり地元のリピーターのお客さんが多いまつざき荘でございますので、やはり

来てくださってるお客様一人一人の満足度を上げるっていうのをまず先に、進めてまいり

たいと思っております。

一応、支出の部分で地域に落ちるお金、従業員へ払うお金、等があった上での赤字とは

なっておりますので、地域経済に対する、支出があることも御承知おきいただきながら、

ただやはり赤字でいることは、決して良い訳ではございませんので、できるだけ早く、黒

字化を目指して、しかも満足度を上げるという両方をですね、進めてまいりたいと思って

おります。

○７番（髙栁孝博君） 今国のほうも、お金を支援しても、それがストックになってはまずい

とフローのほうに回してもらいたいということで、投資してくださいということを言ってる

んですけど、なかなか旅行とかそういったサービス、飲食業とかなかなか回ってくるのは、

急には来られないというとこもあるでしょうし、そして、インバウンドに対してはやはり、

今後はやはり町長が将来のことを見据えて、しっかり見たときに、これはもう無視出来ない

と。ただ、インバンドの場合に、環境がやはり整えないとなかなか難しいと思います。実際

に、ゲストハウスみたいなところね、外国の方が長期に泊まってきて、そこの地元のいいと

ころ満喫していくと。そういうのもあります。

ワーケーションとか、テレワークもありますけど、その辺り含めて、インバウンドに対し

て、どう対応してくか、標識が英語標識になった、もしかすると、アジアが中心で行くなら

アジア、台湾とやるんであれば、中国語みたいな、ようなことが必要になるかもしれません。

その辺り今後考えていく必要があるんじゃないかと思います。いかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい。髙栁議員のおっしゃるとおりで、インバウンド、日本国内の

人口が減っていく中で旅行客数の分母も減ります。その場合は、やっぱりインバウンドに

なりますんで、実際コロナ前にですね、実は中国とか台湾とかのお客さん、松崎にも、相

当来ておりまして雲見地区あたりでも、台湾のお客さんは大分ふえてきていたところでご

ざいます。

その対応につきましてですけれども、松崎町の場合、対応がなかなかし切れない英語が

しゃべれない外国がしゃべれないっていう、デメリットはあるんですけれども、来るお客

様方が特に台湾の方は非常に親日でございまして、こちらが出来なくても、一生懸命こう

学んでというか、非常に質のいいお客さんが多うございまして、今回もＤＭＯの関係で美

しい伊豆創造センターの方が横浜に台湾の基地があるんですけれども、そこの方も非常に
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日本の方が、言葉が通じなくても、非常にそのホスピタリティが高くて、心地よいという

ようなことをおっしゃっていただいているので、そういったことを踏まえながらですね、

ぜひ、まつざき荘あたりはやっぱそういうものも含めて、リーダーシップをとれるような

基幹施設となれるように進めてまいりたいと思っております。

○議長（渡辺文彦君） 暫時休憩いたします。

（午前１０時１５分）

─────────────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午前１０時２５分）

──────────────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 引き続き、議案第54号、55号の質疑を続けます。

質疑を許します。

○２番（鈴木茂孝君） 11ページの事業報告書、それから今お話があったことについてもち

ょっと触れながらお話していきたいと思います。

まず、まつざき荘は今どのような現状、例えば、世の中の状況がきついよという話は今

ありました。戦争もありますという話もありました。ですが、まつざき荘が西伊豆地域で、

どのぐらいの位置にあるのか、お客様に選んでもらえるナンバーワンになってるのか。そ

の辺もしっかりと認識する必要があると思うんです。

例えば、西伊豆町はこれからグランピング施設が幾つかできる予定です。東伊豆町も先

日グランピング施設ができるというふうに載ってました。先ほどの話ですと、宿泊はかな

り厳しいですよという話がありましたけども、その中でも、新しい施設が今できようとし

てるわけです。どういうニーズをつかんでるかわかりませんけども、まつざき荘のニーズ

が今時代に合ってないということは、かなり間違いないということではないかというふう

に思います。ですので、取りあえずまつざき荘が今どの位置にあるのか。

例えば、宿泊率があります、まつざき荘の宿泊率何％でしょうか。それが、この近隣の

施設に比べて劣っているのかどうか。ほかの施設が70パーなのにまつざき荘だけ40パー、

ということになってないのか。それであれば、世の中の状況の問題ではなく、まつざき荘

の問題であるっていうふうに認識できると思います。その辺をまず確認していきたいなと

いうところ、確認していただきたいなというところが一つあります。

それから先ほど、町長が、一人一人の満足度を上げるという話がありました。これをも
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って当然のことだと思いますけれども、これに関しましてちょっと、事業報告書からお話

ししたいと思うんですが、Ｗｉ－Ｆｉ無線アクセスポイントというのがございますけれど

も、これは、空メールを一度送って、そしてそのあと登録して使えるというふうなものだ

と思ってますけども、それで間違いないですか。

○企画観光課長（八木保久君） 三つ目のＷｉ－Ｆｉの関係だけでいいですか。

接続方法につきましては、議員のおっしゃるとおりで空メール送ってという形の登録方法

になります。

○２番（鈴木茂孝君） これに関しましては、また、松崎町の職員の方からも、お客様から

パソコンにつなぐことが出来ないという苦情がかなりあるという話を聞いてますけれども、

その辺は八木さんも伺ってると思うんですが、これはそのままということなので、何か理

由があってそのまま放置してるかと思うんですけれども、これもお客様満足度を上げるこ

とにはつながっていないというふうには思われます。

それから、先ほど、お部屋のほうにつながらない、Ｗｉ－Ｆｉがつながらないとこがあ

るというふうに、おっしゃってましたけれども、私、宿泊整備委員でありまして、5月24

日の日にその委員会がありました。その中でも、やはり部屋につながないところがあるん

だよという話がありまして、早速その日に夕方ですか。私は自分の持ってるＷｉｆｉ中継

器というのがありまして、こういうのだとつながりますよって、なるかもしれませんよと

いうことで、もってそしてその商品を、こういうのがありますってことで写真を撮ってい

ただいて、たまたま支配人がいらっしゃらなかったので、写真を撮っていただいて、これ

1個試してみて、どうなんだろうという話をしましたけれども、これに関してはその後ど

うなってるでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） 今、議員おっしゃった無線機を試しに使ってということにつ

きましてはすいません、私の方までちょっと情報が伝わってない状況ですので、お答え出来

ませんけれどもちょっとまた確認させていただきたいと思います。

○２番（鈴木茂孝君） はい。もう２週間たってますから、早急に、私はその当日に行きま

したから、そのスピード感が全然足りないというふうに、認識していただきたい。

お客様が毎日来てますから、今日来るお客様があした来ませんからね、一期一会ですか

ら、しっかりやっていただきたい。

それから、その前の宿泊委員会のときに、日帰りをやってるんであれば、日帰り温泉の

看板を出したほうがいいという話をしまして、出していただきましたけども、その日帰り
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温泉の看板というのは、どちらに出てるでしょうか。

○企画観光課長（八木保久君） 前々回の宿泊施設委員会の場で鈴木議員のほうから指摘を受

けましてちょ、前回の５月の宿泊施設の前にですね、確認しましたら、そのまつざき荘の職

員の方でも勘違いしてた部分があって設置されなかったということで、玄関の入り口のとこ

ろに表示を設置したということで聞いておりますけれどもちょっと、私が行ったときには確

認が出来なかったですけれども、利用時間帯によって出したり出さなかったりというところ

があるものですから、玄関前に設置されているということで認識しております。

○２番（鈴木茂孝君） 町長が確認しているでしょうか。この日帰り温泉のお知らせという

のは、どこにあれば１番効果的なんでしょう。館内にあればいいんでしょうか。館内にあ

るお客様に宿泊してるお客様に日帰り温泉ありますっていうのは、もうあまり意味がない

と思うんですね。それをどこに出せば１番効果的なのかということを、職員の方はもう残

念ながら考えることは出来ないんですよ。誰を対象に、どんなふうな形にしてやったら１

番効率的なってことを考えられないですよもう残念ながら、ですから赤字が続いてるんで

すよ。

その辺をやっぱり、どういうふうな対象に、誰を対象にするにはどこに置いたら効果的

ですかということまでしっかりフォローしていかないと、残念ながら、それは出来ないっ

ていうふうに思っていただかないと難しいですし、宿泊場に、こういうのがありますよっ

て持ってても、役場の上のほうの方には、一切つながらない。というふうに思っていただ

いて、まめに足を運んで、これはどうなりました、あれはどうなりましたというふうにや

らないと、まつざき荘の方々はなかなか難しいという状況にあるということを認識してい

ただきたい。ですのでこの赤字につながっているということです。それをちょっとしっか

りと認識していただきたいと思います。

ちょっと厳しいことばかり言いましたけども、ちょっと感想をお願いいたします。

○町長（深澤準弥君） はい。非常に皆様方から厳しいお言葉毎度いただいてるんですけど

も、これは本当に愛の鞭と感じております。

こういったことをですね本当諦められたら、もう何も言うようがない、で言わなくなっ

たら終わりっていうのは私も感じておりますので、ぜひ一つ一つ、本当に改善していきた

いと思っております。

今回についても、うちの担当のほうからもですね度々、言われたことを現場に落として

いるんですけれども、現場の、先ほどもあったとおり、下へなかなか浸透してない部分も
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あるという現実は本当に感じておりますので、私どものほうも、私も理事長という立場が

ありますので、今度、職員全ての職員に話をする機会をつくるということで、一応予定を

入れてございますので、そういったところを徹底的に改善をまず、実践しないと。ただ聞

いただけということはあり得ないので、変える、変わるを実践してまいりたいと思ってお

りますので、ぜひ、また今後も引き続きですね、厳しい、厳しくも、優しい目を持ってい

ただいて、御意見をいただければと思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

○１番（田中道源君） はい、１番。ちょっと、全体的なお話になるかなと思うんですけども、

このまつざき荘っていうところが、宿泊施設として、営利事業の側面を持っている。一方で、

公の施設、としてですね振興公社という、ほぼ、公の団体が、管理してるわけなんですけど

も、指定管理がもう、このまつざき荘しかやり手がいないよっていう状況が、なかなか一つ

大きな問題なのかななんていうふうにも思っております。

いろいろ入札して、いろんなほかの民間団体とかも入った上で、いろんな提案を受けた上

で、ていう競争みたいなのが働くことも必要なのかななんていうふうに感じるところなんで

すけども、ちょっと聞くところによりますと、副町長は、ちょっと聞きたいなと思うんです

けども、飛行場のときにですね、もともと県で運営してたものが、民間に移譲する際に携わ

ってたというふうに、伺いました。

何かその辺の、その当時の経験等を踏まえて、このまつざき荘に関して、何か思うとこ

ろとか、何か益になるようなアドバイス等がありましたら、ちょっとお伺いしたいなと思う

んですけどいかがでしょうか。

○副町長（木村仁君） そうですね。県にいた頃県庁で、静岡空港の管理とか運営の関係携

わっておりまして、静岡空港もずっと赤字ということで、非難をされていたような状況で

ありまして、現在空港一体で公設民営という形で民間の企業のほうが、経営をしておりま

す。私その途中までその民営化の、このプロジェクトに関わっておりました。

指定管理の在り方とかその後の民営化の辺り、自分としても勉強してきたんですけれど

も、やはり今、まつざき荘の経営を見る限り、個人的に１番問題だと思うのは、まつざき

荘というのは振興公社の方に、その収益を上げなければいけないと動機というんですか、

モチベーションがなかなかこう、見出しにくい環境にあるのかなっていうところが、やは

りその１番の原因というか、その町が、町からの指定管理料で結局成り立ってるものです

から、売上げが増えても減っても、別に公社自体に余り影響が出てこないという、そこが
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結局職員個人の方の給与に影響するかもしれませんけれども、その組織として、どうして

いくんだっていうところも、意識ですかねそこがなかなか統一的にこう、民間企業に一体

となって頑張るんだっていうようなそういう、ところになかなか行き着かない行き渡らな

いっていうのがいろんな、現場で改善をしていこうかっていうようなそういう意識なんか

にもつながりにくい環境にあるのかなと思ってますんで、その辺は今後の指定管理、事業

者の方に、ある程度メリットがあるっていうんですか、もう、頑張れば頑張っただけの、

成果が、利益で享受できるような仕組みをつくる考えということも大事なんではないかな

というふうに思っております。

○１番（田中道源君） はい、1番、大変ありがたいお言葉だなと思います。

やはりですね、地元のことしか知らないい場合だと、なかなか気づけない部分っていうの

があったりするのかなと思います。そういう意味で、今回県庁のほうから出向していただい

て、こうして、副町長に言っていただいて、そのときの経験等を踏まえた、ものを聞けるっ

てことは、本当ありがたいことだなと思います。

あとは、せっかくいただいた知識・知恵であったりアドバイスってものをしっかり生かし

ていくことが、今度は大事なことだと思うんですけど、その点について町長いかがでしょう

か。

○町長（深澤準弥君） はい、田中議員のおっしゃるとおりでございます。

前々から自分就任にしてから、外部の視点、もしくは外部人材の活用というのを非常に

掲げてまいりましたので、せっかくこうやって実際に来ていただいてるので、この意見、

もしくはアドバイス等をしっかりと、今度は生かす、体制づくりを、この地を固めるとい

う形でやらせていただきたいと思っております。

○５番（深澤守君） 今副町長のほうから、動機づけということのお話があったと思います。

１点なんですけど、この前、可決した、予算書が、今年度の売上げ見込みが3億2900万、

前年度も大体3億1000万ぐらいの予算組んでる。これ、毎年決算でてますけど、これ、絶対

的に達成し、出来ない数字。ですよね。出してるの。だけど、毎年、差額がものすごいじゃ

ないです。そうすると、これ、予算の含む性格上どうしようもないと思うんですねある程度

多くしといて、差額分を後で埋めていく。だけどこれって、努力目標にもならないと思うん

ですよ。やっぱある程度のもので、予算の組み方はあると思いますけど、達成する。頑張れ

ば達成できるっていう、形の予算を組んで、それが予算を達成出来たら何かの、ボーナスに

上乗せするとか、そういう形をとってかないと、やはり、何かお金のためじゃないんでしょ
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うけど、一生懸命やるとかっていうような、動機づけにならないと思うんでね。

ですから、もうその予算の性格上そうならざるを得ないんでしょうけどやっぱそういうと

こから、根本的に変えていかないと、従業員のやる気で従業員がやる気になれば、宿舎って

は、お客様のために頑張ろうという気になりますので、その辺は、ちょっとこう、予算組む

ときに考えていただければとなと思うんですけど、町長いかがでしょうか。

○町長（深澤準弥君） はい。いわゆる努力目標的な数字ということにはなってます。

実際にコロナ前にいろんな事情が重なってではありますけど、１度黒字にまでは行った

経緯があるもんですから、やはりそこの部分を、やはり目標にすべきという形での予算取

りになっております。

やはりその目標値、が低ければ達成に近いっていうところもございますけれども、やは

りまつざき荘として、この数字をやはり達成するのが、この地域への、まつざき荘の在り

方ということで、組ませていただいてますので、そこに向かって鋭意努力させていただい

て、成果を、ぜひ発表できるように、これから邁進してまいりますので、御理解と御協力

をお願いしたいと思います。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 質疑終結の声がありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。よって質疑を終結いたします。

これより、議案第54号 令和３年度松崎町営宿泊施設伊豆まつざき荘事業会計収入支出

決算の認定についての討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

○１番（田中道源君）はい、１番。私はこの決算書に賛成したいと思います。

いろいろな諸事情がありまして、決していい数字とは言えないところではございますけど

も、その結果を踏まえてですね、次の課題として真摯に向き合っていただき、いいまつざき

荘の運営を、これから、努力していただくことを祈念いたしまして、期待いたしまして、賛
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成とさせていただきたいと思います。以上です。

○議長（渡辺文彦君） これをもって討論を終了します。

これより、議案第54号 令和３年度松崎町営宿泊施設伊豆まつざき荘事業会計収入支出

決算の認定についての件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。

(挙手全員)

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって本案は原案のとおり認定されました。

次に、議案第55号 令和３年度松崎町営宿泊施設伊豆まつざき荘事業会計資本金の額の

減少についての討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより、議案第55号 令和３年度松崎町営宿泊施設伊豆まつざき荘事業会計資本金の

額の減少についての件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

(挙手全員)

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第５６・５７号の上程、説明、質疑、討論、採決

○議長（渡辺文彦君） 日程第３、議案第56号 令和４年度小型動力ポンプ付積載車（４－

１）売買契約について、日程第４、議案第57号 令和４年度小型動力ポンプ付積載車（５

－２）売買契約についての件は、関連がありますので一括議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

○町長（深澤準弥君） 議案第56号 令和４年度小型動力ポンプ付積載車（４－１）売買契



- 147 -

約について、議案第57号 令和４年度小型動力ポンプ付積載車（５－２）売買契約につい

てを上程させていただきます。詳細につきましては、担当課長より説明をさせていただき

ます。

（総務課長 齋藤聡 君 提案理由説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

○７番（髙栁孝博君） この件については、各分団、徐々に車両等を換えてきているというふ

うに認識しているわけですが、これはまだあとこういうふうに進めていかなければならない

分団というのはどれくらいあるんでしょうか。

○総務課長（齋藤聡君） はい。今年度は、こちらの２分団ということでございますが、来

年度につきましては、３分団２小隊、こちらは船田と門野になりますが、来年度は、そち

らがもう20年になりますので、そちら、３分団２小隊のものを購入する予定でおります。

○７番（髙栁孝博君） 1年毎年、続けてきてるようなんですが、これっていうのはあれです

か何か補助金とか何かで、1度に年々続いていくと大変なので計画的に分散してやったほう

が経済的な楽なような気がするんですが、そこでは何かやっぱ買うときに、多分補助金とか

何かいろいろあって一斉に換わったんじゃないかと思うんですが、その辺りいかがなんでし

ょうか。

○総務課長（齋藤聡君） はい、購入に当たりましては、20年間経過したものを購入すると

いうようなことで考えております。その財源なんですが、地震津波対策等交付金がござい

ましてこちらは、３分の１の補助率になります。そちらのほうと、過疎債を利用しまして

購入する予定となっております。

○議長（渡辺文彦君） ほかに質疑ございますか。

○２番（鈴木茂孝君） はい、２番。入札結果表をちょっと見ていただきたいんですけども、

この中で高橋自動車さんが、658万円で入札してるんですけど、これに消費税足すと722万

になるのかなあと思うんですが、最終的には794万円で、この722万に多分消費税足したや

つが結果入札、契約金額になってると思うんですけどこれに対しての説明をお願いします。

○総務課長（齋藤聡君） 御手元に仮契約書がございますが、おわけしていますが、そちら

のほうは、購入金額になります。最終的には重量税ですとか非課税のものもありますので、

単純にこの金額に１．１掛けたものになるとはちょっと、考えておりません。

○議長（渡辺文彦君） 他に質疑ございますか。
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（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。よって質疑を終結いたします。

これより、議案第56号 令和４年度小型動力ポンプ付積載車（４－１）売買契約につい

ての討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

○７番（髙栁孝博君） 私は本案に賛成いたします。本案は、老朽化に伴う更改ということで

ほかの各地区も、徐々に更改している一部分であります。

この車両、あるいはポンプ等に対しては、地域の安全安心を保つために、非常に大事なも

のと思いますので、今後のメンテナンス、隊員の確保、いろいろあるでしょうが、それを進

めて、地域の安全に貢献されることを願って、賛成いたします。

○議長（渡辺文彦君） これをもって討論を終了します。

これより、議案第56号 令和４年度小型動力ポンプ付積載車（４－１）売買契約につい

ての件を、挙手により採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

(挙手全員)

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

○議長（渡辺文彦君） 次に、議案第57号 令和４年度小型動力ポンプ付積載車（５－２）

売買契約についての討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（発言する者なし）

○議長（渡辺文彦君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（発言する者なし）
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○議長（渡辺文彦君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより、議案第57号 令和４年度小型動力ポンプ付積載車（５－２）売買契約につい

ての件を、挙手により採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

(挙手全員)

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第５８号の上程、説明、質疑、討論、採決

○議長（渡辺文彦君） 日程第５、議案第58号 固定資産評価審査委員会委員の選任につい

ての件を議題といたします。

議会事務局長をして、議案を朗読いたさせます。

○議会事務局長（大場千徳君） それでは、朗読いたします。

議案第58号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

下記の者、固定資産評価審査委員会、委員に選任したいから、地方税法第423条第3項の

規定によって、議会の同意を求める。

住所、静岡県賀茂郡松崎町伏倉319番地の1、氏名、山本進。昭和25年7月26日生まれ。

令和４年６月７日提出。松崎町長、深澤準弥、提案理由、令和４年６月22日をもって任期

を満了となるため選任するもの。以上でございます。

○議長（渡辺文彦君） 提出者から提案理由の説明を求めます。

○町長（深澤準弥君） 議案第58号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてを上程さ

せていただきます。

今、議案の朗読があったとおりでございます。

詳細は担当の課長の方から説明をさせていただきます。

（総務課長 齋藤聡 君 提案理由説明）

○議長（渡辺文彦君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

○８番（土屋清武君） 今回の議案第58号は、人事案件にも該当するものでありますかね。

質疑並びに討論は省略して、即、採決に入っていただきたいと思います。提案します。
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○議長（渡辺文彦君） 賛同者がありますので、動議は成立いたしました。

お諮りします。質疑、討論を省略して直ちに採決したいと思いますがこれにご異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。

これより、議案第58号 固定資産評価審査委員会委員の選任についての件を挙手により

採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。

(挙手全員)

○議長（渡辺文彦君） 挙手全員であります。

よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。

─────────────────────────────────────────────────

◎常任委員会の閉会中の所管事務調査について

○議長（渡辺文彦君） 日程第６、常任委員会の閉会中の所管事務調査についての件を議題と

いたします。

総務常任委員長から会議規則第75条の規定によって、お手元に配付いたしました所管事務

の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。

お諮りします。

総務常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。

よって、総務常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しまし

た。

─────────────────────────────────────────────────

◎議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について

○議長（渡辺文彦君） 日程第７、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査についての件を議

題といたします。

議会運営委員長から、会議規則第75条の規定によって、お手元に配付いたしました次期議

会の会期日程等の議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項について、閉会中の継
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続調査の申し出があります。

お諮りいたします。

委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。

よって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しました。

暫時休憩します。

（午前１１時 ５分）

─────────────────────────────────────────────────

○議長（渡辺文彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

（午前１１時 ６分）

─────────────────────────────────────────────────

◎閉会の宣告

○議長（渡辺文彦君） 以上をもって、本定例会に付議された案件の審議は全て終了しまし

た。

会議規則第８条の規定により、本日をもって閉会したいと思いますが、これにご異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（渡辺文彦君） 異議なしと認めます。

よって、本定例会は本日で閉会することに決しました。

これにて、令和４年松崎町議会第２回定例会を閉会します。

ご苦労さまでした。

（午前１１時 ７分）

─────────────────────────────────────────────────
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